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　　　　　　　　　　１




　最近まで、岸きし嶺みねは悩むことが多かった。

　ゲームプレイの技術について、あるいはゲーマーとしての限界について、およそ悩んでばかりだった。

　だがその日だけは例外で、悩んでいたのは岸きし嶺みねではなく杉すぎ鹿しかだった。岸きし嶺みねが部室へ顔を出すと、杉すぎ鹿しかは腕組みしてじっと虚こ空くうを睨にらみ続けていたのだ。

　その顔つきは、一見すると怒ってるようにも見える。だが最近になって岸きし嶺みねも分かるようになっていた。杉すぎ鹿しかは悩んでいるのだと。

「どうしたの？　そんな顔して」

　杉すぎ鹿しかはチラリと岸きし嶺みねを一いち瞥べつしただけで、また元の姿勢に戻った。

「誰だれかと思ったらあんたか。大学どうしようかと思ってね。もうセンター試験出願の時期でしょ？」

「なるほど……」

　確かに時期が時期である。岸きし嶺みねのクラスでも、クラスメイトたちがよく進学について話題にしていた。

　とはいえ、なにせここは究極のお嬢さま進学校、伊い豆ず野の宮みや学がく園えんである。ほとんどの生徒は当たり前のように有名大学への進学を考えているようで、それほど深刻な話題にはなっていないようにも見えた。

　岸きし嶺みね自身も、漠然と大学へ行くという考えしかなかった。特に岸きし嶺みねたち男子生徒は、この女子だらけの学園に転入するに当たって一つだけ特典をもらっている。問題を起こさず卒業すれば、それこそ東大にだって推薦で放り込んでくれるという冗談のような特典だ。さすがに東大となれば畏おそれ多いが、どこか国立にでも入れればと軽く考えていたのは事実だった。

「杉すぎ鹿しかは大学以外にもなにか希望があるの？　プロゲーマー目指すとか？」

「ま、なれるならそれでもいいけど。でもね、あんたなら知ってるでしょ。あたし安定志向なの」

「ああ、そうだったね……」

　杉すぎ鹿しかは意外と倹約家なのだ。デートのときでも弁当を持ってくるぐらいに。

　プロゲーマーという職業は、確かに魅力的ではあるし杉すぎ鹿しかならやっていけそうな気もするが、安定性が高いかと言われると、冗談でもイエスとは言えない。これはゲーマーに限った話ではない。プロの小説家、プロのミュージシャン、プロの漫画家、プロのスポーツ選手。およそプロと名がつく職業は、大体が不安定だろう。もちろんプロの中でもトップに限れば莫ばく大だいな報酬を得て華やかな生活を送っているかもしれないが、それは本当にごく一部に過ぎない。

「そりゃね、大学生の間にプロゲーマーにでもなれたらいいけど。でもなれなかったときのためにも、なにか将来役立つ資格の一つも欲しいじゃない」

　杉すぎ鹿しかの考え方は本当に堅実だった。

「資格かあ。じゃあ大学じゃなくて専門学校とかも考えてるの？」

「専門も悪くはないわね。でも、せっかくこの学園のコネがあるでしょ。なら有名な大学でも行った方がいいと思ってるんだけど」

　一学園のコネというのも馬ば鹿かげた話だ。しかし半年以上も通っていると違和感がなくなってくるが、この伊い豆ず野の宮みや学がく園えんは毎朝何台ものリムジンが校門前に並び、真っ昼間から黒服の警備員が何人も周囲をウロついてるような学園なのだ。生徒が望まずとも進学先が奨学金の一つも用意してくれるかもしれない。

「でも専門にしろ大学にしろ、別に学びたいことがあるわけじゃないのよね。プログラムとかなら興味なくもないんだけど」

　なにを学びたいか分からない。それは岸きし嶺みねも同じだった。

「僕もそうなんだよね、とりあえず大学には行こうと思ってるけど。あ、でもそうだ、杉すぎ鹿しかなら教師とかいいんじゃない？　大学で教員資格取るとか」

　それは、杉すぎ鹿しかとの付き合いから自然と出てきた提案だった。

　当の杉すぎ鹿しかには予想外の提案だったらしい。ものすごく呆あきれた顔をされる。

「教師？　あたしが？　なに言ってんの、そんなの向いてるわけないじゃない」

「え？　そ、そうかな？」

　本人に否定されると、自信がなくなる。

　だが、冷静に考え直した岸きし嶺みねはすぐに確信した。

「待ってよ、そうでもないって。ほら、僕杉すぎ鹿しかからＦＰＳの立ち回りとか格ゲーとか色々教えてもらったじゃない？　あの教え方ってすごく良かったと思うけど」

「そう……なの？」

　そういう評価を受けると思ってなかったのか、杉すぎ鹿しかは不意を打たれたようにキョトンとする。

「そうだよ。僕みたいなゲームの初心者にあれだけ根気強く色々教えてくれたじゃない？　教師とかって向いてると、思うけど」

「……言われてみると教えるのってそんなに嫌いじゃないのかしら、あたし」満まん更ざらでもないのか、考え込む。「でも、あたしみたいな……ほら、その……背も低いようなのが教師じゃ、生徒に舐なめられないかしら？」

「そんなの余計な心配だよ。杉すぎ鹿しかが本気で怒ったら大体の学生なんて裸足はだしで逃げ出すよ」

「そ、そうかしら？」

　それもウソ偽りない率直な感想だ。相手が誰だれだろうと物もの怖おじしないのが杉すぎ鹿しかのすごいところだ。身長程度で気後れするわけがない。

（でも、杉すぎ鹿しかが他ほかの男子生徒の教師になるのはなんか嫌だな……）

　杉すぎ鹿しかが教師になって男子高校生の前に現れたとする。タイトスカートでも穿はいて、ブラウスにスカーフ姿の杉すぎ鹿しかを想像してしまう。さぞかし、男子生徒の間では話題になるだろう。様々な意味で。正直自分が教わりたい。
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（あ、でも待てよ……）

　ある単純な解決方法を思いつく。ようは男子高校生の教師にならなければいいだけの話なのだ。

「そうだよ、杉すぎ鹿しかってこの学園の卒業生ってことになるわけでしょ？　教育実習とかってこの学園でできるわけだし。この学園の教師になれたら待遇もいいんじゃない？」

　この学園には男子もいるが、立場が大変低い。一〇年も経たてばどうなるかは分からないが、それでもそう簡単に変化するとは思えない。

「そうね、ここで教師できたら給料良さそうよね……。そっか、そういう考え方もできるのか。あれ？　そういえば私立学校の教師って公務員になるのかしら？」

「さ、さあ？　でもここの教師なら公務員じゃなくても安定しそうだよ？」

「それもそうね。いずれにせよ教員免許って資格は取ることになるだろうし。ありがと、意外といいかもしれないわ。ちょっと前向きに考えてみる」

「お役に立てたならいいけど」

　岸きし嶺みねは最近相談に乗ってもらってばかりの身である。誰かに助言できるとは思ってもみなかったし、杉すぎ鹿しかの役に立てたのなら正直嬉うれしくもあった。

「そういえば、あんたは将来どうするつもりなの？　進路とか決めてるの？」

「え？」

　岸きし嶺みねは戸惑うと同時に、あることを思い浮かべずにはいられなかった。

　デバッグのアルバイトで雇ってもらったゲーム開発会社のことだ。あのゲーム会社に通っていたとき、将来の道としてゲームクリエイターというものも考えなかったわけではない。みんなが楽しめるゲームを、自分が作る立場になれれば──と。

　だが、それはあまりにも曖あい昧まいな進路だった。そういう道もあるというだけで、どうすればゲームクリエイターになれるかもよく知らない。とても口には出せなかった。

「うーん、僕も分からないよ……。とりあえず国立大学でも行ければと思ってるけど」

「あたしが言うのもなんだけど、曖あい昧まいねぇ。っていうかこの時期になって進路に悩んでるあたしたちも大概だけど」

「だよねえ。そういえば僕なんか高三で転校までしたんだっけ」

　思わず笑ってしまう。普通、高三で転校なんてあり得ない。

「どうした？　楽しそうだがなんの話だ？」

　そのとき部室に入ってきたのは、天てん道どうだった。

「高校卒業後、どうしようかって話をしてたのよ」

「そうだったのか。うん、当然考えるべきことだな。二人ふたりはやはり進学か？」

「ええ、とりあえずそうなりそうね。天てん道どう、あんたも進学でしょ？」

「もちろん、わたしも大学へ行くつもりだ。父上の会社を手伝てつだいたいからな」

　天てん道どうの場合、進路は明白なようだった。

「あの会社、相当手広くやってますしねえ。部長が力になってくれるなら、お父とうさんもきっと喜びますよ」

　この元有名女子校の生徒会長を、なんら過不足なく務めてきた天てん道どうだ。きっと社会に出てもその能力は活いかされるに違いなかった。

「実を言えば、父上の手伝てつだいをすることにはわたしなりの目もく論ろ見みがあるんだ」少し天てん道どうは恥ずかしそうに続けた。「ゲームというものが魅力的な市場であることは、父上にも多少理解してもらった。そこで今後は、天てん道どうグループがゲームにかかわるなんらかの事業でも立ち上げられないかと考えていてな」

　思わず圧倒された。高校生の発想ではない。

「へえ。ゲーム業界に参入ってわけ？」

　杉すぎ鹿しかの疑問に、天てん道どうは小さく頷うなずいた。

「うん、それも一つの方法だ。あるいは純粋に、ゲーム大会やプロゲーマーのスポンサーになるという方法もある。とにかく企業をもっと後ろ盾にできれば、日本のゲームはもっと盛り上がると思うんだ」

「いいですね。部長ならやれますよ」

　こういう話を聞くと、感心すると同時に自分のことが恥ずかしくもなる。なにせ進学を志望する理由は「とりあえず入れそうだから」とかなのだ。今日きようびほとんどの学生がそうなのかもしれないが、だからといってそれが免罪符になるわけではない。大学へ進学するなら、明確な目標を持つに越したことはないのだ。

「諸君、卒業後だけの進路だけではない！　我々の進路もそろそろ決めねばならんぞ！」

　と、ガラリと戸を開けて部室に入ってきたのは、例によって瀬せ名な先生だった。

「なによ、あたしたちの進路って？」

「当然、我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの進路だろう」

　杉すぎ鹿しかの疑問に、天てん道どうが答える。

「わたしもその話を一度しておきたいと思っていたところだ。ＪＧＢＣは年内で一区切りする。そして年明けから決勝大会が始まる。できればこの決勝大会になんとか駒を進めたいところなんだが……」

「ええと、決勝大会に進めるのは、ある程度Ｇポイントを稼いだ上位チームだけって話でしたよね？　僕たちは今どれぐらいなんですか？」

「あたしたちって優勝したこともあるはずだし、そこそこ取れてそうなもんよね？」

「うむ、現状なら公式サイトから見られるぞ！」

　言いながらすでに瀬せ名な先生はノートパソコンでブラウザを起動させていた。

　サイトには関東エリアの参加チームが、Ｇポイント獲得順にずらりと並んでいる。

「参加チームってこんなにいたんですね……」

　ＪＧＢＣにおいて人気なのは、チーム戦よりも個人戦だと聞いている。実際、どの大会もチーム戦より個人戦の方が盛況に見えた。

　それでもさすが関東と言うべきか、参加チーム数は数千に上った。ただ、まともに活動していないのか、獲得Ｇポイントがゼロや一〇点以下だったりするチームもかなり多い。

　理由は分からなくもない。チームを結成していざ大会に乗り込んでも、思うような成績を上げられず、モチベーションが維持できなかったのだろう。

「あ、あたしたちはここね」

　杉すぎ鹿しかが目ざとく〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チームの名を見つける。

「上位一割……には余裕で入ってるんだ。数千チームあると目立たないけど」

　自分で言っておいて岸きし嶺みねは少し驚いていた。上位一割といえば、結構な好成績のようにも見える。やはり優勝したことがあるとそれなりに上位に入れるらしい。

「あ。〈神々の黄昏ラグナロツク〉チームはここね」

　並んだリストの中から、杉すぎ鹿しかが再び目ざとく知ってるチームを見つけ出す。

「あのチームでも五〇位ぐらいなんだ」

「あそこはチーム結成が遅い方だったからな！　むしろそこからここまで伸びてきたことこそ驚異的だ！」

　言われてみるとその通りだ。ほとんどのチームは四月からスタートしてどうにか今のラインになっている。しかし〈神々の黄昏ラグナロツク〉は半分の期間でこの順位まで上がってきているのだ。伸び率だけならば充分一位だろう。

「これを見ると、上位陣は五〇ポイントぐらいの範囲内で推移していますね」

　天てん道どうの指摘を、瀬せ名な先生は待っていたようだった。

「その通り！　上位陣もまだまだ団子状態なのだ！　我々もどうにかその団子に食い込めれば決勝大会出場は夢ではない！　だがそのためにはどうしてももう一押し必要だ！　どこかの大会に優勝してもう一〇〇ポイントほど稼ぐ必要がある！」

　確かにこの一覧を見る限り、一〇〇ポイントもあれば一気に上位に入り込めそうだった。

「まだ可能性はあるのね。東京ならゲーム大会はしょっちゅう開かれてるし」

「その通り！　となれば我々が設定すべき方針は二つ、勝てそうな大会に片っ端から参加するか、あるいは大規模な大会に照準を合わせて出場して優勝するかだ！」

　瀬せ名な先生の言葉に既視感を覚える。

「夏休み前にも同じような議論をしたことがありましたね……」

「そうね。あのときは場数を踏むためにも大会出まくってたけど、結局成果は出なかったのよね」

「ああ。結局バトルフィールド４の大会に絞って練習して、ようやく結果が出たんだったな」

「だったら手は一つでしょ、なにか大規模な大会に絞って練習すべきよ。どうせ決勝大会に進めたって周りは強敵だらけなんでしょ？　生半可な腕でチビチビポイントを稼ぐより、決勝大会を見越して腕を上げるべきよ」

「わたしも同意見だ。もう場数を踏む意味はないだろう。どれか一つの大会に絞って練習すべきだ」

　杉すぎ鹿しかと天てん道どうが同じ意見だった以上、部としての方針は決まったも同然だった。

「それに、もう一つ理由がある。我々の中にも、卒業後を見据えてなんらかの準備をする必要がある者もいるだろう。いや、今その必要がなくとも今後状況が変わることもあり得る。あまり寄り道はできない」

　部長らしい気遣いだった。確かに、高校三年生なら部活など引退している時期なのだ。

「うむ、そうだろうな！　顧問としても学業・進路を優先するようにと言わざるを得ない！　だからこそ残された機会は大切にしたいところだがな！」

「たまには先生らしいこと言うじゃない。で？　なんかいい大会はあるの？　先生のことだから、目星つけてる大会はあるんでしょ？」

「うむ、あるにはある！　来月にシューター大会というのが予定されていてな！　ようするにＦＰＳやＴＰＳに絞ったゲーム大会だ！」

「いいですね。僕たち向きだ」

　ＦＰＳやＴＰＳは、何度プレイしたか分からない。そして、それなりに実績も残せているジャンルでもあるのだ。

「ちなみに、競技種目となるゲームは二本！　一本は公開されているが、二回戦以降の競技種目はまだ伏せられている！」

「また妙なこと考えるわね」と杉すぎ鹿しか。「ま、いいわ。いきなりマイナーゲーにするとは思えないし、今人気のあるゲームなら大体予想つくし」

「条件は皆一緒だしな。そういうことなら差し当たり公開されているゲームの練習をしよう。先生、その公開されているゲームというのは？」

「うむ！　〝ディビジョン〟だ！」
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　　　　　　　　　　１




　翌よく日じつ、岸きし嶺みねは学園のある部へ屋やへと呼び出されていた。

　その部へ屋やへ行くのは非常に久しぶりだった。恐らく、この学園に初めてきたとき以来だろう。

　普通だったら一学生が入る用事はまずない部へ屋や──校長室である。

「失礼します、岸きし嶺みねです」

「どうぞ、お入りください」

　落ち着いた声で返答があった。

　ドアを押し開ける。中で待っていたのは、気品に溢あふれた老齢の女性──この伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの校長だ。歴史と実績を持つ伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの校長だけあって相当やり手らしく、立場が上のはずの理事長も、彼女にだけは頭が上がらないという。

「あの、僕をお呼びと聞いたんですが……」

　岸きし嶺みねの声は上ずり気味だった。職員室に呼び出されることすら滅めつ多たにないのだ、校長に呼び出される理由などまったく思いつかなかった。自分はなにか不祥事でもしでかしただろうかと、どれだけ本気で考えたか分からない。

「そう硬くならなくていいんですよ。少しあなたに聞いておきたいことがあったのでご足労願いました。本来ならわたしの方から伺うべきなんですが、そこは年寄りを気遣ってもらうということで」

　緊張をほぐすためだろうか、冗談めかして彼女は言った。確かに彼女は高齢ではあるが、とても足腰が弱っているようには見えない。

「そうでしたか。それで一体なにを……？」

「あなたはこの学園の男子生徒として、半年以上を過ごしてきました。来年もまた男子生徒は少数ですが入学してくる予定です。そこで、男子のあなたにこの学園の感想を聞いてみたいと思いまして」

　呼び出された理由を聞いて、ようやく岸きし嶺みねは安あん堵どした。

　この学園は、三年前まで完全なお嬢さま学校だった。それが少子化対策やら異性に慣れるためといった理由で、二年前から実験的に男子生徒を受け入れ始めたのだ。

　ただし、男子の数は全校生徒の一割にも満たず、大変に居い辛づらい状況が続いている。半年も経たてば多少マシにはなるが、未いまだに男子生徒はお昼休みになると男子だけで集まって食事しているような有あり様さまだ。来年以降も同じように少数の男子を受け入れ続けるなら、男子生徒の境遇については校長としても考えざるを得ないのだろう。

「でもなんで僕なんでしょう？　他ほかにも男子生徒はいると思いますが」

「わたしの知ってる限り、もっとも女子生徒と接しているのはあなたのようですから」

「そ、そうですか？」

　否定はできなかった。毎日のように女子生徒と部活動をしているのだから。ただ、そのことを校長に指摘されるのはなんとなく後ろめたかった。

　その心境を察したのか、校長は安心させるような品のある朗らかな笑みを岸きし嶺みねに向けた。

「変に考える必要はありません。節度を守った上でのことだと聞いてますし、なんの問題もなかったのでしょう？」

　笑われてしまう。

　確かに、節度は守った。というかそれより先に行く勇気なんてまったくなかったというのが事実である。せいぜいデートを一回できたぐらいではなかったか。

「それとも、なにかやましいことでも？」

「いえ、まさか！」

　問い詰める校長がどこまで本気か分からない。話を変えるべきだと思い、岸きし嶺みねは早急に考えをまとめて口にした。

「ええと、とにかくですね。思ったんですけど、ここの女子生徒たちは先生方がご懸け念ねんされているほど箱入りでもやわでもないと思います」

「ほう、そう感じましたか？　ですが男子生徒の受け入れが決まったときや、実際に男子が転入してきたとき、女子生徒の中には恐怖感すら抱いていた子もいたように見えたのですが」

「そりゃ、中にはそういう女子だっていると思います。でも環境が突然変われば誰だれだって最初は怖がることはあると思いますし、逆の状況でも同じことは言えると思います」

「逆？　逆とは？」

「たとえば男子校だったところに女子が転入してきたりとか。そういう状況だったら、男子も最初は女子を怖がると思うんですよ」

　アニメやマンガだったらともかく、それが現実だと心底思う。

「それはどうでしょうかねえ。男子ばかりのところに女子が放り込まれたら、途と端たんにガツガツする男子もいそうなものですけど」

　なにか心当たりでもあったのか、校長は渋い顔をする。というか岸きし嶺みねにも心当たりがあった。たとえば以前からこの学園にいた数少ない男の一人ひとり、理事長。彼の趣味は、女子生徒を愛めでることだという。あんな男が身近にいれば、校長が男に対して警戒するのも分かる。

「無論、例外はいつだっていると思います。でもそれを言えばこの学園でもそうです。僕たち男子に、物もの怖おじなんて欠片かけらもしてないタイプの女子はいましたから」

　天てん道どうや杉すぎ鹿しかのような、と本人には絶対に言えない言葉を心中で呟つぶやく。

「なるほど……。今まで身近にいなかったものが突然現れれば、最初は怖がるのも当然。けれども──」

「はい。でもしばらくしたらみんな慣れます。僕が見てきた限り、そうでした」

「ありがとう、非常に参考になりました」

　校長はニコリと微ほほ笑えんだ。校長も若いころはさぞモテたに違いないと、なんとなく思う。

「実はあなたにはもう一つ聞きたいことがあったんですよ。我が校は来年以降も男子を受け入れるべきかと。ですが、今の答えを聞いた限り、結論は明らかなようですね」

「そうですね。少なくとも男子を受け入れても、女子生徒の側に支障はないと思います。むしろ大学や社会に出てから男子と接するより、規律の厳しいこの学園にいる内に接する方が女子にとっても利益は大きいと思います」

「なるほど、予防接種みたいですね」

　校長は笑いながら言った。

　ひどいたとえだったが、頷うなずける。予防接種というのは毒性を弱めたウイルスを人間に注射して、抵抗力をつけるもの。まさにこの学園における男子生徒そのものだ。

「むしろ支障があるとすれば、女子より男子側だと思います。トイレを増やすぐらいはして欲しいところなんですけど」

　そう、この半年を振り返っても、この学園で目立った欠点と言えばそれぐらいだ。

「もちろん、いつか不届きな男子がやってきて問題を起こすこともあると思います。でもそれは女子校に男子が入ってきたから起こるわけじゃなく、他ほかの学校でも起こりそうな問題がこの学園でも起こり得る、とかの話だと思います」

「分かりました。どうやら男子を受け入れたことは決して誤りではなかったようですね。岸きし嶺みねさん、あなたがこの学園に転入してくれたこと、感謝しますよ」

「いえ、そんな。おかげで僕も貴重な体験ができました」

　心の底からそう思う。この学園に転入できなければ、自分は毎日一人ひとりで過ごすだけの寂しい高校生活を送っていたに違いなかったのだから。

　しかしこの学園で天てん道どうたちに出会い、ゲームに出会えたからこそ、今まで知らなかった多くの楽しさに出会うこともできたのだ。

「そうそう。この学園内での不ふ埒らちな行為は禁止ですが、卒業後は別です。どうぞがんばってください」

「あ、はい」

　がんばるってなにを？　と思ったが、口にするのはヤブヘビだと思い、黙って引き下がる岸きし嶺みねだった。
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　学校を終えて家に帰った岸きし嶺みねは、自分の部へ屋やに入るとパソコンを起動しつつ今日きようのことを思い出していた。

（卒業、か）

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶで進路の話が出たり、校長に呼び出されてあんな話をされたりすると、そのときが近づいていることを否応いやおうなしに実感させられる。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部活動も、自分が高校生でいられるのも、そして恐らくは天てん道どうや杉すぎ鹿しか、鷹たか三み津つたちと一緒にいられる時間も、決して長くはない。そう考えると、少し寂しくなってくる。

　と、そんなときだった。

　起動したばかりのパソコンに、スカイプ経由でメッセージが届いたのだ。




　＞ソウル・トランサー、いるかい？　もしよかったらボイチャしてくれ。




　もうそれだけで誰だれからのメッセージかは分かる。権ごん田だ原わらだ。《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》だ。

　一体何事だろうと、まず『ちょっと待ってください』とチャットしてから、急いでヘッドセットを取り出しボイスチャットの準備をする。

「もしもし、岸きし嶺みねですけど」

　相変わらず対応の仕方が電話のようになってしまう。

『久しぶりだね。突然で申し訳ないんだが、一つキミに頼みたいことがあってね』

「はあ、なんでしょう？」

『キミ、僕の妹と面識あったよね？』

「え」

　権ごん田だ原わらの妹。一瞬戸惑ったが、思い出すのは簡単だった。

「はい、ええと、吹き抜ける窓さんでしたっけ？」

『惜しい、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》と呼んでやってくれ』

「あ、すいません」

　兄の権ごん田だ原わらのような派手なゲーマーネームを持つ少女とは、何度かゲームで対戦したことがあった。杉すぎ鹿しか並みに背が低く、元気の有り余った彼女には、物もの怖おじしないパワフルなプレイで厄介な対戦を余儀なくされたものだった。

『その妹が今所属してる高校のゲーム部があるんだけどね。今度そこと僕たちとでＬｏＬの練習試合をすることになったんだ』

「ああ、甲か斐いヶが原はらと」

　権ごん田だ原わらの妹が所属してるのは、〈甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶ〉というゲーム部だ。ちなみに副部長の名を、祇し方ほう院いんという。

　以前、女子校だけのゲーム大会に参加したときのことを思い出す。あの主催者が祇し方ほう院いんだった。彼女とシヴィライゼーションやアサシンクリードで激戦を繰り広げたことは忘れようと思っても忘れられない。天てん道どうや駿河するが坂ざかの一いち条じようのように、部員を率いて戦い抜く立場の女子生徒はみんなそうなのかと思い知らされるような、とても気の強いお嬢さまだった。

「それにしても、権ごん田だ原わらさんのチームと練習試合ってうらやましいですね」

『そう言ってくれると嬉うれしいね。ただあれって五人対戦のゲームだろ？　妹の方は部活だから五人ぐらいすぐ集まるようだけど、こっちは飯いい田だ橋ばしザンギエフさんが今忙しいらしくて、四人しかいなくてね。そこでキミの手を借りられないかと思って』

「はあ……」

　ようは助すけっ人との相談ということである。いや、権ごん田だ原わらが自分に助すけっ人とを頼む必要があるとは思えない。どちらかというと人数合わせだろうと考え直す岸きし嶺みねだった。

「分かりました、僕でよければ喜んで参加しますけど……。でも、なんで僕なんですか？　杉すぎ鹿しか辺りの方がまだ強いと思いますけど」

『そうだね、それは否定しないよ。ただ、第一に勝つのが目的じゃない。第二に、誰だれと組んでも勝てるようにする練習にもなる。バトルフィールドの大会で対戦したときがそうだっただろ？』

「あ、確かに」

　バトルフィールド４は六四人の同時対戦が可能だ。そのためバトルフィールド４の大会では、その場に集まった他ほかの参加者たちと臨時でチームを組むことになった。性格も腕のほども分からない味方と、いきなり連携を取る必要が生じたのだ。

　そういったときのために、誰だれとでもチームを組める技術というものも必要なのかもしれない。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶでは考えもしなかったことだ。

『ただ、杉すぎ鹿しかくん辺りを呼べないのにはもう一つ理由があってね。僕たちは一応プロチームを目指している。プロに求められることってなにか分かるかい？』

「え？　ゲームが強いことですよね？」

『当然それはあるんだけど。なによりも品行方正なことだよ。言動が乱暴で他ほかのプレイヤーを貶おとしめたり、不祥事の過去があったりするとスポンサーがつかないから』

「ああ、分かります。芸能人が不倫してＣＭ契約を解除、なんてよく聞きますし」

　スポンサー企業の看板として、あるいは多くのゲーマーの手本ともなるプロプレイヤーとなれば、品行方正さは重要だろう。

「でも、それと杉すぎ鹿しかとどういう関係が？」

『分からないかい？　プロ志望の大人おとなが、個人的に知り合いの女子高生を誘って遊んでる、なんて話が広まったら困るだろう？』

　納得するより先に、啞あ然ぜんとしてしまう。

　理屈は分かる。権ごん田だ原わらが、実の妹の所属してる部活と練習試合をするというのなら理屈は通る。しかし、知り合いの女子高生を一人ひとり誘って遊ぶというのは、いくらでも悪意のある解釈ができるだろう。

「そこまで気を遣わなきゃいけないんですね……」

『もちろんだよ。いいかい、ゲームは二は十た歳ち前後の若い人の方が強い。僕たちのチームは、バレッタ以外の全員がほぼ年齢的に旬を過ぎてる。でも若い人は血の気が多くて問題を起こすことが多いからね。僕たちは歳としを食ってる分、品行方正ってことをアピールしていきたいんだよ』

　権ごん田だ原わらたちの本気というか、意地を感じる言葉だった。品行方正さが武器の一つになるというのは、社会人を経験している権ごん田だ原わらたちだからこそ到達できた考え方なのだろう。

　となれば、岸きし嶺みねとしても断る理由はなかった。なにより杉すぎ鹿しかの代わりだろうが人数合わせだろうが、権ごん田だ原わらたちと一緒にプレイできるというのは格好の練習の場となる。

「分かりました。僕でよければ喜んで付き合わせてもらいます。夜ならいくらでも時間取れますし」

『よかった、じゃあ詳しい時間が決まったらまた連絡するよ』

「ただすいません、権ごん田だ原わらさん。代わりと言ってはなんですが、一つ相談に乗って欲しいことがあるんですが……」

　思わず、そんな話をしていた。岸きし嶺みねには今、新たな悩みができていた。卒業後の進路という悩みだ。将来について自分以上に真剣な権ごん田だ原わらに相談できれば、きっと参考になるという気がしたのだ。
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　それから、岸きし嶺みねは個人的にＬｏＬことリーグ・オブ・レジェンドの練習を始めた。

　とはいえ、以前にもそれなりにやったことはある。ＬｏＬのジャンルは、ＭＯＢＡ──マルチプレイヤー・オンライン・バトル・アリーナ。一〇〇体を超えるチャンピオンの中から一人ひとりを選択し、五人で一チームを編制して戦うことになる。

　ゲームの勝利条件は、ネクサスと呼ばれる敵の本拠地の破壊だ。そのためにはＴＯＰ、ＭＩＤ、ＢＯＴと呼ばれる三つのレーンを進撃して本拠地ネクサスに接近しなければならないが、レーンの合間合間には強力な攻撃をしてくるタワーが存在する。

　そこで各陣営は、一定時間ごとに発生する自軍ミニオンを前進させてタワーの攻撃範囲に入れ、タワーがミニオンを攻撃している間にタワーを攻撃して破壊、敵本拠地ネクサスへ迫っていくというのが基本的な攻め方となる。

　とはいえ、最終的な勝利への選択肢は多岐にわたる。たとえば、序盤はタワーを破壊しに行くより敵ミニオンや敵プレイヤーをキルしてお金を稼ぎ、装備を整えることも重要だ。だが逆に後半は、敵プレイヤーのキルよりタワーなどのオブジェクトへの攻撃を優先した方がいいこともある。オブジェクトを破壊しない限り、いつまで経たっても敵の本拠地ネクサス破壊に繫つながらないからだ。

　また、重要なのが味方の構成だ。たとえば五人全員が攻撃力に特化したチャンピオンを選んだとしても、敵にＣＣクラウドコントロール──ようするに足止めに長たけたチャンピオンが一人ひとりいれば、カウンターを喰くらって全滅しかねない。ひたすら防御系のアイテムを買って敵の攻撃を受け止めるタンクや、味方の移動速度を上げるなどして攻撃のチャンスを作るイニシエーターなどの役割を持ったチャンピオンがいる方が、様々な状況に対応できて結果的に勝率は上がる。

　攻撃特化のアタッカーになるとしても、通常攻撃力を上げて継続的にダメージを与え続けるＡＤＣアタツクダメージキヤリーか、攻撃力の高いスキルをぶっ放すタイプになるか、序盤強いか後半強いかなどで分岐する。

　ＬｏＬをやるとなれば、自分がどんな役割を担になうかが重要になるのだ。だが一方で、現時点では敵の構成はもちろん、味方の構成すら分からない。今できることと言えば、練習試合でどんな役割を任されてもいいように準備しておくぐらいだ。

　本来なら瀬せ名な先生辺りにアドバイスをもらうべき場面だろう。だが、今回は自分が指名されての練習試合である。あえて自分だけで準備してみようと考えた岸きし嶺みねだった。今後参加するゲーム大会で必ず瀬せ名な先生のアドバイスをもらえるとは限らない。せめて練習試合ぐらい自分の力で切り抜けてみたかった。
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　勝負の日はすぐに来た。

　指定されたのは、土曜日の夜八時だった。ボイスチャットの準備をしておくと、すぐに権ごん田だ原わらから通信が入る。

『準備はいいかい？　早速ウチのグループに呼ぶよ？』

「はい、お願いします」

　権ごん田だ原わらたち〈神々の黄昏ラグナロツク〉チームのグループボイスチャットに入る。

『みんな、今日きようの助すけっ人とを呼んできたよ』

　そう権ごん田だ原わらが言った次の瞬間、

『ああどうも』『うぃっす』『こんにちはー』

　一斉に声をかけられる。なにせ声だけなので、誰だれが誰だれだか分からなくて混乱しそうになる。ただ、すべて聞き覚えのある声なので、誰だれがいるかはなんとなく分かる。

　最初に声をかけてきたのは、〈神々の黄昏ラグナロツク〉チーム一番の年長者であるロートリストだろう。次がやや権ごん田だ原わらと同じノリの《勝利狂いマツド・ドラツガー》、最後が紅一点のバレッタだ。

『紹介の必要はないだろう、今日きようの我がチームのゲスト、《魂の転生者ソウル・トランサー》だ』

　なんだか久しぶりにその名前で呼ばれた気がした。

『あの、よく分からないんですが、岸きし嶺みねさんのことですよね？』

　戸惑い気味の声がした。すぐにそれが祇し方ほう院いんの声だということに気付く。

「あ、祇し方ほう院いんさんお久しぶりです」

『ええ、今日きようはよろしく。っていうか《魂の転生者ソウル・トランサー》ってなんなの？』

　そう真正面から問い詰められると大変気恥ずかしい。

『彼のゲーマーネームだよ。僕が名付けたんだけど』

『なにそれかっこいい！　なんで普ふ段だんからその名前名乗らないのー？』

　その声は、権ごん田だ原わらの妹《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》のものだった。

「え。ええと、それはほら、ちょっと長くて咄とつ嗟さに呼びづらくて……」

　名付け親の権ごん田だ原わらがいる手前、「恥ずかしいから」とは言えなかった。

　言い訳になっていたかは怪しいところだったが、権ごん田だ原わらが気を利かせてくれたようで、

『まあ人数が多いし、今日きようは本名で呼ぶとしよう。じゃあ祇し方ほう院いんさん、五分後に開始ということでいいかい？』

　とあっさり話を変えた。

『分かりました。敵と通信が筒抜けではゲームになりません、わたしたちはこちらのチャットルームからは退出しますので。では五分後に』

『じゃあまた後でねー』

　その会話を最後に、祇し方ほう院いんと《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》がボイスチャットから抜ける。

『さて、というわけで諸君。今日きようは岸きし嶺みね君と組んでのＬｏＬだ。ま、練習だし相手は学生だ、気楽にやっていこう。じゃあ早速だけど、担当するレーンを決めようか』

　今から決めるんだ──とまず驚かされる。

　たとえば以前ＬｏＬの大会に参加したときは、あらかじめ使うチャンピオンを決めて練習していた。タンク、アタッカーなど、役割が変われば立ち回りも操作も大きく変わるのがＬｏＬというゲームなのだ。だけど今回はいきなりレーンを決めるらしい。

『じゃあわたしＡＤＣやります』

　バレッタがまず希望を表明した。

　ＡＤＣは通常攻撃を中心に強化し、持続的にダメージを与えるのが役割だ。ただし、通常攻撃に特化して強化するため防御力は非常に低くなりがちで、敵から距離を取りつつ攻撃するという立ち回りが重要になる。簡単なキャラではないが、バレッタならやり遂げるだろう。

『分かった。じゃあ僕がサポートにつこう。他ほかに希望は？』

『俺おれはジャングラーかな。慣れてるし』

《勝利狂いマツド・ドラツガー》がそう申し出る。確かに前回彼らとＬｏＬで対戦したときも、彼はジャングラーだった。

『それなら俺おれはＴＯＰだな』とロートリスト。『ゲストにはＭＩＤで気持ちよくプレイしてもらうとしよう』

「え」

　ＭＩＤ。三角関数的に、ＴＯＰやＢＯＴレーンと比べても一番前線との距離が近く、そのためどのレーンよりも先に成長しやすい。ただその分責任は大きく、ＭＩＤで強くなって他ほかのレーンへＧＡＮＫし、ゲームの流れを一気に引き寄せていくといった立ち回りが必要になる。

『岸きし嶺みね君、ＭＩＤキャラはなにかできるかい？』

「ええと、ヴェル＝コズならなんとか」

『充分だ。じゃあそれで頼むよ』

「え。でも僕がＡＰキャリーやるってことですよね？　大丈夫ですかね？」

　ＡＰキャリー。ＡＤＣはアタックダメージ、つまり通常攻撃で敵に大ダメージを与えることが目的だが、ＡＰキャリーはアビリティパワー、つまり魔法攻撃で敵に大ダメージを与える役割を担になうことになる。

『大丈夫大丈夫。イニシエートは僕と《勝利狂いマツド・ドラツガー》がやるから。キミがうまく仕事できなければ僕たちが下へ手ただったってことだよ』

「……分かりました、やってみます」

　そこまで言われては断れない。それに、自分がＴＯＰやＢＯＴに行ってもうまくできるとは限らない。援護されやすいＭＩＤへ行くのはアリのような気もした。

『さて、そろそろ時間だ。諸君、じゃあ始めようか』

　五分の準備時間はあっという間に終わった。

　祇し方ほう院いんから招待状が届き、カスタム対戦用の部へ屋やへと招待される。

　まず行うのはチャンピオンの選択だ。岸きし嶺みねが選んだのはヴェル＝コズ。タコのような触手が生えた機械のような風貌をしている。特徴として、四つあるスキルの射程がいずれも長めという点が挙げられる。岸きし嶺みねが選んだ理由もそこにある。ひたすら遠くから攻撃できるので、わりと負けづらいのだ。しかもＵＬＴ──レベル６で覚えられるスキルは非常に強力なレーザービームで、まともに当てることさえできれば簡単に敵を倒すことができる。

　ＴＯＰのロートリストはシェンという忍者だ。ジャングラーの《勝利狂いマツド・ドラツガー》はヴァイというチャンピオン。ＢＯＴは権ごん田だ原わらがアリスターという牛のようなチャンピオンで、ＡＤＣのバレッタはシヴィア。岸きし嶺みねが選んだヴェル＝コズ以外のチャンピオンはそれなりに機動力にも長たけており、他ほかのレーンを助けにいきやすい構成だ。

　続いて二つのサモナースペルの選択に入る。このゲームにおけるプレイヤーは、チャンピオンを召喚して操作するサモナーという形になる。そのサモナーとして、二つのサモナースペルを選んで使うことができる。

　岸きし嶺みねが選んだのは、まず短距離瞬ブ間リ移ン動クが可能なフラッシュ。敵との距離が重要なＬｏＬにおいて、瞬ブ間リ移ン動クは逃げにも攻撃にも使える万能スペルである。もう一つはバリアだ。文字通り自身にバリアを張り、一定量のダメージを防ぐことができる。柔らかいＡＰキャリーのチャンピオンならよく使うサモナースペルだ。

　チャンピオンとスペルの選択が終わると、ローディング画面に入った。このとき初めて敵側──つまり祇し方ほう院いんたちの選択したチャンピオンが判明する。

　岸きし嶺みねの対面──つまり敵側ＭＩＤはアーリ。ＴＯＰはイレリア。ＢＯＴがナミとルシアン、ジャングラーがアムムという構成だ。アムムはよく知っている。岸きし嶺みねが以前ＬｏＬの大会で使ったこともあるジャングラーだ。

　そして、ついにゲームが始まった。まず最初の買い物を行い、それぞれ自身に与えられたレーンに向かう。ＴＯＰとＭＩＤに一人ひとりずつ、ＢＯＴに二人ふたり、ジャングルに一人ひとりだ。岸きし嶺みねは当然中央のＭＩＤレーンだ。早期に成長して他ほかのレーンを壊しにいくことがＭＩＤの役割であるように、ＢＯＴの場合はひたすらＡＤＣを成長させて後半の戦いを優位に導くこと、ＴＯＰの場合はひたすら一人ひとりで突き進んで敵の目を集める、もしくは他ほかのレーンを援護するのが目的となる。

　間もなく両軍のミニオンが生まれ、前進を始めた。そして各レーンの中央で衝突を始める。いよいよ本番だ。岸きし嶺みねの対面にも敵チャンピオンが現れる。アーリだ。九つの尾をはやした美少女で、ＬｏＬの顔とも言えるチャンピオンだ。光るオーブによる遠距離攻撃、当てた相手を魅了するハート攻撃、短距離瞬ブ間リ移ン動クが可能なＵＬＴを駆使した機動戦を得意とする。カテゴリでいえばＡＰキャリーだが、その機動性を駆使してアサシンのような立ち回りもできる。

（レベル６までは大丈夫だと思うけど、その後が不安だな）

　ＵＬＴを覚えるレベル６までは、お互いに決め手に欠ける状況だろう。特に、岸きし嶺みねのヴェル＝コズはすべてのスキルが遠距離仕様で、撃つ方向や位置を決めて発射するものばかりだ。対象を指定すれば一〇〇％当たるようなものはなく、アーリがＵＬＴを覚えて機動力が劇的に増えれば、あらゆるスキルがかわされ不利になりそうだった。そのときは味方の援護を待つしかなくなるだろう。

　岸きし嶺みねはまずひたすら敵ミニオンを倒し、自らの成長──ファームに集中した。敵ミニオンが近くで倒されれば経験値は自動で入るが、ラストヒットは自分で取らないとゴールドを得ることができない。ラストヒットをいかに多く取り、ゴールドをいかに稼ぐかがレーン戦のキモとなる。

　幸い、ミニオンを倒すだけならなんの苦労もない。自身の通常攻撃とスキルを組み合わせれば大体は倒せる。問題は相手への嫌がらせ──ハラスだ。ヴェル＝コズのような遠距離攻撃タイプのチャンピオンは、敵チャンピオンを倒すまでいかずともＨＰを減らすことで優位を確立する必要がある。しかしミニオンのラストヒットを取るのに精一杯で、とても敵チャンピオンへ攻撃する余裕はなかった。

　こうしてしばらくは均衡状態が続いた。敵アーリもまだスキルが揃そろっておらず、こちらを倒す術すべがないのだ。もちろん死ぬ気で攻めてくればどうなるか分からないが、こちらのすぐ後ろには安全地帯であるタワーもある。こんな序盤で攻勢に出る理由はなかった。

　だが、その状態も長くは続かなかった。お互いレベル３に到達したところで、敵アーリの動きに変化が生じたのだ。

　それまではお互い静かにラストヒットを取るだけだが、ここでアーリが唐突にハートを飛ばしてきたのだ。突然のことだった上に、ラストヒットを取ろうとした瞬間だったので岸きし嶺みねの反応は遅れた。

　当たればダメージを受ける上に魅了状態になり、無防備にアーリの方へ歩いていくという、柔らかいメイジには致命的なスキルだ。

（や、やばい！）

　すかさずそこへアーリが大きな光のオーブを投じ、さらに火の弾を飛ばしてくる。

　かわすことはできず、ＨＰが半分近くにまで減らされた。

（負けるか！）

　ダメージ交換という概念がある。アーリは今、スキルをすべて使った。これ以上は通常攻撃以外にダメージはあまり出せない。対してこちらはすべてのスキルが使える。つまり先手こそ取られたが、一時的にアーリより攻撃の手数が多い状況になったのだ。それに、一方的にやられたまま引き下がっては、今後のレーン戦が不利になる。

　アーリの攻撃直後のスキをうまく突けたようで、ヴェル＝コズのスキルは次々叩たたき込こまれ、ＨＰを大きく減らすことに成功する。

　だが、それだけでは終わらなかった。このとき、レーンの右にある茂みから敵ジャングラーのアムムが突如として現れた。ＧＡＮＫ──人数差をつけての攻撃──をしかけてきたのだ。まだ距離はあるが、かつてアムムを使っていた岸きし嶺みねにはその脅威がよく分かっていた。

　アムムには包帯を飛ばすスキルがある。岸嶺ヴエル＝コズに向かって包帯が伸びる。応戦中の岸きし嶺みねにはかわせなかった。一秒のスタンを喰くらい、さらに包帯をたぐりよせるようにアムムが吸いついてくる。

　たちまち一対二の状況にされた。しかも敵ジャングラーに接触された。致命的である。

　慌てて岸きし嶺みねは二つのサモナースペルを使用した。バリアでどうにか延命しつつ、フラッシュを使ってタワー下まで後退する。

　ＨＰは限りなくゼロに近かったが、どうにか逃げ延びることには成功した。さすがにレベル３の状況では敵もタワー下までは追ってこれない。

『岸きし嶺みね君、大丈夫かい？』

　ＢＯＴも忙しいはずなのに、サポートを務める権ごん田だ原わらがそう訊たずねてくる。

「なんとか大丈夫です。でもフラッシュもバリアも切ってしまいました……。ポーションも今使い切りました」

　一つだけ買っておいたポーションだが、これだけダメージを喰くらうとＨＰをフル回復してはくれない。もはやダメージ交換もできないだろう。

『すぐ応援に行く。しばらく耐えてくれ』

「了解です」

　ＨＰの差で大きく優位に立ったと見てか、敵アーリの戦い方が変わった。さっきまでは両軍のミニオンが殴り合っているエリアを挟んでの睨にらみ合いだった。ところがアーリはミニオン群の脇を通り抜けるようにして接近してきたのだ。

（ゾーニングしてきた……！）

　ゾーニング。ＭＯＢＡでは一般的な手段だ。ミニオンから経験値やゴールドを得るには、ラストヒットを取るか、もしくは敵ミニオンが死亡したとき一定範囲内にいなければならないという条件がある。

　それを邪魔すべく、優位を確信した敵プレイヤーがこちらと敵ミニオンの間に入ってきたのだ。こうなると敵ミニオンに近づき、経験値を得られる距離に入るには、まず敵プレイヤーを排除する必要がある。だが、ＨＰで優位に立たれた敵プレイヤーと今当たれば確実に負ける。戦力的な優位を築いた上で、ゾーンを支配すること。それがゾーニングだ。

　こうなると一方的に敵のみが成長することになる。この状況が続けば勝ち目はない。

「ラストヒットさえ取れれば……！」

　幸い、ヴェル＝コズの射程は長い。遠距離からでもスキルを駆使すればラストヒットは取れるはずなのだ。岸きし嶺みねは少しだけ前に出てなんとかスキルを使用しようとした。

『あ、その無理はまずい！』

　権ごん田だ原わらの助言は、一秒遅かった。

　岸きし嶺みねが一歩前に出たその瞬間を、敵は見逃さなかった、というより待ち構えていた。

　まず敵アーリがフラッシュを使用した。岸きし嶺みねの間近に飛ぶ。そしてハートを飛ばしてくる。距離的に回避は不可能だった。命中。魅了のデバフを受ける。操作が一切不可能になり、敵アーリの方へ引き寄せられる。

　敵からすれば絶好の攻撃チャンスだ。すかさず殺到してくる。

　もうサモナースペルも使い果たした岸きし嶺みねにはなにもできない。キルを取られた。

「すいません、まんまとやられました……」

　これで所持ゴールド量と経験値に大きな差をつけられることになる。それは一対一でアーリに勝つことが一気に難しくなることを示していた。しかも育ったＭＩＤは、中央から全レーンを崩壊させることもできるのだ。

『たかが一デスだ、気にすることはない。すぐ援護に向かうから、しばらくタワー下でファームしててくれ』

「分かりました……」

　自軍タワーは心強い味方で、その攻撃範囲にいる限り、敵も容易には接近できない。そのタワー下ならば不利な状況でも安全にファームできる。通称〝土下座ファーム〟と呼ばれる成長方法だ。

　その代わり、こちら側にも大きなペナルティが科される。タワーの強力無比な攻撃で、敵ミニオンが倒されてしまうのだ。もちろん近くでミニオンが倒されることにより経験値は得られるが、ラストヒットによるゴールドはなかなか得られなくなる。この状態が長く続けば、敵ばかりゴールドを稼ぐようになりいよいよ危険だ。

　それでも、成長できないよりマシである。レーンに戻った岸きし嶺みねは、再びファームに専念した。

『さて、ＭＩＤは少し不利か』と権ごん田だ原わら。『ＢＯＴも負けちゃいないが、なかなか相手が強い。お嬢さま学園の生徒だからって侮あなどれないな』

『そりゃおまえの妹がいるぐらいだしな』と《勝利狂いマツド・ドラツガー》。『ＴＯＰはどうだ？　あまり差はついてないようだが』

　この頃ころになると、ゲーム全体に有利不利が見えてくる。対面の敵チャンピオンを倒せたか、そしてどれだけ対面より多くラストヒットを取れたかで差が生じてくるのだ。

『負けてはいないが優位を取るのは難しそうだ』

　ロートリストがそう応じる。彼が使っているシェンは堅いが、敵を倒すことやタワーを折ることに強いキャラではない。仕方ないだろう。

『ま、安心してくれ。俺おれもＵＬＴ覚えたからガンガン行ってやるよ』

《勝利狂いマツド・ドラツガー》の言葉は、信じるに足りた。彼の扱うヴァイというチャンピオンのＵＬＴは、対象指定型で必ず当たる。しかも威力が大きく、一秒間対象を打ち上げ──スタンと同じようなもので、ほとんどの行動が不能になる──を入れるという能力もある。ＧＡＮＫでは驚異的な威力を発揮してくれるはずだった。

『よし、僕も一度ＭＩＤに寄ろう。さっきアーリもフラッシュ使ったんだ、攻めどきだ』

「分かりました、待ってます」

　対面のアーリは有利を取ったためか、かなり前に出てきている。そこをジャングラーの《勝利狂いマツド・ドラツガー》、さらにＢＯＴの権ごん田だ原わらがＧＡＮＫに来るというわけである。いくら今一番育っているアーリであっても、三対一では手も足も出ないだろう。

　ただし、ＧＡＮＫはタイミングが重要だ。《勝利狂いマツド・ドラツガー》が攻撃してくるタイミングにあわせて、こちらもキッチリフルコンボを叩たたき込こまなければならない。もし遅れれば《勝利狂いマツド・ドラツガー》がタコ殴りにされる。だからといって、一人ひとりで突出しては逆にこちらが各個撃破されてしまう。こちらは脆もろいヴェル＝コズなのだ、敵のフルコンボを喰くらうことだけは避けなければならない。

『仕掛ける！』

　まず動いたのは《勝利狂いマツド・ドラツガー》のヴァイだ。ヴァイには拳を突き出しながら指定した方向に突っ込む技がある。それを使って横の茂みから飛び出し、一気にアーリに近づいた。

　ＧＡＮＫに気付いたアーリは即座にＵＬＴを使用、自軍タワー側へ逃げようとした。指定方向に短距離瞬ブ間リ移ン動クができるスキルである。しかも一秒のクールダウンごとに三回連続で使えるため、攻めにも守りにも有効な技だ。

　だがヴァイはＵＬＴを使用した。チャンピオンに近づき、打ち上げを与えて一秒間動けなくするという対象指定技だ。アーリがどれだけ素す早ばやくても、そのＵＬＴに捉えられれば逃れる術すべはない。

　打ち上げられた瞬間を狙って、岸きし嶺みねもフルコンボを叩たたき込こもうとした。だが距離が離れすぎていたのか、タイミングが遅れた。敵は打ち上げの呪縛から逃げると、再びＵＬＴでタワー下へ逃げ込もうとする。

『大丈夫大丈夫』

　だが、そのとき真横から権ごん田だ原わらのアリスターが現れた。ミノタウロスのような牛の頭を持ったチャンピオンだ。

　アリスターはアーリに対象指定技で突っ込むと、大きく打ち上げた。アリスターが得意とするスキルコンボだ。

　これで攻撃する時間が稼げた。

「行きます、ＵＬＴ！」

　ヴェル＝コズのＵＬＴは指定した方向に、数秒間巨大なレーザーを発射するという派手なものだ。レーザーは貫通し、触れている相手に大ダメージを与え続ける。

　三人の攻撃をこれだけ食らったのだ。アーリに耐える術すべはなく、ついにキルを取ることに成功する。

「やった！」

『今だ、ＭＩＤのファーストタワーを折るぞ！』

　敵のタワーを折れれば、ミニオン一○体分前後のゴールドを全員がもらうことができる。そうなれば戦況は大きく動くだろう。岸きし嶺みねたちは権ごん田だ原わらの号令ですかさずＭＩＤレーン一本目の敵タワーに取りつこうとした。

　だが、そのためにはまず自軍ミニオンを敵タワーの攻撃範囲内に入れ、囮おとりとする必要がある。しかしＭＩＤレーンは敵にプッシュされていたため、自軍ミニオンをタワーに入れるにはまだ時間が必要だった。せいぜい五秒かそこらのわずかな時間だが、その五秒の間に戦況が大きく変化するのがＭＯＢＡというゲームジャンルなのだ。

『ＵＬＴ使う！　強引に入ろう！』

　権ごん田だ原わらは迷わなかった。タワーの攻撃範囲内に自ら突っ込んだ。アリスターのＵＬＴは一定時間受けるダメージを大きく減らすというものだ。それを使って囮おとりになろうというのだ。

　そのおかげで敵タワーへの攻撃はすぐ可能になった。だがこのとき、敵タワーが光り始めた。テレポートのサモナースペルだ。マップ上に存在する特定のオブジェクトを指定し、四秒ほどエフェクトを伴う詠唱を行った後、そのオブジェクトのもとへワープできるという強力な効果がある。

「アーリです、戻ってくるつもりだ！」

　しかもこのとき、敵ジャングラーのアムムが現れた。

『敵ながら面倒なタイミングだ！　アーリとアムムをタワー下で相手はできん、一いつ旦たん後退しよう。アーリのテレポートを切らせたなら充分だ』

　権ごん田だ原わらの号令で一斉に後退する。

『そろそろＢＯＴも援護くれると助かります！』

　少し切羽詰まったバレッタの声が響く。

　権ごん田だ原わらがＭＩＤへ来ているということは、ＢＯＴレーンがＡＤＣ一人ひとりということになる。不利になるのは当然だろう。

『権ごん田だ原わら、このままＢＯＴへ流れよう！　あいつらのケツが取れそうだ』

《勝利狂いマツド・ドラツガー》の提案は妥当だった。突出しているＢＯＴレーンの敵背後を突ければ一キルか二キルは確実だ。

『分かった、岸きし嶺みね君はＭＩＤに張りついていてくれ！　アーリがロームしたら追ってくれればいい！』

「了解です」

　ローム。他ほかのレーンへＧＡＮＫに行くことと言った意味で使われている。しかし他ほかのレーンへ移動するということは、その間敵ミニオンを倒して成長できないということだ。それゆえロームを行う場合、敵タワーまで自軍ミニオンを押しつけるのが定石だ。そして現在敵アーリはミニオンを押しつけられている。今ロームすれば経験値とゴールドを大損する。簡単には動けないはずで、その間に権ごん田だ原わらたち二人ふたりがロームするのだ。

『ただ気をつけてくれ、僕たちが中央を攻めた反動で敵も中央へ集まりがちだ、今ＢＯＴへ大きく戦力を移せばＭＩＤをまた狙われるかもしれん！」

　権ごん田だ原わらは冷静だった。確かに今なら右の敵を攻めるチャンスだ。しかし中央には敵アーリと、ついさっきジャングラーが姿を見せたばかりだ。敵ジャングラーの動き次第では、岸きし嶺みねはまた一対二の状況になる。

「了解です、無理せず敵を引きつけます」

『大丈夫だ、俺おれもＵＬＴ覚えたからな。いざというときは駆けつけるさ』

　そう言ったのはＴＯＰのロートリストだ。彼のチャンピオンであるシェンのＵＬＴは、指定した味方チャンピオンの場所にワープし、強力なバリアを張って守るというものだ。マップ上のどこにいても、ピンチに陥れば颯さつ爽そうと駆けつけてくれるシェンは非常に人気も高く、敬愛を込めて多くのＬｏＬゲーマーから〝シェンどの〟と呼ばれているほどだ。
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　戦況は複雑に進行していった。

　権ごん田だ原わらと《勝利狂いマツド・ドラツガー》によるＢＯＴへのＧＡＮＫは、敵ＢＯＴの二人ふたりがフラッシュをいいタイミングで使用し、回避されてしまった。しかもアムムが駆けつけたことにより数の優位もなくなり、後退せざるを得なかった。

　中央を攻めてきていた敵のアーリは、一対一と見るや猛プッシュ、ミニオンを進軍させてきた。これに対し岸きし嶺みねは、ミニオンの排除には成功していたがアーリへの攻撃はできないでいた。相性が悪かったのだ。こちらのスキルはすべて方向指定や位置指定型。無闇に空振りすれば、アーリにＵＬＴでかわされてしまうだろう。そうれどころか攻撃のスキを突かれて逆にハート攻撃を喰くらってフルコンボを叩たたき込こまれかねない。

　ただ、充分な距離さえ取っておけば怖くはなかった。それにレベルも上がり装備も充実した結果、スキルの威力が上がった上にかなり連発できるようになったので、ミニオン排除も楽になってきた。

　だが、情勢はすぐ二転三転する。

『ＴＯＰのイレリアが消えた！　ＭＩＤに行ってる可能性が高い、気をつけてくれ！』

　ロートリストから報告が上がる。

　イレリアはメイジやＡＤＣキラーの異名を持つチャンピオンである。前線をすり抜けこちらの後衛に突っ込み、スタンを与えつつ連続攻撃を叩たたき込こんでくるのだ。

「了解です！」

　岸きし嶺みねはレーンの横に視界確保用のワードを設置しつつ、やや引き気味で戦う態勢を取った。

　助言のおかげか、間もなくＴＯＰ側の川からイレリアがやってきた。傍そばの茂みに隠れてＧＡＮＫの機会をうかがっているが、こちらが警戒していることが分かると隠れるのをやめ、アーリと一緒に迫ってくる。

（一対二だ、ここはなんとかタワー下でしのぐしかない）

　だが、敵は二人ふたりだけではなかった。アーリの後ろから敵ＡＤＣもやってきたのだ。

「げえ！　なんかルシアンもこっちに来た！」

『後退したと思ったらＭＩＤを折りに来たか！　岸きし嶺みね君、一本目のタワーはくれてやるつもりでいてくれ！』

「分かりました！」

　三人がかりでは柔らかいヴェル＝コズなどタワー下でもやられる。仕方なく岸きし嶺みねは、タワー下からも大きく後退した。

『僕もＭＩＤのＧＡＮＫを狙ってみよう！　岸きし嶺みね君、ＵＬＴは？』

「まだクールダウン中ですけど、権ごん田だ原わらさんが来る頃ころには撃てます！」

『ＯＫ、一発かましてもらおう』

　ついに敵ミニオンがこちらの中央タワー攻撃圏内に入ってきた。それに合わせて敵三人もタワー下に入ってくる。タワーへの攻撃が始まった。

『よし、回り込んだ！　全員打ち上げたらあとは分かるね!?』

「はい、フルコンボ叩たたき込こみます！」

　ヴェル＝コズのような範囲・方向指定スキルの多いキャラクターは、敵に素す早ばやく動き回られると当てるのが困難だ。だが、ほんの一秒でいい、打ち上げやスタンで敵を足止めできれば、いくらでもフルコンボを当てられる。

　ＢＯＴレーンから川を通って回り込んだ権田原アリスターが、背後から敵三人に近寄る。アリスターの得意技は指定した敵チャンピオンに突っ込み、周囲にいるすべての敵を一秒間打ち上げるというものだ。それが決まればすかさず岸きし嶺みねも攻撃に出られる。

　だが、今度は敵も警戒していた。

　背後から接近しようとした権ごん田だ原わらに、逆にイレリアが飛びかかった。スタンを入れる。権ごん田だ原わらの動きが完全に止まったところに、ルシアンとアーリもまた集中攻撃を加えた。

『くそ、敵がよく見てる！　動きを止めるどころじゃなさそうだ、そっちに逃げる！』

　敵の三人は一時的とはいえ、前後を挟まれた状況だったのだ。普通なら、岸きし嶺みねの動きを注視するのが精一杯で後方には気づきにくい。だが彼女たちは権ごん田だ原わらの奇襲を簡単に見破ると、さらに三人同時かつ一瞬でターゲットを権田原アリスターに切り替えたのだ。よく練習してると思う。さすが祇し方ほう院いん率いるチームだった。

　権ごん田だ原わらはやむを得ずＵＬＴを使用、岸きし嶺みねの方に逃げてきた。受けるダメージを大きく減らすＵＬＴの効果もあり、さすがに敵も追ってこない。

『ダメだ、ＵＬＴも切らされた、ＨＰもない。岸きし嶺みね君、ファーストタワーは諦あきらめて後退だ』

「了解です！」

　もはや言われるがままの岸きし嶺みねだったが、ＬｏＬは味方との呼吸がなによりも大事なゲームだ。適切な指示を随時飛ばしてくれるのは非常にありがたかった。

　と、そのときだ。

『よし今だ！　ＢＯＴに飛ぶ！』

　そう叫んだのはＴＯＰにいるはずのロートリストだ。彼の操るシェンは、味方チャンピオンの元へ瞬時にワープするＵＬＴがある。それを利用してＢＯＴへ飛んだのだ。

　ＢＯＴは二対二の攻防戦だったが、それがいきなり三対二になったのだ。そのせいだろう、間もなく、敵プレイヤーを倒したというメッセージが画面に流れた。

『ありがとうございます、さすがシェンどの！』

　バレッタも喜びを隠せない。

『いいってことよ。権ごん田だ原わら、そっち援護要るか？　そっちに敵が集中してるおかげでＢＯＴの敵二人ふたりをやれた、今ならＭＩＤにテレポートで飛べるぞ』

『いや、今更タワーは守れない、それよりもちょっと試したいことがある、こっちに敵三人を引きつけるから、そっちはひたすら押してセカンドタワーを狙ってみてくれ！』

『分かった、それでいいなら』

　権ごん田だ原わらの見立て通り、間もなくＭＩＤのファーストタワーを折った敵は、そのままの勢いでセカンドタワーを狙いにきた。一番戦場になりやすいＭＩＤのタワーは、非常に重要なオブジェクトだ。ＢＯＴで負けた敵からしてみれば、なんとしても今の内に壊しておきたかったのだろう。

『権ごん田だ原わら、本当にそっちは大丈夫なのか!?　このままＢＯＴ押していいのか!?』

《勝利狂いマツド・ドラツガー》が心配するのは当然だったが、権ごん田だ原わらはなおも強気だった。

『大丈夫だ、こっちを二人ふたりでしのげればそっちが三人でいくらでも押せる！　勝負時だよ！』

「だ、大丈夫ですかね、僕と二人ふたりで」

『なあに、いい練習になる。とにかくチャンスを待つんだ。僕がなんとしても敵を三人まとめて打ち上げる。その瞬間を待ち続けてくれ』

「分かりました」

　だが、そのチャンスはなかなか訪れなかった。攻め寄せている三人も、権田原アリスターがなにを狙っているのかは読めているのだろう。適度に味方間の距離を取り、まったくスキを見せない。

　その間にも自軍のミニオンをこちらのタワー下に入れ、間断なくタワーのＨＰを削り取りにくる。もちろんロートリストら三人も人数差を利用してＢＯＴレーンを押しまくり、二本目のタワーを折ろうとしていた。だが、ＢＯＴの敵タワーを破壊するより自軍のＭＩＤタワーを破壊される方が戦略的には不利なのだ。

　ついにＭＩＤ二本目のタワーが折られる。同時にこちらもＢＯＴ二本目のタワーを折る。それでも権ごん田だ原わらは援軍を要請しようとはしなかった。敵も味方も勢いに任せて三本目のタワーを折りにくる。三本目を折られれば、インヒビターと呼ばれるオブジェクトが無防備に晒さらされることになる。もしインヒビターまで壊されれば、敵側に非常に強力なミニオンが出現するようになる。それは敵に六人目のチャンピオンが生まれるようなものだ。

『よし、僕のＨＰもだいぶ回復した。ここが山場だ、僕と岸きし嶺みね君とでＭＩＤを守り切る、その間にＢＯＴの三人にインヒビを割ってもらえばこちらの勝利も同然だ！』

『珍しく今日きようは無む茶ちやな賭かけをするな!?　ドラゴン放置でいいのかよ!?』

　そう言ったのは《勝利狂いマツド・ドラツガー》だ。オブジェクトの一つであるドラゴンは、倒せば大きなバフを手に入れることができる。ＭＩＤタワーを危険にさらすより、ＭＩＤの敵を早急に排除してドラゴンへ行く方が安定するのは目に見えていた。

『練習試合で無む茶ちやをしなくていつ無む茶ちやをするんだい？　さあて、ＭＩＤを追い返すよ！　ロートリスト、僕が設置するワードにテレポートしてくれ。ただしキャンセルしていい！』

『分かった、敵をびびらせるんだな！』

　敵が攻撃を始めたＭＩＤの三本目のタワー。そのすぐ奥に、権田原アリスターがワードを設置した。すぐさまそのワードが派手なエフェクトを発する。ロートリストがテレポートをする前兆だ。

　ここに三人目の味方がくれば、たちまち戦力差は拮きつ抗こうする。タワー下へ攻め込こんでいる分、無む茶ちやはできないと踏んだのだろう。敵三人は蜘く蛛もの子を散らすように、半ば反射的に後退を始めた。

　だが、これまでうまく連携を取って散開しながら攻めてきていた三人の敵も、半ば反射的に移動したこのときは移動先に狂いが生じた。ほんの一瞬だけ三人が近くに集まってしまったのだ。

　時間にして一秒にも満たない。だがその好機を、権ごん田だ原わらは見逃さなかった。

『今だ！』

　フラッシュを使用して瞬時に敵との距離を詰め、さらに敵に突っ込んで範囲打ち上げのスキルを使用。敵三人が、たった一秒だけ打ち上げられる。

「っ！」

　言葉を発する暇もない。岸きし嶺みねもすかさずその地点目掛けてヴェル＝コズのフルコンボを叩たたき込こんだ。キーボードのＱ、Ｗ、Ｅ、Ｒと連続で押す。

　次々とスキルが叩たたき込こまれる。打ち上げられている敵にかわす術すべはない。初心者でも当てられるような状況だ。さらにヴェル＝コズから発射されたＵＬＴの巨大なレーザービームが敵を焼き尽くし続ける。まずアーリが倒され、ルシアンが倒される。

　だが、イレリアだけは生き残った。さらにイレリアはフラッシュを使用。岸きし嶺みねのＵＬＴ範囲から逃れると、タワー下であろうと臆することなく岸きし嶺みねに突っ込んできたのだ。

「うわ、スタン!?」

　まずイレリアのスタンを喰くらう。ＵＬＴのレーザービーム照射が中断させられ、さらに一秒以上行動不能になる。そこへ今度はイレリアのフルコンボが叩たたき込こまれた。柔らかいヴェル＝コズのＨＰがみるみる減っていく。サモナースペルのバリアを使うが、焼け石に水だった。権ごん田だ原わらも援護に近づいてくるが、スキルを使い果たしている今ではなにもできないだろう。

「まずい、やられます！」

『大丈夫、そこで俺の出番だ！』

　ロートリストが言った次の瞬間。ヴェル＝コズの体がシールドに包まれ、敵のダメージを防いだ。なにが起こったか分からないでいた次の瞬間、ヴェル＝コズと敵イレリアの中間地点にロートリストのシェンが現れる。

　ＵＬＴを使ったのだ。シェンは忍者のように颯さつ爽そうと駆け抜けると、イレリアの攻撃を自身に引きつけ、そして自軍タワーと自身の通常攻撃で倒してしまった。

「ありがとうございます、さすがシェンどの！」

　シェンがいつも〝シェンどの〟と尊敬を持って呼ばれる理由を思い知らされる。

　さらにこのとき、

『やった、インヒビまで割りました！』

　ＢＯＴを攻めていたバレッタと《勝利狂いマツド・ドラツガー》から最善の報しらせがもたらされた。彼女たちはＢＯＴを押しまくり、どうにか敵に先んじてインヒビターを破壊することに成功したのだ。

『よし、これで圧倒的有利だ』

　こちらは敵の三人を倒し、三本目のＭＩＤタワーを守り、その上誰だれもやられていない。逆に敵は三人がやられ、インヒビターまで失った。ゴールド差も激しいことになっているだろう。

　その次の瞬間だった。

「え、あれ!?」

　いきなり操作不能になった。強制スクロールして、敵のネクサスが画面中央に捉えられる。

　いきなり爆発した。直後、アナウンスが流れる。岸きし嶺みねたちの勝利だと。

『降伏サレンダーしたか。まあ仕方ない判断だな』

　ロートリストの説明でようやく理解する。

　負けを認めたのだ。もう逆転できないと察して。

　嬉うれしいよりもなによりも、力の差を思い知らされたという印象だった。自分は大したことはなにもしてないのに勝った。

『いやあ岸きし嶺みね君、お疲れ。キル三、なかなかいいスコアじゃないか』

「いえ、いいサポートあってこそです……」

　権ごん田だ原わらの褒め言葉にも素直に頷うなずけない。攻めるタイミングも、敵の拘束も、すべて権ごん田だ原わらがお膳立てしてくれた。敵が固まった場所にＵＬＴを撃ち込むだけなど、誰だれにでもできそうなものだ。

　こういうプレイをなんというか、うっすらと岸きし嶺みねは知っていた。

　接待プレイだ。接待ゴルフみたいなものだ。ゲストとして呼んだプレイヤーに、不快な思いをさせず楽しませることを目的とした遊び方である。

　権ごん田だ原わらたちはプロチームを目指している。たとえばだが、将来的に取材に来たレポーターなんかと臨時チームを組むなんてこともあるかもしれない。そうなれば今回のような接待プレイが必要になる。まさかそこまで考えて普ふ段だんから練習しているのだろうか。

　と、そのとき。ボイスチャットが賑にぎやかになった。

『やられました。こんなに圧倒的にやられるとは、さすがです』

　祇し方ほう院いんの悔しそうな声が聞こえてくる。

『いやいや、君たちも大した連携だったよ。もし最後のＭＩＤの攻防戦で負けてたらこっちの敗北だったね』

　それからは賑にぎやかな感想戦になった。中盤から後半にかけて、ＭＩＤを攻めていた祇し方ほう院いんたちの勢いが良すぎた、タワーを一本か二本折ったところで他ほかのレーンへ移動してもよかった──等など々など、問題点が明らかにされていく。

　それを岸きし嶺みねは半ば聞き流していた。

　受けた衝撃が大きすぎたのだ。自分だって、このゲームをじっくり勉強すれば、もっとちゃんと戦えるという自負はある。それでも、権ごん田だ原わらのような見事なプレイがいつかできるようになるかと問われれば、とてもイエスとは言えないだろう。

（これが、差なんだろうか）

　腕の差、才能の差というものがあるとは思いたくはない。

　ただ、強いていうなら熱意の差か。プロのゲーマーを目指す者と、そうでない者。

　見えない壁のようなものを感じ、岸きし嶺みねは勝利を喜ぶどころではなかった。







[image: ＥＰ・３　先達者たちの人生相談]
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　日曜日。岸きし嶺みねは一人ひとりで街に出ていた。

　珍しく、人と会う約束をしていたためである。

「やあ、待たせたね」

「あ、どうも。今日きようはよろしくお願いします」

　岸きし嶺みねが合流したのは、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》こと権ごん田だ原わらだった。さすがに今日きようばかりは普通の格好だ。黒塗りのコートは着ておらず、カツラもサングラスもない。

「とりあえずその辺のファミレスでも入ろうか？」

「はい、お願いします」

　先日のＬｏＬの練習試合。そこに参加する代わり、岸きし嶺みねはあるお願いをしていた。それは、相談に乗って欲しいというものだった。
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　日曜日のファミレスは、食事時でもないのにどこも混んでいた。それでもどうにか空席を見つけ、席を確保する。

「そういえば手伝てつだってもらったお礼を言い忘れてたね。おかげでどうにか妹の部ともいい練習試合ができたよ」

「いえ、ゲームを一度やっただけですし、大したことじゃありません。僕の方こそ練習になりましたし」

　自分は接待プレイをしてもらっただけ、という自覚は岸きし嶺みねにもあった。礼を言われるようなことはなに一つしていないのだ。参加する代わりに相談に乗ってください──という提案をしたことに後ろめたささえ感じていたほどである。

「それで、僕に相談したいことがあるって話だったね？」

「はい、そうなんです。実は今、将来どうしようかと考えてまして」

「へえ。そうか、今高校三年生だっけ？　そりゃ悩まないより悩んだ方がいいね。とりあえず進学かい？」

「はい、とりあえず進学はしようと。ただ、進学するにしてもその後どうしようかと思ってまして。可能ならゲームに関連した仕事には就きたいと思ってはいるんですが。あ、プロを目指してる権ごん田だ原わらさんの前で『とりあえず』ばっかりで恐縮ですけど」

「いやいや、『とりあえず』とか『なんとなく』だってそう悪いものじゃない、何事もとっかかりはそんなもんだよ。もちろん『絶対なってやる』って言って成功する人もいるだろうけど、適当に目指した結果、うまくいく人だっている。なにがいい方法かなんて、結果論でしか語れないさ」

「そう言って頂けると気が楽になります……」

　権ごん田だ原わらはこちらの言葉を一切否定しようとしない。その気遣いがありがたかった。

「じゃあひょっとして、大学卒業したらプロゲーマーなんてことも考えたりしてるのかい？」

「さすがに畏おそれ多いですけど。でも憧あこがれないわけじゃありません」

　自分程度の腕でプロゲーマーを目指せるとは思えない。だが、相談相手に権ごん田だ原わらを選んだように、憧あこがれがないと言えばウソになるだろう。

「ゲーマーだったら当然だよ。好きなゲームをやって飯が食えるわけだからね」

　あくまで権ごん田だ原わらは否定しようとはしなかった。

「ただ、キミがどんな進路を選択しようと一つだけ言っておきたいことがある。人生いつだって逃げ道が大事ってことだよ」

「逃げ道、ですか」

　まったく思いもしなかった考え方だった。

「そう。たとえば僕は今、サラリーマンを辞めてプロゲーマーを目指している。この道を選んだことに、僕が後悔してると思うかい？」

　まさか、と思った。

「そんな、権ごん田だ原わらさんが生半可な覚悟でプロゲーマーを目指すとは思えません。後悔なんて絶対してないと思いますけど」

「いや、メチャクチャ後悔してる真っ最中だよ」

　力強く権ごん田だ原わらは断言して、岸きし嶺みねは呆あつ気けに取とられた。

　そこからの権ごん田だ原わらは、鬼気迫るものさえあった。

「失業手当はまだ出ないし、収入がなくなったから当然貯金は日々減り続けてる。もしここまでやって、『プロになれなかったら』と考えると焦燥感が半はん端ぱないし、親からは『バカやってないで再就職しなさい』と何度言われたか分からないし、昔の友人からは事あるごとに『現実を見ろよ』と言われる始末さ。今、僕の味方なんてゲームが好きな妹ぐらいだよ。しかも、もし仮にうまくいってプロになれたとしても、いつまでやっていけるか分からない。どんなスポーツ選手だって老いには勝てないんだ、ゲームは特にそれが顕著で、ピークは二は十た代ち前後だと言われている。もちろんゲームのジャンルによってはそんなこともないだろうけど、今後毎年のように若いゲーマーがプロになっていくことを考えるとやはり限界は見えてくる。そうなるとだよ、三み十そ路じ近くまでプロゲーマーをやったその後はどうすればいいんだろう？　数年プロゲーマーやって、サラリーマンの生涯年収とか言われる二、三億ぐらい稼げるならいい、でもまあ無理だろう。じゃあプロゲーマーの実績を基に再就職できるだろうか？　どこか就職口はあるだろうか？　なくはないだろう、ゲーム大会の実況とかユーチューバーとかニコ生配信とかね。でもプロのゲーマーになるのと同じぐらい、プロの実況者や動画配信者になるのも難しいだろう。それにもしもだよ、一〇年後も日本ではまだゲームが子供の遊びだなんて思われていたら、僕は三〇代まで遊び続けていた大人おとなと思われることになる。そうなればもう正社員なんて二度となれないだろうね……なんてね」

　権ごん田だ原わらは一息にしゃべった。ものすごい長い話だった。かつて彼がこれほど長々と話をしたところなど覚えがない。しかも、いちいち切実そうだ。

　いつも余裕ぶった態度を崩さない権田原だが、内心では相当な葛かつ藤とうがあったのだろう。ただでさえ彼は、一人ひとりではなくチームを組んでプロを目指している。リーダー、あるいは発起人、さもなくば仲間を引っ張り出した張本人として、背負っている重圧は相当大きいのだろう。

「だから思ってる。プロゲーマーを目指すにせよ、逃げ道はあった方がよかったって。やっぱり会社を辞めないで二足のわらじを履き続けるべきじゃなかったかなってね」

「背水の陣なんてことわざ通りにはいかないんですかね、やっぱり」

　退路を自ら絶つことで、全力で事に当たる。やり方の一つとして、それもありだと思っていたし、事実、権ごん田だ原わらはそのために会社を辞めてプロゲーマーを目指していたはずなのだ。

「それって絶対やめた方がいい日本の悪い因習だと思うよ。僕だって最初はやれ背水の陣だみたいに思ってたんだ。他ほかの道を閉ざすことで、絶対の覚悟を決めようってね。でももうそういう時代じゃないんだよ。終身雇用なんて言葉が当たり前だった時期ならともかくね」

　今日きようは権ごん田だ原わらの自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みが絶えなかった。

「今やどこの会社がいつ潰れたっておかしくないし、転職だって普通のことだよ。大体、背水の陣みたいな精神論が蔓まん延えんした結果、ブラック企業に使い潰される新人なんて問題も出てきたわけだしね。そりゃ一生涯自分を守ってくれるって会社なら喜んで身を捧ささげるけど、現実はそうじゃない。自分の身は自分で守るしかないんだ」

　こんなに力説する権ごん田だ原わらは見たことがなかった。彼が会社をやめ、プロゲーマーを志して数か月、よほどなにか思い至ることがあったらしい。

「だからね、ゲームが好きだからプロゲーマーを目指す。それはそれでいいと思うよ。どんなプロだって最初は好きってところから始まるんだろうし。でも、たとえばマンガが好きで将来名作となるマンガを作りたいと考えたとして、道は別にマンガ家になることだけじゃないだろう？」

「たとえば出版社の名編集者を目指す、とかですか？」

「そうだね。それこそ出版社を作るとかでもいいし、出版社や印刷会社に投資する人を目指したっていい。ゲームが好き、だからといってプロゲーマーを目指す以外に道がないわけじゃない。だろう？」

「道は一つじゃないってことですね……」

「そう。たとえばキミも知ってるかもしれないけど、世界ではすでにゲームがただの子供の遊びじゃなく、スポーツとして根付き始めているんだ」

　その概念は聞いたことがあった。ゲームを遊びではなく、競技として、スポーツとして捉とらえる概念だ。

「ｅスポーツ、ですか」

「そう。日本じゃまだまだだけど、世界ではオリンピックの正式種目にしようって本気で活動してる人も大勢いる。ｅスポーツ代表とも言えるようなゲーム、ＬｏＬの日本展開も始まったし、最近じゃオーバーウォッチ辺りも大きな動きを見せている。つまり、これからはｅスポーツを支えていく人なんて需要も出てくるかもしれない」

　ｅスポーツを支える。つまり、

「ゲーム大会を運営する人とかですか？」

「そうだね。大会の運営はもちろんスポンサーだって必要になるだろうし。それに、ゲームの魅力とかゲーム大会の模様を語るライターや実況者の存在だって欠かせないだろう」

「言われてみるとそうですね。ライターですか」

　ゲームの情報は、ゲーム誌やゲーム系情報サイトからもたらされるのがほとんどだ。それを書いているのはライターということになる。確かに、彼らの存在をゲームから切り離すことはできないだろう。

「もう一つ重要な仕事もあるよ。ｅスポーツでよく遊ばれる格ゲーと言えば日本産だ。だけどＬｏＬもオーバーウォッチも洋ゲーだろう？　どうせなら日本産のｅスポーツ向きゲームが登場してくれてもいいなと思わないかい？」

「ああ、分かります。つまりゲームクリエーターってことですね？」

「ああ。キミには以前ゲームのデバッグのバイトを紹介しただろう？　いっそああいうところで働いてみたいと思ったことはないかい？」

「……そうですね。もちろん興味はあります」

　徹夜してデバッグした日々のことを思い出す。ゲーマーに楽しんでもらうため、多くのスタッフが一丸となって一つのゲームを作り出すというあの不思議な達成感や連帯感、一体感といったものに、興味がないわけがなかった。

「キミの働きぶりは結構真ま面じ目めだったって先方にも評判がよくてね。あとは必要な技能さえあれば案外ゲーム業界に就職できるかもよ？」

　嬉うれしい言葉だった。ゲーム業界への就職という言葉に、魅力を感じていないわけではない。

「必要な技能って言うと……プログラミングとか、ＣＧとかですか？」

「うん、まあその辺だろうね。僕は専門じゃないから分からないけど」

　そう言った権ごん田だ原わらだったが、すぐに思いついたように手を叩たたいた。

「あ、でもキミがそっち方面の話を聞きたいなら専門家がいるよ。話聞きたいかい？」

「え!?　それはもちろん聞けるなら是非お願いしたいですけど……」

「いいよ、せっかくだ。呼んであげよう」

　権ごん田だ原わらは携帯を取り出し誰だれかにかけ始めた。わざわざ話をさせるために、誰だれかを呼んでくれようとしているらしい。

「あ、そんな！　そこまでして頂かなくても……」

　なんだか急に話が大きくなっているような気がして、慌てて止めに入る。

「大丈夫だよ、どうせこのあと会う予定だったし。キミも人生がかかってることなんだ、こういうときぐらいワガママになるといい」

「そ、そうですかね……？」

　あっさり丸め込まれてしまう岸きし嶺みねだった。

　確かに人生がかかっているのだ。本音を言えば、いくらでも話を聞きたかった。




　　　　　　　　　　２




　権ごん田だ原わらが呼び出したのは、意外な人物だった。彼のチームメンバーの二人ふたりだったのだ。

「あらためて紹介しよう。キミもご存じの我がチームの年長者、ロートリスト。それから元ＩＴ土方ことプログラマーの《勝利狂いマツド・ドラツガー》だ」

「おい、もうちょっとマシな紹介ねえのかよ!?」

　久しぶりに直接会った《勝利狂いマツド・ドラツガー》の最初のセリフはそれだった。

「いいんじゃないのか？　なにも間違ったことは言ってないだろう」

　ロートリストが即座になだめに入る。

「いやそりゃそうだけどな！　もうちょっとなにかカッコイイ紹介とかあるだろ」

「なにを今更。ＩＴ土方って昔おまえと初めて会ったとき、自分で名乗ってた肩書きだろ。それよりどうした、権ごん田だ原わら。約束は六時からのはずなのに、急に呼び出して。それに、岸きし嶺みね君までいるとは」

　ロートリストは年長者だけあって話の進め方も早かった。

「あ、どうも。先日はＬｏＬでお世話になりまして」

　とりあえずそんな挨あい拶さつしか思いつかない。

「いや、二人ふたりとも呼び出してすまなかったね。二人ふたりに来てもらったのには理由があるんだ。岸きし嶺みね君から、将来ゲーム関係の仕事に就きたいって相談を受けてね」

「ほう」と、《勝利狂いマツド・ドラツガー》の顔に興味が浮かんだ。「なるほど、それで俺おれを呼んだわけか。ゲーム関係ってえと、やっぱりゲームクリエイターってわけか？」

「そういうことだね。というわけで岸きし嶺みね君、《勝利狂いマツド・ドラツガー》になんでも聞くといい。彼こそまさに元ゲームプログラマーだからね」

「そうなんですか!?　あれ、元ＩＴ土方だったんじゃ……」

「いや、最初はゲームプログラマーだったんだな。その後転職してＩＴ土方になったんだ。ってやっぱり自分で言っちまうな、ＩＴ土方って」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに自分にツッコミを入れ始める。

「はあ、とにかくありがとうございます。ところでその、ここでも《勝利狂いマツド・ドラツガー》さんとお呼びしていいんでしょうか？」

「マジマジと聞かないでくれ、ちょっと照れるから。まあ構わねえよ、俺おれもプロゲーマーを目指してるんだ、名前を覚えてもらうに越したこともないしな。もう三み十そ路じ過ぎても四〇になっても、結婚して子供ができても《勝利狂いマツド・ドラツガー》で通す覚悟はしてる」

「当然だね。それでこそ僕のチームメイトだ」

　同じようなゲーマーネームを持つ《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》は、うんうんと深く頷うなずいた。

「あ、俺おれはここでロートリストと呼ばれるのは恥ずかしいから亀かめ島じまと呼んでくれ」

　ロートリストは躊ちゆう躇ちよなく逆のことを言い、《勝利狂いマツド・ドラツガー》は顔をしかめた。

「ロートリスト。そこは仲間としてちょっと空気を読んでくれよ？」

「いや現実とチームは切り分けようぜ？　正直言うとな、会社訪問するときとか、おまえらがいちいち受付に名前の説明するの見るのは辛つらいんだ。真顔で『勝利狂いと書いてマッド・ドラッガーです』とか言うのはな」

「いいじゃねえか！　受付だって絶対忘れねえだろ、そんな名乗り方されれば」

　そう抗弁する《勝利狂いマツド・ドラツガー》だったが、若干恥ずかしそうだった。つくづく、彼らとの会話はどこまで笑っていいのか分からなくなる。

「おいおい、岸きし嶺みね君が蚊か帳やの外だろう、この話は今度にしよう。《勝利狂いマツド・ドラツガー》、ゲームクリエイターになる方法でも話してあげてくれないか」

　うまいこと権ごん田だ原わらが話を変えてくれたので、乗ることにする。

「はい、お願いします。《勝利狂いマツド・ドラツガー》さんは以前ゲーム業界にお務めだったんですね？」

「ああ、三年だか四年ぐらいゲームのプログラマーをやってたことがあってな。それにしてもゲーム業界ねえ、やっぱりゲームに関かかわる仕事がしたいのか？」

「はい。せっかくゲームが好きになりましたし」

「好きこそ物の上手じようずなれ、とか言うしな。ま、悪いことじゃないだろうよ」

　ロートリストが年長者らしいことを言う。

「ゲーム業界行きたいってことならルートは決まってる。専門学校か大学行って、ゲーム会社に雇ってもらえばいい。強いて言うなら、新卒か中途採用かで分かれるぐらいだな」

　専門学校か大学へ行く。それは当然の話なのだろうが、新卒か中途に分かれるというのがよく分からなかった。

「新卒……っていうとごく普通の就職ですよね？　学校を卒業した年に雇ってもらうってことですよね？」

「ああ。新卒ってのはレアものの肩書きなんだぜ？　大学だろうと専門だろうと卒業した年は新卒だ、うまくいきゃいきなり正社員として雇ってもらえる」

「岸きし嶺みね君、当たり前のことのように聞こえるかもしれないけど、いきなり正社員ってすごくありがたいことなんだよ？」

　権ごん田だ原わらは、かつて見たことのないような真顔で言い、岸きし嶺みねは「覚えておきます」と頷うなずくしかなかった。

「新卒採用はいいぞ。会社にもよるが、新人研修もしっかりやってくれるしな。俺おれなんか中途だったから電話の受け答えとか名刺の渡し方とかずっと知らなかったよ」

　電話の受け答えに名刺の渡し方。確かに、新人が教わりそうなことだ。

「問題は、大手なら新卒募集してるが、中小のゲームメーカーだとそうはいかないってことだ。多くは大体中途採用ってことになる」

「中途ねえ。つまり経験がある即戦力を雇うってことだろう？　それはさすがに岸きし嶺みね君みたいな若い人には関係ないんじゃないか？」

　権ごん田だ原わらの話はもっともに聞こえた。

「そりゃ中途採用狙うなら、技術か経験が必要になる。ただ、中途にもアルバイト採用って方法があって、こっちなら新人だろうと可能性はあるぜ？　むしろゲーム業界に入るつもりなら結構有効かもしれん」

「ゲーム会社にアルバイト……ですか。僕もデバッガーのアルバイトやらせてもらいましたけど」

「ああ。デバッガーとかプランナーの手伝てつだいとか、データ打ちとかスクリプト打ちとか、とにかくある程度の技能さえあれば雇ってもらえたりする。あとは働きぶりがよければ正社員へ昇進できることもあるわけだ」

「なるほど。会社側も働きぶりを見てから雇えるってわけですね？」

「そうだ、実際に一緒に働かないと人間性なんて分からないしな。新卒取らないでこの方法で人を雇うゲーム会社も少なくない」

　ありそうな話だ。中小企業が新人を育てる余裕がない、なんて話はよく聞く。つまり一種の試用期間的にアルバイトを雇い、働き具合で正社員にするということだろう。

「なんだかひどい話になりそうだね」と権ごん田だ原わら。「正社員をエサにして延々バイトとしてこき使われるとかもあるんじゃないか？」

「権ごん田だ原わら、おまえ会社の話になると黒くなり過ぎだ」《勝利狂いマツド・ドラツガー》がなだめに入る。「そりゃ中には数年以上アルバイトしないと正社員にしてくれないってところもあるがな」

「ひ、ひどくないですかそれ。非正規雇用問題ってヤツですよね？」

　ニュースでよく聞いた話だ。派遣社員や契約社員やアルバイト。会社側が正社員として雇わないで人件費を安くしようとした結果、多くの人が不安定な生活を送っているという社会問題だ。

　だが《勝利狂いマツド・ドラツガー》は首を振って否定した。

「いやいや、そりゃピンキリだよ。中には不届きな会社もあるだろうが、オレがいた会社なんてバイトも三か月で正社員にしてたしな。それにな、聞いたことないか？　会社側からすると正社員一人ひとり雇うには、支払う給料の倍の金がかかるって」

　高校生の身としては、聞いたことがなかった。

「ええと、つまり給料が二〇万だとすると、さらに会社側は二〇万ぐらい払う必要があるってことですか？」

「ああ、それはあるな」とロートリスト。「正社員ってのは法律で権利が手厚く守られてて、福利厚生もしっかりしなきゃならない。それに正社員が働く職場環境を整えるにも金がかかる。パソコンに机、椅い子す、光熱費とかな」

「それを全部含めると、給料の倍のお金がかかるってことですか」

「そういうこった」と《勝利狂いマツド・ドラツガー》は肩をすくめた。「しかも正社員にすると、法律でそう簡単にクビにできなくなる。利益を上げて一番得するのは会社だが、赤字出して一番損するのも会社だからな、そりゃ正社員雇うにも慎重になるだろうよ」

「とか言って社員より利益優先になった会社なんて、大体ブラックなわけなんだけどね」

「おまえは会社のことになると本当に厳しいな!?　いや否定し切れないが」

　権ごん田だ原わらにロートリストが即座に突っ込む。年長ということもあって、ロートリストがなだめ役や突っ込み役になることが多いらしい。

「とにかくだ」《勝利狂いマツド・ドラツガー》が話題を戻した。「どこの会社だっていい人材探してることだけは間違いない。会社に重用されるなら、新卒だろうがアルバイト採用だろうが到達点は同じようなもんだ」

「結局、新卒も中途も一長一短あるってことですね。でも雇ってもらえるなら新卒で入社する方が安定してるってことでしょうか」

「そりゃ間違いない。ただ、新卒ルートを狙うなら学歴も重要になってくることがあるからな。結構いい大学を卒業した方がやっぱり有利にはなるぞ」

「出たよ、学歴主義か。ゲーム業界でもそんな言葉が通用するんだね」

　また権ごん田だ原わらの辛口の一言が入り、

「まあそこはしょうがないだろ」とロートリストがなだめに入る。「なんの実績もない学生を雇うんだ、企業からすれば学歴ぐらいしか見るところがないわけだからな」

「ま、それでも学歴についてはゲーム業界じゃあんまり重視されないから安心してくれ。学歴がいいからっていいゲームが作れるわけじゃないってことはみんな知ってる。だから一部上場の有名ゲーム会社だって専門学校の新卒を普通に雇ったりするからな」

「でもこの場合あれだろう？　専門学校ってゲームクリエイター養成専門学校ってことだよね？」

　権ごん田だ原わらの言葉に、《勝利狂いマツド・ドラツガー》は頷うなずいた。

「ああ、それだ。ゲーム専門学校、ゲー専とか呼ばれてるな」

「出たよゲーム専門学校。あれ大丈夫なのかい？　結構嫌なウワサも聞くけど」

「鈴すず木きみそのマンガが拡散してるせいだな。そりゃ悪名高いところもある。カリキュラムも適当で、生徒から高い金巻き上げるのだけが目的じゃないかってところがな。専門学校って言えば金かかるのが当たり前みたいな雰囲気があるから、授業料高くても不思議に思われたりしないしな」

「悪質じゃないですか。そんな学校が許されるんですか？　というかすぐ潰れそうなものですけど」

　岸きし嶺みねからすれば、それは当然の疑問だった。

「いや、世の中には妙な需要があってな。たとえば引ひき籠こもり問題ってずいぶん前からあるだろ？　その親からすれば、どこでもいいから子供を学校に送り込こみたいわけさ。すると子供も子供で、『じゃあゲームの専門学校なら行く』なんてケースもあるんだよ。こいつはゲーム専門学校に限ったことじゃないがな」

「ひどい話だね。弱みにつけ込んで商売してるみたいだ」

「おいおい、そう悪いことでもないぞ？　勉強ってのは興味を持ってから学ぶのが一番だ。引ひき籠こもりがゲーム専門学校に入った結果、立派に就職できる例だってあるだろうし」

　またもや辛口な権ごん田だ原わらをロートリストがなだめる。

「ま、そうだな。数学は苦手でも、ゲームプログラミングなら理解できるってヤツだっているしな」

　一番毒っぽい名前の《勝利狂いマツド・ドラツガー》の方が、権ごん田だ原わらよりかなり大人おとなしい考え方をしているようにさえ見える。

「ただ、これだけは覚えとけ。ゲームってのは個人じゃ作れない。必ずチームで動くんだ」

「分かります。プログラマーにしろグラフィッカーにしろ、何十人といるんでしょうし」

「そうだ。だからどうしても他人とのコミュニケーション能力が必要になる。そうなるとたとえば引ひき籠こもりってのは結局不利になりがちだな。ま、これは大卒にも言えることだ。どんな一流大学を卒業してたってコミュニケーションが取れなきゃゲーム業界じゃ働けない。おまえ、そこは大丈夫なのか？」

「た、多少不安はありますけど」

　即座にイエスと答えられなかった。

「ええと、結局ゲーム専門学校って選択肢はあまり良くないってことでしょうか？」

「いや、そんなことはない。どうも悪評の方ばっかり有名になりがちだがな、ゲーム業界でも、『あのゲーム専門学校の卒業生だけは採用していい』って考えるところも結構あるんだぜ。ようするに学校による差も大きいってことさ」

「そ、それすごい差ですね。どうやったらいい学校とダメな学校の差って見分けられるんですか？」

「そりゃ断言はできないな。昔良くても今ダメとかあるだろうし、結局本人のやる気次第だ。ただまあ、一つあげるなら実績だろうな。有名な新人向けゲームコンテストとかでどれぐらい賞取ってるかとか」

「実績ですか……」

　確かにそれは分かりやすい指標だ。もしゲーム専門学校を進路の一つとするなら、よく調べてみようと心に決める。

「ただまあ、ゲーム業界目指すなら大学行く方を勧めるけどな、俺おれは」

「そうなんですか？　当然なにか理由があるんですよね？」

「ああ。ぶっちゃけな、楽なのは間違いなく専門学校なんだよ。なにせ大学受験ないし、周りの連中もみんなゲーム好きだろうし。授業だって、ゲームに関連したことばっかりなら楽しいだろ。結局、本人が興味持てた方が勉強も身につくだろうしな」

　それは確かに魅力の一つに見える気がした。大学へ行ってもゲーム好きな友人が見つかるかは分からないが、その点、ゲーム専門学校なら誰だれとゲームの話をしたって盛り上がりそうなものだ。どんな環境だろうと、同好の士しは多いに越したことはない。

「けどな、ゲーム業界に就職するのはなんだかんだで難しい。考えれば分かることだ、中小の会社からすれば毎年定期的に新卒を取る必要もないしな」

「そうだな。新卒育てるより、いい技術持ったベテラン雇い続けた方がいいしな。どこの業種にも言えることだが」

　ロートリストが同意する。

「もちろん人材育成しないと先細りするし、技術の継承もできないから新人育てる必要も出てくるわけだが、どうしても数は少なくなる。なにが言いたいかって言うとな、どんな優秀な人間でも、ゲーム業界に入れないときはあるってことだ。だから大学にしろゲーム専門学校にしろ、ゲーム業界入れなかったときのことを考えるべきってことさ」

「ようするにゲー専卒業だと潰つぶしが利かないってわけだね？」

　と、権ごん田だ原わら。

「そういうことだ。その点、大卒の資格があれば多少就職の道も広がるだろうし」

　はからずも、《勝利狂いマツド・ドラツガー》も権ごん田だ原わらと同じことを言っていたわけである。すなわち、逃げ道の確保だ。

「ただ、ゲームにこだわらなければプログラマーの需要は結構あるからな。ゲーム専門学校に行ったってキッチリ技術さえ習得すれば人生どうにかなるもんだ」

「結局は本人のやる気と才能次第ってところですか……」

「才能？　違うな、才能が必要なら俺おれもプログラマーなんてやれてない。必要なのは適性だな」

「お、いいこと言うね。才能なんて実在するかも分からないような都合のいい言葉だよ。でも適性は絶対にあるからね。厄介なのは、やってみないと分からないってことだけど」

　プロゲーマーを目指す権ごん田だ原わらが言うと重みがある。

「すいません、変なこと聞きますけど、権ごん田だ原わらさんはご自分にゲームの適性はあっても才能なんてないって考えてるんですか？」

「うん、才能があるならもっとボロ勝ちしてると思うんだよね。勝率が五割よりいいから適性はあると思うんだけど。もちろん周りの人をガッカリさせたりはできないから自分に才能がないなんて絶対公言はしないけどね」

「それ大事だな」とロートリスト。「ゲーマーだろうとなんだろうと、プロってのは才能持った特殊な存在じゃないと子供が憧あこがれないしな」

「さすが子持ちは言うことが違うね。じゃあついでだし、ゲーム関係と言えばライター関係の話も聞いてみるかい？」

「え。それはもう聞けるなら聞いてみたいですけど。でもまた別の人をわざわざ呼んでもらうのも申し訳ないというか……」

「それなら大丈夫だよ。元ライターならすでにここに来てるから」

「え」

　岸きし嶺みねは集まっているメンバーを見た。権ごん田だ原わらは元営業マンと聞いたことがある。《勝利狂いマツド・ドラツガー》は元プログラマー。職業不詳の人と言えば、もう一人ひとりしかいない。

「え、ロートリストさんですか!?」

「おい、その名前で呼ぶなって。亀かめ島じまって呼んでくれ」

「あ、すいません。すっかりロートリストって覚えちゃって」

「ロートリスト、諦あきらめが悪いぞ」

《勝利狂いマツド・ドラツガー》がバンバンとロートリストの肩を叩たたいた。

「俺おれたちだってゲーマーネーム堂々と名乗ってんだ。おまえも諦あきらめてロートリストになれ」

「嫌だよ恥ずかしいだろ」

　仲間への配慮など微み塵じんもなくロートリストは言った。ゲーマーにも本当に様々な性格の人がいるらしい。

「と、とにかくだ。岸きし嶺みね君、彼は元ゲームライターで、今もゲーム系情報サイトの運営者なんだよ。どちらかというとブロガーという方が正しいのかもしれないけど」

「え、そうなんですか。ゲーム系の……」

　まじまじとロートリストの顔を見つめる。

　ロートリストこと亀かめ島じまは、少し嫌そうな顔をしていた。

「おいおい、変な想像するなよ？　どうせあれだろ。ゲームのついでに右翼とか左翼ネタ扱ってアクセス数稼いでアフィリエイトで儲もうけてるみたいなのを想像してるんだろ？」

「い、いえ、そんなことありませんよ」

　それは偽りない本音である。だがロートリストは少しすねたようにぼやき始めた。

「そりゃアフィリエイトで稼いでるのは否定しないけどな。アフィリエイトっつって金稼ぎ＝悪みたいな考え方するのはやめとけよ、社会に出たら子供扱いされるからな。大体、広告やら宣伝で稼いでる媒体なんていくらでもあるだろ？　ＴＶだってそうだ」

「そりゃそうだね」と権ごん田だ原わら。「お金を稼ぐこと＝悪なんて考え方は、まあ最近じゃたしなめられる話になってきたよね」

「大体、もう日常生活とネットは切り離せないからな。ゲームの情報を見る手段としてウェブ媒体が確立した以上、ゲーム系情報サイトだって必要さ」

　なんとなく言いたいことは分かる。ゲームの最新情報や攻略情報など、もうウェブで調べるのは常識だ。ただ、どうしても聞かずにはいられない疑問もあった。

「あの、ゲーム系情報サイトって言うのはやっぱりゲームニュースとかをずっと流すわけですよね？　それで生活できるぐらい稼げるものなんですか？」

「まあやり方によるな。たとえばゲーム情報サイトっつったって種類は様々で、儲もうけ方も様々だ。最終的にはやり方次第だな」

「色々あるって言うけどさ。二つぐらいしかなくないか？　ニュース流すヤツと、攻略情報扱うヤツ」

《勝利狂いマツド・ドラツガー》の言葉に岸きし嶺みねも内心で同意する。確かにニュースと攻略情報以外にゲームの記事があるとは思えない。

「まあそうなんだが、なんていうかな、ちょっと作り方が違うな。現状、ゲーム系サイトには三つぐらい主流パターンがある。ニュース系、自動収集系、攻略系と言えばいいか」

「ニュース系ってのは、よくあるゲームブログのことかい？」

　聞かずにいられなかったのか、権ごん田だ原わらも口を挟む。

「そうだな。個人であっちこっちからゲームに関するニュースを収集してまとめてる系のブログもあるが、電撃オンラインとか４Ｇａｍｅｒとか、大手が運営してるところもこれに含まれるな」

「へえ。じゃあ自動収集系って言うのは？」

「たとえばＡって名前の有名なゲームがあるとする。するとＡというゲームに関連した２ちゃんとかツイッターとかで話題になってる書き込みを、自動的に収集して記事にする系だな」

「ようは２ちゃんまとめサイトみたいなのか」と権ごん田だ原わら。「ゲームに限らず一時期よく見たね」

「ああ、その手のサイトも結構需要あるんだよ。なんでもいいから特定のゲームについての情報を知りたいって人は結構いるからな。それに話題になってる書き込みを転載するだけだから、運営する側も手間がかからない。形が決まってるから、初心者が始めるのも簡単で間口も広いし、当然ながら更新頻度も多くなるってわけだ」

　自動的に収集した書き込みを転載。それなら確かに初心者でも簡単だろう。需要は少ないかもしれないが、この際ゼロでなければやる意味はあるのだろう。

「ただな、ようするに他人の書き込みで勝手にサイト作ってるわけだから嫌ってる人も多い」

「一時期問題になったね。２ちゃんねるに転載禁止を言い渡されたサイトとかもあったっけ」

「ま、悪評があろうと結局需要があるし、供給も簡単だからな。今後もなくなることはないだろう」

「色々あるんですね……。じゃあ三つ目の、攻略系って言うのは？　ようするにネットによくあるゲームの攻略情報サイトってことですよね？」

「そうだな、まさに攻略Ｗｉｋｉみたいなもんだ。今やどんなゲームも発売日当日には攻略ｗｉｋｉサイトができて山ほど攻略情報が載るのは知ってるな？」

「ええ、それはまあ」

　今や電撃オンラインといった、公式の攻略Ｗｉｋｉサイトも存在するほどだ。

「ま、Ｗｉｋｉっつーと誰だれでも編集できるイメージなんだが、最近は一人ひとりの管理人が全部の記事書いたりしてるんだけどな」

「もうＷｉｋｉでもなんでもないね、それ」

「ただまあ、熱心な管理人がいるようなところはすごいぞ？　一つのゲームタイトルについて、これでもかってぐらい攻略情報が載ってたりな。で、そのゲームに関連した広告を載せたりする。まったく関係ない商品とかアダルトサイトへのリンクをゴテゴテ貼ってりゃ反感も買うが、同じゲームに関連した広告を載せるぐらいだったら文句言うヤツもいないからな」

「言われてみると、最近個人が運営してるっぽい攻略Ｗｉｋｉサイトはよく見かけるようになったよね」と権ごん田だ原わら。「でもあれって儲もうかるのかい？　一つのゲームに特化したサイトって、そのゲームの人気によってはあっという間に廃れそうだけど」

「そう、だからその手のサイトは一発勝負っつーかギャンブル的なところもある。このゲームなら人気が出そう、攻略情報に需要ありそうってゲームに目をつけておいて、発売前からドメイン名取得するとかサイトをあらかじめ作っておくとか当たり前だ」

「ゲーム発売の陰でそんな競争があったんですね……」

　何気なく利用しているゲーム攻略サイトも、裏側ではまったく予想だにしない争いが発生しているようだった。

「ってわけでサイトの種類はニュース系・自動収集系・攻略系の三つぐらいだが、さらにここからどれぐらい金を稼ぐかってポイントで３パターンぐらいに分かれる。簡単に言うとだ、金のためならなんでもやるあくどいヤツと、えげつないヤツと、真ま面じ目めなヤツだ」

「そんなに色々あるのか」と《勝利狂いマツド・ドラツガー》。「ってか、あくどいのとえげつないのってどう違うんだ？」

「あくどいヤツは明白だ。アダルトサイトとか出会い系サイトの広告バリバリ出してるところとかだな。特にクリック課金型広告ってのがあってな。分かるか？」

「ああ、サイトを訪れた人がバナーをクリックするだけでサイト運営者にお金が入るってヤツだね？」

　権ごん田だ原わらの回答にロートリストは頷うなずく。

「そうそう。そのバナーをミスクリックしやすそうな場所に貼りまくるとかな。あと最近スマホでウェブ見るヤツも多い。ミスタッチしそうな場所に広告貼りまくるヤツもいる。で、ワンクリック詐欺に誘導したりとか、それこそウイルス感染させられることだってあるからな。リンク先の安全性なんて考えもしないし、それどころか自分が運営してる悪質なアダルトサイトへリンクやってるヤツもいるぐらいだ」

「それはあくどいね。そもそもゲームサイトからアダルトサイトに結びつけるだけでも罪深い話だよ」

「他ほかにも『登録したらポイントプレゼント』とか言ってるのも結構危ないな。中にはまともなところもあるが、実際にポイント交換するにはものすごい量の買い物が必要だったり、法律的に問題なくてもゲーム内規約に違反してたりとかは結構あるんだよ」

「なるほど、あくどいって言うのも分かるね。じゃあえげつないサイトってのは？」

「えげつないヤツは、あれだな。サイトのアクセス数をとにかく稼ぐために、センセーショナルな記事とかタイトルとかつけまくる系だな」

「ああ、そっちはよく見かけるヤツだね」

　妙に納得したように頷うなずく権ごん田だ原わらだった。

「あの。それってあくどいサイトとは違うんですか？」

「あくどいのは本当に詐欺っぽい、文字通りあくどいんだよ。ただセンセーショナルな記事でアクセス数稼ぐ系は、必ずしも悪いことばかりじゃない。たとえばあるゲームの評判が良かったとするだろ？　ゲーム作ってる側からすれば、とにかくその情報を多くの人に見てもらいたいだろ。そういうとき、役に立つのはアクセス数が多いサイトだからな。ぶっちゃけどこかの大手新聞だって似たようなことやってるだろ？」

「言われてみると、新聞こそ右系左系の記事大好きだもんね」

　権ごん田だ原わらは一人ひとり納得したようにうんうん頷うなずいていた。

「ま、センセーショナルな記事タイトルにした結果、デマを蔓まん延えんさせたりするのは言語道断だがな」

「じゃあ一番真ま面じ目めなパターンって言うのは……？」

　岸きし嶺みねが問いかけると、ロートリストこと亀かめ島じまはよくぞ聞いてくれたと言わんばかりにしゃべり始めた。

「簡単だ。広告は貼るにしても、必要なものだけに抑えるパターンだな。ゲームサイトでゲームに関連した広告しか貼らないなら、反感を持たれることも少ない。特に最近はゲームでもフィギュアとか舞台とか、知らないうちに展開されてる関連商品も少なくないからな。広告を見る方にも役立つなら、誰だれも損しないだろ？」

「そりゃあそうですよね……」

　自分が興味のない広告をゴテゴテ貼られても確かに邪魔なだけだ。だが、自分が興味のあるゲームに関連した広告なら、貼ってくれた方がありがたいこともあるだろう。特定のゲームが好きな人に、「それならこういう関連商品が出ますよ」と宣伝したとして、怒る人がいるようにも思えない。

「ぶっちゃけな、稼ぎたいだけなら自動収集系サイトをあくどく作るのが一番なんだよ。アダルトやら出会い系やらの広告バリバリ貼ってな。見る側からすれば邪魔だし、個人的には嫌いだがな」

「あれ好きな人そういないと思うけど」

「とはいえ更新頻度が半はん端ぱない上に、手間がかからないからな。なんでもいいから情報を集めたいヤツ向けとか、需要がある以上、今後もなくならないだろ」

「そうだね。ウェブサイトはまず更新頻度が高くないと意味ないだろうし」

「一つのゲームに特化した攻略サイトにして、広告も関連商品だけにするのも、実はそう悪くないんだがな。うまくゲームと一緒に発展できればアクセス数も相当いく。特に最近は年単位でやり続けるゲームって増えたからな。逆にゲームに人気が出ないとにっちもさっちもいかなくなるが」

「なるほど、ＬｏＬとかすごい歴史ですもんね……」

　ＬｏＬは、もう五、六年単位でプレイされ続けているのだ。

「ま、そういうわけで目的をどこに設定するかでやり方は結構あるんだよ。ネットで叩たたかれようが金を稼ぎたいのか、それとも金稼ぎより趣味としてやるのか。ただな、いずれにせよ一つだけ重要な能力がある。なんだと思う？」

「え？」

　突然の問いかけだったが、岸きし嶺みねはどうにか答えを考え出した。

「やっぱりセンスとかですかね？　自分でサイト作る必要があるわけですし」

「違うな、根気だ。サイトの立ち上げ当初なんてのは間違いなくアクセス数も少ないし、反応もない。この間はキツイぞ。暖簾のれんに腕押し、糠ぬかに釘くぎだよ。自分が一体なんのため、誰だれのためにサイト更新してるのかさっぱり分からんからな」

「なんにでも言えそうな話だね。ネットにアップしたイラストにしろ動画にしろ、期待通りの反応があることなんてまずないだろうし」

「そういうことだ。批判されるより無関心が一番辛つらいなんてよく聞く話だからな」

「どこにでも苦労することはあるんですね……」

　みんなに見てもらいたい、あるいは楽しんでもらいたい。自分の作ったものを公の場に公開するからには、なんらかの動機も当然あるだろう。しかし反応すらないとなれば、確かに心も折れそうなものだ。根気が必要というのはもっともだ。

「さて、まあこんなところかな」

　話が一段落したのを見計らって、権ごん田だ原わらは締めくくるように言った。

「これでゲーム業界に関かかわりありそうな業種の話も結構したわけだけど、参考になったかな？」

「あ、はい。ありがとうございました。おかげで興味深い話が色々聞けました」

「それはよかった。まあ僕たちの結論は結局アレだね、どこへ行くにしても覚悟がいるけど、一方で逃げ道もあった方がいいってことだね」

「間違いない。なんであれ専門スキルの必要な職業を目指すってのは、それなりに覚悟がいるわけだ。おまけに自分に適性があるかはやってみないと分からないしな」

　ロートリストが綺き麗れいにまとめ、《勝利狂いマツド・ドラツガー》が頷うなずいた。

「ま、専門職ってのはある程度経験さえ積めれば自然に逃げ道もできるんだがな。たとえばゲームプログラミングを長年やってましたって実績があるなら、雇ってくれるところはある。そこがブラックかどうかは別としてな」

「そう考えると、むしろ今問題なのは僕の逃げ道がないってことなんだよね……」

　深刻な疑問を呈したのは権ごん田だ原わらである。

「結局今も、退路を塞ぐ形でプロゲーマー目指してるからね……。なにかないかな、僕の逃げ道って。もう営業には戻りたくないし」

「難しいな」真ま面じ目めな顔をして《勝利狂いマツド・ドラツガー》は腕組みする。「プロゲーマーになりさえすれば、多少なりとも人脈を築くとかできそうなんだが。その後、ライターかブロガーにでもなって昔の経験と人脈から記事作って配信、とかの道もありそうだが」

「そうか、そういう方法もあるね。プロゲーマーになりさえすればだけど」

　と、そこまで言ったところで権ごん田だ原わらは慌てたように岸きし嶺みねに向き直った。

「ああごめんごめん、キミの進路相談だったのにすっかり話がズレちゃったよ」

「いえ、大丈夫です。正直、この会話も参考になります……」

　それはウソ偽りない岸きし嶺みねの本音だった。まさに今、ゲーム関連の仕事に就いた人の人生の歩み方が示されているのだから。
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　受験や進路といった話題が日に日に大きくなっていることを、岸きし嶺みねは実感していた。

　伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの多くの生徒は受験戦争とは無縁だ。それでも自分の夢を叶かなえるため、あえて試験のある大学へ行く生徒がいないわけではない。テレビなどでも、全国の学生が受験の準備で大変といったニュースが頻繁に流れている。

　そんな世間の空気に多少影響を受けたのだろうか、

「さて、もう十一月も終わりです。今年ことしも残すはあとひと月となりました」

　その日、六時限目の授業を受け持った歴史の女性教師が、珍しくそんな話を切り出した。

「十二月なんて休みが多い月ですから、いよいよ過ぎるのもあっという間でしょう。わたしが皆みなさんに歴史を教えるのは、過去を学ぶことで自分のルーツを知り、それを将来に役立てて欲しいからです。ただ一方で高校生の今だからこそ考えられること、感じることもあるはずです。皆みなさんが高校生でいられるのはあと数か月だけですから、どうか悔いのないように、かといって伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの生徒として、決してハメを外し過ぎたりしないようにしてください」

　その手の話をしたがるのは、この時期の教師には珍しいことではないのかもしれない。ただ、岸きし嶺みねは妙に感銘を受けた。

　高校生でいられる時間は、もうあと数か月しかない。さらに言えば、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶが本格的に活動できる期間は、その半分ぐらいしかないだろう。大学への出願期間も残りわずかだ。この間に、将来への道を決めなければならない。

　歴史の教師は言った。過去から学び、自分のルーツを知り、将来へ役立てて欲しいと。わりと素直な性格である岸きし嶺みねは、部室へ向かう道すがら考え込んだ。この学園へ来て自分がなにを学び、どんな影響を受けたかと。

（って、全部が部活絡がらみだよね）

　勉強ならこの学園に通っていなくてもやっていただろう。だが現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶという部活動は、この学園へ来たからこそできたことだ。ゲームの楽しさはもちろんとして、仲間と力を合わせることの楽しさを、恐らくは人生で初めて知った。

　他人から見れば、所しよ詮せんゲームと笑われるかもしれない。だが、当事者である岸きし嶺みねからすればまったく別の意見だった。たかがゲームかもしれない。されどゲームなのだと。

　少しずつ、自分が将来やりたいことが分かってきたような気がした。

「こんにち……あれ？」

　考え込んでいるうちに部室へとたどり着つくが、まだ誰だれもいなかった。珍しいことでもない、そういうときもあるだろう。

　ただ、いつも誰だれかがいる部室に誰だれもいないことには、妙なもの悲しさがあった。

　ふと誰だれもいない部室を見回す。ここで気の合う仲間たちと何度もゲームをした。楽しかった。本当にそう思う。ゲームという媒体あってこその出会いだが、決してそれだけでもないだろう。仲間と一緒になにかをするという行為が楽しかったのだろう。

　だが、ここにいられる時間も、残りわずかなのだ。

「岸きし嶺みね、もう来てたのか」

　背後に誰かがやってきた気け配はいがした。天てん道どうだ。この部に岸きし嶺みねを引き込んだ張本人でもある。

「どうした？　なにかぼーっとしていたように見えたが」

「ああ、その。この部室へ来るのも、もう限られた回数だと思うと、ちょっと感慨深くて」

「そうか。言われてみればそうだな。もう卒業も決して遠くないからな」

　天てん道どうも岸きし嶺みねに並び、部室を見回した。

「僕が入部したの四月からだからまだ半年ちょっとですけど……思えば、いろんなゲームをしてきましたね」

「どうした、過去を振り返るとは珍しいな？」

　確かに唐突過ぎたかもしれない。少し照れながら、岸きし嶺みねは教師の話をした。

「さっき授業で先生がそんな話をしたもんですから。過去から学んで自分のルーツを知り、将来へ役立てるように……みたいな話を」

「ああ、高たか野の先生か。毎年恒例らしいな」

　天てん道どうは苦笑しつつも、話につき合ってくれるように岸嶺と向かい合う形で椅子に腰掛けた。

「そうだな。すぐには数え切れないぐらいのゲームをプレイしてきたな」

「そういえば初めて僕にゲームをプレイさせたのも部長でしたね。アンチャーテッドでしたっけ」

「うん、あれはいいゲームだったな」

　アンチャーテッドは今やプレイステーションを代表するシリーズの一つだ。常に時代の最先端を行くグラフィックで美麗に描かれた冒険の旅は、次になにが起こるかまったく分からず、まさに冒険アドベンチヤーだった。

「岸きし嶺みね、考えてみるとキミは幸運だぞ。初めてプレイしたゲームがアンチャーテッドだなんてな」

「まったくです。でもよく考えたら次にプレイしたのスペランカーですよ僕。しかもファミコン版の」

　思い出したのか、天てん道どうの顔に笑みが浮かんだ。

「そういえばそうだったな。ＰＳ３の次にファミコンか、冷静に考えるともの凄すごい差があったな。まあいいじゃないか、アンチャーテッドもスペランカーも同じ冒険ものだし」

「そのくくり方は強引……でもありませんね、よく考えたら」

　自分たちが生まれるよりも前に発売されたという、伝説的なゲーム、スペランカー。スペランカーという単語には、〝洞どう窟くつ探たん検けん家か〟という意味があるらしい。そういう意味では確かにアンチャーテッドと同じ冒険モノと言えるのかもしれない。

　さすがに当時の最新ゲームであるアンチャーテッドをプレイした後で、ファミコンのゲームをプレイさせられた衝撃は結構大きかった気がする。ただその一方で、アンチャーテッドにしろスペランカーにしろ、ゲームとして面おも白しろいことは間違いなかった。ふと考えるとスペランカーの主人公は高いところから落ちるとすぐ死ぬが、考えてみればアンチャーテッドの主人公も似たようなものだ。

「そういえば、スペランカーの次にプレイしたのがギアーズ・オブ・ウォーだったな」

　天てん道どうは言いながらすでに苦笑していた。

「つくづく新旧の落差が激しいな。ファミコンの２Ｄアクションゲームの次に、現代ゲームの象徴とも言えるＴＰＳをやらせたのか。我ながらさすがに無む茶ちやだったか？」

「そんなことないですよ。ギアーズ・オブ・ウォーも名作でしたし」

　すでに名作シリーズとして全世界に定着した、ギアーズ・オブ・ウォー。物陰に隠れての銃撃戦を、見事にゲーム上で再現したカバーリングアクションが特徴的なＴＰＳだった。ＣＯＯＰモードと対人戦の両方で、あれだけ評価の高いゲームもそうないだろう。

「よく考えたら僕がゲーム大会に出たのもギアーズ・オブ・ウォーが最初でしたね……」

「そうだったな。思い出したぞ、そういえば初めて出た大会で泣いていたな、キミは」

「すいません、それは忘れてください……」

　思い出したくないことを思い出してしまう。初めて出たゲーム大会で、岸きし嶺みねは派手に負けた。それが悔しくて、人目も憚はばからず泣いてしまったのだ。

「いや、なにも恥ずかしがることはないだろう。練習したゲームで負ければ悔しいのは当然だ。悔しさこそがゲーマーを強くするんだからな」

　背中がかゆくなりそうなことを平気で言う天てん道どうだった。この辺り、初めて出会ったときからまったく変わっていない。

「そういえば、あの頃ころはＦＰＳやＴＰＳばかりやっていたな。ギアーズ・オブ・ウォーに始まり、ロストプラネット２、ホームフロント、それからＨａｌｏ：Ｒｅａｃｈか」

「ああ、確かにシューターゲーム続きでしたね。そういえば杉すぎ鹿しかが入部したのもその頃ころでしたっけ」

「なによ、あたしがどうしたって？」

　ウワサをすれば影──というよりは部活開始時間とたまたま被かぶっただけだろう。部室にやってきたのは当の本人、杉すぎ鹿しかだった。

「いやその、なんか昔の話になってて。杉すぎ鹿しかが入部したときのことを思い出してたんだよ」

　なぜか杉すぎ鹿しかは恨みがましい目つきになって睨みつけてくる。

「ああ、あれね。覚えてる？　あんた瀬せ名な先生と一緒になってあたしを無む理り矢や理りこの部室に連れ込んだのよ？」

「そ、そうだったっけ……？」

　言われてみると、確かに瀬せ名な先生主導のもと、杉すぎ鹿しかを袋詰めにして部室に連れ込んだような覚えがあった。冷静に考え直すと犯罪である。

「ま、いいけどね。おかげでずっとあんたを脅すネタになりそうだし」

「お、お手柔らかに……」

　間違いなくずっとネタにされそうだった。

「おまけにあたしを連れてきてなにするかと思ったら、ゲームだったもんね。このお嬢さま学校でそんな展開になるなんて思いもしなかったわよ」

「まあ杉すぎ鹿しか、その辺で勘弁してやってくれ。おかげで杉すぎ鹿しかも学校でゲームできるようになったんだからな」

「ま、それもそうね。最初にやったのがロストプラネット２だったっけ？　それからホームフロントにＨａｌｏだったわね」

「本当にあの頃ころはＦＰＳメインだったんだなあ」

　時代の流れとも言えるかもしれない。あの当時は、ＨａｌｏやＣＯＤなど、ＦＰＳが世界的に大人気だったのだ。しかも同じジャンルであっても、すべてのゲームにそれぞれの面おも白しろさがあった。画面を埋め尽くすほど強大なモンスター相手に、四人で協力して戦うことの楽しさを教えてくれたロストプラネット２。大規模な戦場に放り込まれ、攻撃ヘリに乗って無双する楽しさを教えてくれたのはホームフロントだ。競技性を極限まで高めたＨａｌｏ：Ｒｅａｃｈの対戦も非常に熱かった。

（そういえば権ごん田だ原わらさんと知り合えたのもＨａｌｏのときだっけ）

　あれは結構複雑な出会いだった。当時、杉すぎ鹿しかの婚約者だか許婚いいなずけとかいう男と、なぜかＨａｌｏで勝負することになった。そのとき敵側のチームに助すけっ人ととして雇われていたのが権ごん田だ原わらだった。あのときは権ごん田だ原わら以外のメンバーが弱かったこともあり、勝負にはかろうじて勝てたが、権ごん田だ原わらの強さは当時から化け物じみていたと今でも思う。

「こんにちはー。あ、皆みなさんおそろいですね」

　と、再び部室に誰だれかが入ってきた。もう一人ひとりの部員、鷹たか三み津つだ。

「そうね、そのあとあんたも入部してきたんだっけね」

「え、なんの話ですか？」

「いや、どうも今日きようは過去を振り返る日になってしまってな。みんなが入部したときの話をしていたところだったんだ」

　なにかを思い出したように、鷹たか三み津つは少しだけ悲しそうな表情をした。

「……そうですね。もうこのメンバーで部活できる日もあまりありませんし、過去を振り返る時期になってしまったんですね」

「キミには申し訳ないことをしてしまったな」

　と天てん道どうが切り出した。

「一、二年生の新入部員を集め損なったことだけはわたしも心残りだったんだ……」

　忘れかけていたことを思い出す。鷹たか三み津つは年齢こそ一緒だが、まだ二年生。つまり、来年この部室は彼女一人ひとりだけとなる。

「そんな、天てん道どう先輩が謝ることじゃありません。それにわたしも仕事がありますから、来年どれぐらい部活動できるか分かりませんし。それより心配なのは、せっかく天てん道どう先輩が作ったこの部活がどうなるかですよ」

　鷹たか三み津つの提示した問題は確かに切実だった。来年はもちろんとして再来年となるとこの部が部活動を続けられているかはまったく分からない。

「なに言ってんのよ。そんなに深刻になる話じゃないわ」

　ただ一人ひとり、杉すぎ鹿しかだけはその懸け念ねんをいつもの調子で笑い飛ばした。

「ウチには瀬せ名な先生がいるでしょ。あたしを拉ら致ちしたときみたいにまた新入部員の一人ひとりや二人ふたり、引っ張ってくるでしょ」

「うむ、その通りだ！」

　そのときだった。まるで岸きし嶺みねたちの会話を盗み聞きしていたとしか思えないタイミングで、瀬せ名な先生が部室に飛び込んでくる。

「我ら教師にとって生徒との別れなど毎年のこと！　君たちが卒業することなど最初から分かっていたことだ、来年になったらなったでまた新しい部員を連れてくるまで！」

　先生だけは、いつも通りの態度だった。そのおかげか、天てん道どうや鷹たか三み津つの顔も少し晴れたようだった。

「そんなことよりもだ諸君！　過去を振り返るのはいいが一体いつになったら私の名を出してくれるのかね!?　おかげで私はずっと入るに入れなかったのだぞ！」

「あ、すいません。そういえば」

　この部の功労者と言えば、天てん道どう以上に瀬せ名な先生の存在も外せない。当然言及して然しかるべきだったが、なぜか最後になってしまった。

「いやでも先生がいてくれたおかげで色々助かりました。エースコンバットなんか特にそうでしたけど、あんなに色んなゲームをやってきたのに、すぐさま慣れることができたのは瀬せ名な先生のおかげです」

　鷹たか三み津つが入ったあと、エースコンバット　アサルト・ホライゾンの大会に出場したことがあった。音速に近い速度で空中をぶっ飛ばしながら、十数機の戦闘機で大乱戦を繰り広げるあのゲームで、見事優勝できたのは瀬せ名な先生の適切な指示があったことも大きい。

「はっはっは、そうだろうな！　私の知識あっての実績だというのは否定すまい！」

「そこはせめて謙けん遜そんしなさいよ。先生なんだから謙虚な方が生徒ウケするわよ？」

「はっはっは、君たち相手に今更そんなウケを狙っても仕方ないからな！」

　瀬せ名な先生だけはまったく最後までいつも変わらない態度を突き通しそうだった。
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　五人が揃そろっても、その日の部活動はなかなか始まらなかった。

「そういえば、学校対抗の合宿大会では瀬せ名な先生ずっと見学でしたね」

「うむ、あれは恨んだぞ！　学校対抗はいいが、顧問対抗戦もあって然しかるべきだ！」

「今思い出すとあれも感慨深いゲーム大会だったな。部活を除けば身内同士で戦ったのはあの大会ぐらいだったからな」

「ゲームも印象的でしたね。王道のぷよぷよに、東とう方ほう花か映えい塚づかとか」

　あの大会には存分に参加できた鷹たか三み津つも、楽しそうに語った。

　ぷよぷよに東とう方ほう花か映えい塚づか。

　どちらのシリーズもゲームそのものだけではなく、登場するキャラクターに多くのファンを抱えているという、日本のゲーム史を語る上で外せないゲームだ。ぷよぷよに至っては、登場してからもう二○年以上が経過している。しかしその対戦の魅力は今も変わることなく、ファンは多い。他方、東とう方ほう花か映えい塚づかというゲームも非常に独特で面おも白しろかった。そのジャンルは対戦型ＳＴＧ。敵を倒せば倒すほど、相手の画面におじゃまぷよよろしく弾幕を送りつけることができるという斬新なシステムだった。

「対人戦と言えば格ゲーもずいぶんやったわね。スパⅣＡＥに電撃文庫ファイティングクライマックスとか」

「ああ、格ゲーは格ゲーで思い出深いなあ」

　スーパーストリートファイターⅣＡＥ。格ゲーの原型とも言えるストリートファイターシリーズの（当時の）最新作では、格ゲーの基本と格ゲーの奥深さを存分に味わうことができた。

　特に感慨深いのは、対人戦の基本を学べたことだ。最近は数十人による同時オンライン対戦も当たり前だが、格ゲーは今も変わらず一対一が基本だ。そんな格ゲーだからこそ、対人戦の駆け引きの奥深さを存分に知ることができた。

　プロゲーマーの指導を受けることもできた。世界の最前線で戦っている、文字通り素人しろうとの自分とは住む世界が違うプロの話は実に参考になった。

　初心者が上級者に勝つにはどうすればいいか？　プロゲーマーのバレッタが教えてくれたのは、一点にヤマを張るというものだった。たとえば次の相手の攻撃が、ジャンプ攻撃だとヤマを張って対空技の準備をする。あるいは、次の敵の行動がガードだとヤマを張って投げにいく。無論、これは正攻法ではない。本来なら、経験と知識に基づいて相手の動きを読み、次の一手を繰り出すのが正しいからだ。ヤマを張る方法をいくら続けても結局は自分のためにならない。だが、最後の最後で迷ったとき、その方法に助けられたことがあったのも事実だった。

　格ゲーといえば電撃文庫ファイティングクライマックスも忘れられない。セガによって見事にゲーム化された電撃文庫の人気キャラたちは、原作の魅力を存分に活いかす形で多種多様な性能を誇り、ストリートファイターシリーズとはまた違った格ゲーの奥深さを十二分に楽しむことができた。

「わたしは多人数戦闘の方が好きだな。なんといってもバトルフィールド４は忘れられない。六四人オンライン対戦なんて、まさに戦場そのものだった」

「ＢＦは熱いわよね。Ｃ４つけたジープに岸きし嶺みね乗せて突っ込ませたのは面おも白しろかったわ」

「ああ、死んでこいって言われたもんね、僕……」

　銃弾が雨あられと飛び交い、激しい戦闘で建物も次々壊れ、大規模な爆発がそこかしこで起こる中、歩兵で戦車に立ち向かうことの恐ろしさを身をもって教えてくれたのがＢＦ４だった。

「戦場と言えば、僕はシヴィライゼーションシリーズが忘れられないなあ」

「シヴィか。まああれほどのガチ戦争もないからな。わたしはよく騙だまされてさんざんな目に遭ったが」

　数千年という時間をかけ、国と国との生き残りをかけた壮大な国くに盗とりゲーム、シヴィライゼーション。二つ以上の国を同時に敵に回せばまず勝てないという、ごく当たり前の力関係が存在し、そこに無限の駆け引きがあった。いかに敵を減らし、敵の敵を増やすか。いかに味方を増やし、そしていかに自分の被害を少なくするか。あるときは信頼が大事だが、かといってただの正直者では最終的に一番損をするという、まさに現代の国家事情を反映したかのような究極の騙だまし合いだ。天てん道どうのようなタイプには、確かに不向きだろう。

「まあ待ちたまえ諸君！　ゲームらしい王道ゲームもいいが、なんでもアリこそがゲームの真髄！　変わり種のゲームもなかなか面おも白しろかっただろう!?　ガーヒーとかな！」

「ああ、ガーディアンヒーローズ？　ま、一二人乱闘アクションは面おも白しろかったわね。空気読まないで強キャラ選んだヤツを空気読んだ全員でタコ殴りにしたりとか」

「僕、イソギンチャクになっていじめられた覚えしかないなあ……」

　一二人で乱闘が楽しめるガーディアンヒーローズも、今にして思えばかなり変わり種だったと言えるのかもしれない。スマブラなど、２Ｄキャラによる乱戦をテーマとした作品はもちろん多い。しかし、ガーヒーではラスボスや英雄のような剣士キャラに交じって村人やら雑ざ魚こ敵てきのようなモンスターまで操作でき、それはそれで面おも白しろかった。

「変わり種ならわたしはファミリーフィッシングとか好きでしたね」

　と鷹たか三み津つ。

「ああ、さおコンか。確かに、釣りゲーだって僕初めてだったしなあ」

　Ｗｉｉコントローラに特製アタッチメントをつけ、さお型コントローラ──通称さおコンにしてしまうファミリーフィッシング。さおコンによる釣りを見事に再現したシステムはもちろん、自然豊かなリゾートアイランドを舞台に、ゆったりと釣りができるあの雰囲気は、今でも思い出深い。

「今思い出しても、ホントにゲームって奥が深いなあ……」

　心底そう思う。ゲームを始めてたった半年ちょっとで、これほど多様なゲームと出会えたのだから。

「なに映画の評論家みたいなこと言ってるのよ。あたしたちがまだプレイしてないゲームなんて腐るほどあるのよ？」

「杉すぎ鹿しかくん！　腐るほどという表現はやめたまえ！　たくさんあるでいいだろう！」

「まあみんな、とにかく思い出に浸るのはここまでにしよう。まだ部活は終わりじゃないし、大会が控えてるんだからな」

「そうですよ。たとえ先輩方が卒業したって、今ならオンラインですぐ繫つなげるんですし」

　鷹たか三み津つの言葉に、岸きし嶺みねは少し元気づけられる思いだった。

「そっか、それもそうだね」

　単純な話だ。今だってそうだが、今や多くのゲームはオンラインで繫つながっている。たとえこの学園を卒業し、みんながバラバラになったとしても。

　機材とネットさえあれば、またすぐにもみんなとゲームを再開──いや、ゲームで再会できるのだ。
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　秋あき葉は原ばら駅へ現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの面々が集合する機会も、もうそれほどあるわけではない。その機会を誰だれもが惜しんでる──というわけでもないだろうが、その日、待ち合わせ時刻に遅れたメンバーは誰だれ一人ひとりとしていなかった。

「揃そろったな。ではいこう、みんな」

　天てん道どうの静かな、しかし気合いの込められた声を合図に、岸きし嶺みねたちはいつもの会場へと足を踏み入れた。

　すっかり涼しくなってきたというのに会場は熱気で溢あふれていた。一○○人を超えるゲーマーたちが、今か今かと大会の開始を待っている。

「ふふふ、来ると思ってましたわ」

　最近は会場にやってくると、誰だれかしら知り合いがいるのが当たり前になっていた。今日きよう最初に声を掛けてきたのは、祇し方ほう院いんたちだった。

「直接会うのは久しぶりだな、ＢＦ４の大会以来か」

　天てん道どうが答える。岸きし嶺みねにしろ先日ＬｏＬの練習試合をしたばかりだが、実際に会うのは確かに久しぶりだった。

「あのときはまんまとやられたけど、今日きようはそうはいかないわ。借りは返させてもらいますので」

「うわ、その手のセリフ久しぶりに聞いたわ」

　そう切り捨てたのは杉すぎ鹿しかである。

「覚えときなさい、『借りを返す』とか言っちゃうのって大体負けフラグだから。もうこれ今日きようの勝敗は見えたも同然じゃない？」

　呼吸するように出てくる杉すぎ鹿しかの煽あおりに、当然ながら祇し方ほう院いんは熱くなったようだった。

「そ、そんな挑発には乗りませんわ。なんとでも言いなさい、ゲーマーはゲーマーらしくゲームの中ですべてお返しさせてもらいますので」

　そう吐き捨てるように言うと、他ほかの部員のもとに戻って行ってしまう。

「杉すぎ鹿しか。せっかく挨あい拶さつしにきてくれたというのに、あまりそう煽あおり立たてるものじゃないだろう」

「ごめんごめん。しょっちゅう聞くセリフだからちょっと飽き飽きしちゃって」

　天てん道どうがたしなめるように言うと、さすがに杉すぎ鹿しかも大人おとなげないと思ったのか、小さく謝った。

「あ、権ごん田だ原わらさんだ」

　岸きし嶺みねも参加者の中に知り合いの姿を見つけた。相変わらず黒いコートにサングラスという格好のためか、周囲の視線を独り占めにしている。

　彼にはこのところ色々と世話になっている。声をかけずにはいられなかった。

「ごんだ……あ、いえ、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》さん」

「ん？　ああ、きし……いや、《魂の転生者ソウル・トランサー》じゃないか」

　自然と本名の方が先に出てくる。もうお互いゲーマーネームで呼び合う意味ないんじゃないかな、という気もしてくる。

「最近は色々と相談に乗ってもらってありがとうございました。でもそれはそれとして、ＬｏＬの大会のときに負けたっきりですからね。今日きようはあの借りを返させてもらいますよ」

「そうか。楽しみにしてるよ、お互い頑張ろうじゃないか」

「はい、それでは」

　とその場を去った岸きし嶺みねに、杉すぎ鹿しかが冷たい視線を向けた。

「ちょっと岸きし嶺みね。あんたまで『借りを返す』とか余計なフラグ立てないでよ」

「あ、言われてみると。でもなんだか言いたくなるんだよ、あの手のセリフ」

　祇し方ほう院いんが同じようなセリフを口にしていた理由がなんとなく分かる。そもそも権ごん田だ原わらたちにゲームで負けたのは、単純に実力が不足していたからだ。前に負けたことがある以上、今回も負ける可能性は高い。そういう意味では『借りを返す』なんて口にしてる段階で、負けフラグを立ててるというのも分かる。

　それでも前回負けたときの悔しさが多少なりとも残っている以上、なにかしら言わずにはいられないのだ。前回は負けた。だけど、もうあのときの自分たちではないぞ、と。

「久しぶりね、伊い豆ず野の宮みやの皆みなさん」

　と、そのときだ。次に姿を現したのは、駿河するが坂ざかの一いち条じようたちだった。杉すぎ鹿しかが「まさか」という顔をしたのを、岸きし嶺みねは見逃さなかった。

「Ｅｖｏｌｖｅで練習試合やったときは負けたけど、今日きようは借りを返させてもらうわよ……って杉すぎ鹿しかさん？　なんでそんなに渋い顔してるの？」

「いやもう、なんでもないわよ」

　理由を説明するのも面めん倒どう臭そうだったが、幸いそれ以上会話をする必要はなかった。

『ジャパン・ゲーム・バトル・チャンピオンシップ！　イン秋あき葉は原ばら！　皆みなさんようこそお越しくださいました！』

　参加者たちの雑談を打ち切るような、元気な女の子の声が会場中に響き渡ったのだ。
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　ステージ上に現れたのは、司会を務める大たい河が伊い佐さ美みこと鷹たか三み津つである。

「いさみーん！」「待ってました！」

　会場はあっという間に歓声に包まれ、あらためて大たい河が伊い佐さ美みの人気の高さを思い知らされる。そしてさっきから瀬せ名な先生がいないかと思ったら、いつの間にかステージの真ん前に移動してなにか叫んでいた。いつものことなので、もう杉すぎ鹿しかも気にもしない。

　大たい河が伊い佐さ美みは慣れた口調で軽快な挨あい拶さつを行い、会場の空気を和やかにしつつ大会を進行させていった。

『さて、今日きようのチーム戦、第一回戦で使用されるゲームは……すでに発表されているので皆みなさんご存じですね！　ディビジョンです！』

　ディビジョン。それは〝民間に溶け込んだ特殊工作員〟とでも呼ぶべき存在らしい。ゲームの中の設定だけというわけではなく、実際にアメリカには存在するという都市伝説レベルの話もある。

　彼らディビジョンは、普ふ段だんは他ほかの一般市民に交じって活動している。だがもしテロや自然災害などで政府の統治機構が失われ、治安が大きく損なわれたとき、彼らは立ち上がり、治安維持や問題解決のために動き出すという。

　ゲームの舞台は２０ＸＸ年。アメリカでインフルエンザに似た病気が大だい流りゆう行こうし、多くの市民が死に絶え、ライフラインは大混乱。物資も不足し、街には暴力が溢あふれた。すなわち、ディビジョンが立ち上がるときである。

　主人公はそんなディビジョンエージェントの一人ひとりとして、ニューヨークを信じられないほど忠実に再現した町並みを舞台に、あるときは暴漢から市民を守り、あるときは重要人物の痕跡を探り、あるときは敵対チームのリーダーを排除し、事件の真相を探っていくこととなる。

『ではまず第一回戦のルールをご説明しましょう！　といっても難しくありません！　一回戦は拾ったアイテムの多さを競ってもらいます！』

　会場はどよめいた。

「対人戦の練習はしてきたが、まさか拾ったアイテム数で勝敗が決まるとはな」

「どうせ対人戦も起こるでしょ。そんな平和なやりとりだけで終わるとは思えないわ」

　天てん道どうと杉すぎ鹿しかも、そんな会話をせずにはいられない様子だった。

『さて、ディビジョンは他ほかのプレイヤーへの敵対行動、すなわちＰｖＰが可能なダークゾーンというエリアがあります！　ダークゾーンの特徴はご存じ、このエリアでしか入手できないアイテムがあることです！　ですがダークゾーンで入手したアイテムは、特定地点にヘリを呼んで回収しなければ使用することができません！　もうお分かりですね？　皆みなさんにはこのダークゾーンに入ってもらい、そしてアイテムをヘリで回収してもらいます！　制限時間内にもっとも多くのアイテムをヘリで回収できたチームが勝利となります！』

「ほらやっぱり。なにその乱戦ルール」

　杉すぎ鹿しかだけではなく、会場全体から納得したような反応があった。

　想定通りではあったが、これは戦わずにアイテムを拾っていればいいような平和的なルールではない。

『ご存じの通り、ダークゾーンでのアイテムの手に入れ方は三つ！　敵からのドロップやアイテムボックスからの回収、そして他プレイヤーからの略奪です！　さあ、どんな卑ひ怯きような手を使っても構いません、ヘリが飛び立つその瞬間まで逆転を狙ってください！』

　大たい河が伊い佐さ美みは容赦なくその方法を告げた。

「これは地獄だぞ」と天てん道どう。「ヘリが呼べる場所は決まってるし、一度ヘリを呼べば周囲の全員に気づかれる。ヘリポート周辺は血で染まることになるぞ」

「いいじゃない、あたしたちだってそのために練習してきたんだし。ようは殺しまくって奪いまくればいいってことでしょ」

　ゲームとはいえ、慣れとは恐ろしいもので、杉すぎ鹿しかは事もなげにとんでもないセリフを口にした。




　　　　　　　　　　２




　いつものことだが、午後に個人戦部門が控えているだけあって、大会進行は実に迅速だった。早速第一回戦第一試合の組み分けが発表される。ディビジョンというゲームは一度に参加できる人数がそれなりにいる──というかシステム上、同時接続者数は分からないようになっている──こともあり、岸きし嶺みねたち現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは、いきなり第一試合での参加となった。

　しかも、今回は試合前のアイテムセットもない。いきなりコントローラを持たされ、ＰＳ４の前に立たされての開始だった。ただし、目の前に置かれているモニターには電源が入っていないようで、なにも映っていない。

『第一試合の準備が整ったようですね。それでは皆みなさんご注目ください、第一回戦第一試合、今開始です！』

　大たい河が伊い佐さ美みの合図で、岸きし嶺みねら参加者の前にあったモニターに一斉に電源が入った。

「え、ここからスタートなんだ……」

　今回はダークゾーンでの争いになると聞いていたが、スタート地点はゲーム中で主人公たちが作戦基地として使用している郵便局だった。もちろん崩壊したニューヨークで行われているのは郵便業務などではなく、ウイルスの研究や武器・食糧の売買だが。ここからダークゾーンへ行くには、ファスト・トラベルを使って侵入地点へ移動しなければならない。

『ご覧の通り、今回のスタート地点はゲーム初期位置からとなります！　ここから各チーム自由にアイテムを買い、好きなダークゾーン侵入地点を選択してください！　ただし、ゲームはすでに始まってます。準備に時間をかけすぎるのはオススメできませんよー！』

「ふむ、準備もゲームのうちということか！　みんな、自分がどんなアイテムやスキルを持っているかを素す早ばやく確認するんだ！」

　瀬せ名な先生の言葉に従い、岸きし嶺みねたちはまずステータスの確認を行った。銃などの武器、回復アイテム、それにスキルがどれだけ揃そろっているかを確認する。

「アサルトライフルにショットガンにマシンガンに……一通り全部持ってますね。一応所持金も結構ありますね。いい武器か防具一つ買ったらなくなりそうですけど」

「面おも白しろい。今ある装備とお金とスキルで好きにカスタマイズして乗り込めということか」

「でも今ある武器なんて、普通のレベル三〇装備じゃない。これでダークゾーンの奥に入るのは無む茶ちやよ。なにかいい武器一つ買っていった方がいいわ」

　このゲームでは、レベルという概念がある。敵を倒したり依頼をこなすことでレベルが上がり、新たなスキルを覚えたりできる。また武器にもレベルが設定されており、そのレベル以上にならないと装備できないといった制限がある。

　レベル三〇というのはプレイヤーが到達することのできる最大レベルだ。一方で、ダークゾーンの奥にはレベル三〇より上の敵が出てくる。たかが一、二レベル違うだけとも言えるが、実際には相当な戦力差となる。そのため本来ならダークゾーンへ入るにあたっては、ただのレベル三〇武器ではなく、特殊能力のついたよりレアなレベル三〇武器が必要になるのだが、今回はそれがないのだ。

「あ、そういえば。僕たちの方針はどうします？　正攻法でプレイするか、それとも裏切り者ローグプレイするか……」

　四人で迅速にダークゾーンを探索し、アイテムを見つけて回収地点へ行き、ヘリを呼ぶ。これが恐らく正攻法だ。

　ただ、このゲームでは他ほかのＰＣを攻撃してアイテムを奪う裏切り者ローグプレイができる。ヘリを呼べる回収地点に陣取り、他ほかのプレイヤーが回収にやってきたところを襲って奪うというのも手だろう。特に回収地点にヘリを呼ぶと、周辺のプレイヤーにヘリを呼んだことが通知されるというシステムになっている。回収地点の近くにひたすら待機し、ヘリが呼ばれるのを待っていればいいので非常に楽だ。

「この貧弱装備でダークゾーンを探索するのはかなり大変よ。他ほかのプレイヤーのアイテムを横取りする方が簡単そうだけど」

「そうだよね、待ち伏せは圧倒的に有利だし」

　ＦＰＳの基本は待ち伏せだ。回収地点の周辺に待ち伏せしてノコノコやってきた他ほかのプレイヤーを倒す方が楽なのは間違いない。

「問題がある！　間違いなく他ほかのプレイヤーも同じ考え方をするだろうということだ！」

「瀬せ名な先生の仰おつしやる通りです」と天てん道どう。「わたしとしても、やはり裏切り者ローグプレイはやりたくない。なんとか正攻法で行きたいが……」

　天てん道どうが部長らしいことを言うが、語尾を濁したのはやはり分かっているからだろう。こういうゲームでは正攻法ほど通用し辛づらいのだと。

「じゃあいっそ漁夫の利狙いはどう？　誰だれかがヘリを呼ぶでしょ、それを襲ってくるローグがいるでしょ。そのローグをあたしたちが倒せばいいじゃない」

「杉すぎ鹿しか、結局やることは同じじゃないか。まあ確かにちょっと正義っぽいが」

　天てん道どうは苦笑した。

「だが、純粋に難しいだろうな！　回収ヘリがやってくれば大乱戦になるのは必至！　我々だけ戦闘に巻き込まれないという保証はないし、結局は他ほかのプレイヤーを皆みな殺しにせざるを得ないだろう！」

「うーん、そうかもね。やっぱりバトルロイヤル前提なのかしら？」

　つくづく物騒な会話だった。

「一つ、ある程度リスキーだが安定しそうな策がある！　やってみないかね!?」

　瀬せ名な先生の提案に、耳を貸さない伊い豆ず野の宮みやはいない。

「ダークゾーンのできるだけ奥、敵のレベルが高い地域に入り込むのだ！　そしてアイテムを集め、ゆうゆうと回収ヘリを呼ぶのだ！　ダークゾーンは奥へ行くほど危険だ、そんなところに足を踏み入れるプレイヤーはそうそういないだろう！　奥地でヘリを呼べば他ほかのプレイヤーが駆けつける時間もない！　ＮＰＣとの戦いは激戦になるだろうが、ぬくぬくとアイテムを集め、安全に勝利できる可能性は高いはずだ！」

　瀬せ名な先生の提案は、実に分かりやすいものだった。

　支給されたこの装備でダークゾーンの奥地へ入り込むのは危険だ。だが、だからこそ奥地は無人となりやすい。今回のルールでは他ほかのプレイヤーが周囲にいないことが有利に繫つながるのだ。

「悪くないわね。どれだけ強くてもＮＰＣ相手ならどうにでもできるでしょうし。アイテム回収さえ安全にできるなら、やる価値はあると思うわ」

「僕も賛成です。どの方法でも賭かけになるならより安全な方がいいと思いますし」

「決まりだな。わたしも裏切り者ローグプレイよりはいいと思う。よし、じゃあ各自で役割を分担して、この所持金でどうにか装備を調えよう。杉すぎ鹿しかはスナイパーだな」

「当然ね。店でいいスナイパーライフル買って、サブ武器は……ま、一応自衛用にショットガンでも持っていくわ」

　スナイパーライフル以外、持っていく意味がないと言いたげなのは杉すぎ鹿しからしかった。

「わたしはアサルトとサブマシンガンだな。中近距離で戦えるようにしておきたい」

「そうだな！　どちらかというと近距離戦の多くなるゲームだ！　岸きし嶺みね君、君もそうしたまえ！」

「分かりました」

　元は郵便局だった基地の奥には、レアな武器を売っている販売所がある。岸きし嶺みねはひとまず所持金をはたいてレアリティのあるサブマシンガンを買った。サブマシンガンは至近距離ではショットガンに劣り、遠距離ではアサルトライフルに劣るが、中距離では非常に高い攻撃力を発揮する。またレアリティの高い武器には、自分のパラメータや攻撃力がアップするという特殊能力が付与されている。レアリティのないノーマルのサブマシンガンと比べたら雲うん泥でいの差さがあるだろう。

「では少しばかり奥の侵入口からダークゾーンへ侵入するとしよう！」

　ダークゾーンへの侵入口はいくつもあり、入った場所によって難易度も異なる。岸きし嶺みねたちは瀬せ名な先生が指示したダークゾーンへファストトラベルした。関所のような狭い通路を通り、ついにダークゾーンへ侵入を果たす。

「よし、全員揃そろってるな。ここからは奥へ行けば行くほど危険が増す。全員警戒を怠らずに行こう」

　天てん道どうが先頭を切る形で、ダークゾーンの探索が始まった。そこはこの世界のニューヨークでもっとも治安が崩壊したエリアだ。暴力がすべてを支配し、危険な汚染エリアがそこかしこに存在する。合衆国も治安の回復を諦あきらめ、フェンスを作って隔離することしかできないという状況だ。汚染物質のせいか、周囲も常に霧がかかったように薄暗く、まさにダークゾーンと呼ばれるに相応ふさわしい地域だ。

「あ、人がいる！」

　薄闇の向こうに動く誰だれかを発見し、思わず岸きし嶺みねは声を上げた。まさかこんな奥地に人がいるとは思わず、反射的にサブマシンガンを構える。

　だが、向こうに敵意はないようだった。武器を構えるどころか、感情エモートモーションの一つ、敬礼を使用される。

「あ、どうも」

　思わず岸きし嶺みねも敬礼を返してしまう。

「どうした岸きし嶺みね。誰だれかいたのか？」

「ええ、知らないプレイヤーがいたもので。でも敬礼されただけで撃たれたりはしませんでしたけど」

「まあまだ始まったばかりだ。お互い撃ち合っても利益などないだろうしな」

「甘いわね、どうせなら敬礼してるところを頭ぶち抜いてやるべきだったのよ。そうすれば相手は時間をロスすることになるんだし」

「なにその嫌な世界」

　そういうルールとはいえ、ひどい話だった。

「しかしまずいな。この奥地なら誰だれもいないと思ったが……同じことを考えるプレイヤーはいたということか」

「なに、それでも他ほかの地域より人口密度は低いだろう！　ここまで来たら今更方針は変えられん、当たって砕けろだ！」

「そうね、とにかく今はアイテムを見つけないと」

　薄暗いダークゾーンへの侵入を続ける。

「あ、敵反応！　いるわ、前方！」

　間もなく、杉すぎ鹿しかが警戒の声をあげた。レーダーに敵反応はない。杉すぎ鹿しかのことだ、スコープで目視したのだろう。

「気をつけて、レベルはあたしたちより高いわ！」

　岸きし嶺みねの画面にもすぐに敵が見え始めた。

　パーカーを着た、ラップでもやっていそうなニューヨーク市民が数人たむろしている。ただし、レベルはこちらより高い。おまけにこちらを見つけるとすぐにハンドガンで撃ってくる。

「散開、戦闘開始だ！」

　天てん道どうの号ごう令れい一いつ下か、岸きし嶺みねたちはお互い武器に合った距離を取りつつ、カバーリングアクションで物陰に隠れた。多くのＴＰＳがそうであるように、このディビジョンにおいても自分の体を無闇にさらすことは非常に危険なのだ。

　敵のニューヨーク市民たちもまた同様に、植木、自動車、ゴミ箱といった物陰に隠れる。

「岸きし嶺みね君、あぶり出したまえ！」

「はい！」

　敵をあぶり出すのは岸きし嶺みねの仕事だった。まずスキルとして持っている粘着式フラッシュグレネードを射出。敵集団のど真ん中にくっついたグレネードはすぐさま爆発、大きな閃せん光こうを発する。

　たちまち周囲にいた敵が朦もう朧ろうとなった。

「よし、今だ！」

　仲間たちの攻撃が雨あられと注つぎ込こまれる。天てん道どうが敵の近くに火炎放射式のタレットを放り投げる。燃やされた敵は攻撃どころではなく逃げ惑った。そこへ杉すぎ鹿しかのヘッドショットが炸さく裂れつ。

　ところが、ニューヨーク市民たちはまだ死ななかった。フラッシュグレネードや火炎放射の攻撃をしのぎきると、たちまち反撃に移ってくる。

「つ、強い！」

　まだＨＰは半分ぐらいしか削れていない。一方で敵の攻撃は容赦なく岸きし嶺みねたちのライフを削りとる。

　それでも、やはり装備と技術の差だろう。集中攻撃を受け、敵は一体また一体と倒され、間もなく全滅した。

「強いなあ、ニューヨーク市民。ハンドガンでこのダメージですよ……」

「ダークゾーンではよくあることだ！　まあ肩慣らしにはちょうどいい、本番はこれからだぞ！　早いところ名ネ前ー持ムちドでも探し出してしまおう！」

　ネームド。ようするに指名手配というか、固有の名前を持ったユニークＮＰＣだ。当然のように強いが、確実にアイテムをドロップする。

　岸きし嶺みねたちは移動を再開した。ユニークＮＰＣが出てくる場所は大体決まっている。そこへ四人で移動する。やはり高レベル地帯へ来たのが幸いしたのか、道中で他ほかのプレイヤーなどと遭遇することもなかった。

　この世界のニューヨークには、汚染物質の流出などが原因で発生した汚染エリアが至る所に存在する。岸きし嶺みねたちが向かったのは、そんな汚染エリアの一つだった。そういった地域には、高い確率でユニークＮＰＣが存在する。

「いた！　やっぱりいたぞ！」

　それは、ショッピングモールのような建物に入ったときのことだ。天てん道どうがすぐさま警告の声を上げた。

　建物の中に敵がうじゃうじゃいた。岸きし嶺みねもすぐに目視できた。名前のついたＮＰＣが一体、それから雑ざ魚こ敵てきが五、六体といったところだろう。ただ、雑ざ魚こと言ってもこちらよりレベルは上だ。

「やるぞ諸君、先手必勝だ！」

「スタングレネード、撃ちます！」

　岸きし嶺みねはまず敵の固まっているところにスタングレネードを撃ち込んだ。

　ユニークＮＰＣにもスタングレネードは有効だ。たちまちフラフラになり、立ちすくむ。そこへ四人分の銃弾が雨あられと注つぎ込こまれる。だが、ＨＰは五分の一も削れた様子がなかった。

　スタングレネードの影響が切れると、たちまち激しい戦いになる。

「雑ざ魚こ敵てきが厄介過ぎる！　諸君、まずショットガン持ちから倒すぞ！」

　ショットガンを持った敵は、まったく躊ちゆう躇ちよせずこちらへ突っ込んでくる。至近距離に近づかれればカバーリングなど無意味だし、さらにショットガンの一撃は強力無比で、非常に危険だ。なによりも優先して倒すべきである。

　そのときだ。岸きし嶺みねの足元に、なにかが転がってきた。

「グ、グレネード！」

　慌てて横っ飛びに回避する。幸い、グレネードの爆発範囲からは逃れることができた。しかしそれは盾たてとしていた壁から追い出されることを意味する。

　たちまちショットガンを持った敵に狙われた。慌てて逃げようとするが、間に合わない。まだたくさんあったはずのＨＰは瞬時にゼロになる。

「あ!?　すいません、やられました！」

「大丈夫だ、起こしにいく！」

「待ちたまえ、敵が多い今は危険だ、私がスキルを使う！」

　四人ＰＴで一人ひとりがやられ、一人ひとりがそれを助け起こそうとした場合、一時的に、火力は五〇％まで減衰する。強大な敵相手にそれは危険だった。

　瀬せ名な先生はスキルを使用した。味方全体のＨＰを、一時的に上限を超えて回復するという強力なスキルだ。ただし強力な分、一〇分に一度しか使えない。

　その判断は的確で、すぐさま岸きし嶺みねは復活、戦線崩壊からの危険からは逃れられた。

「とにかくショットガン持ちが危険ね、そいつをとっとと倒すわよ！」

　全スキル・全火力を集中させる。そのかいあって、ショットガン持ちだけは早急に倒すことに成功する。

　ただ、そこからが辛つらかった。すべてのスキルを使用して、なお敵はボスとも言えるユニークＮＰＣ他ほか、多くの雑ざ魚こ敵てきが健在なのだ。

　とりわけユニークＮＰＣのＨＰは非常に高く、その攻撃は強力無比だった。

「ダメだ、ユニークＮＰＣを先に攻撃していては他ほかの雑ざ魚こにすり潰される！　雑ざ魚こ敵てきから倒していくぞ！　ユニークに狙われたら身を隠すんだ！」

　瀬せ名な先生の指揮のもと、岸きし嶺みねたちはひたすら雑ざ魚こ敵てきに攻撃を集中させた。まずグレネードを投げてくる敵。続いてスナイパー。ただその間、当然ながらユニークＮＰＣはフリーとなる。

「狙われた！　スイッチ！」

　天てん道どうが声を上げた。ユニークＮＰＣの攻撃が天てん道どうに集中している。

「了解！」

　それは岸きし嶺みねたち他ほかの三人からすれば攻撃のチャンスだ。物陰から大きく身を乗り出し、アサルトライフルの銃撃を叩たたき込こむ。

　カバーリングと攻撃を繰り返し、ようやく敵の数は半減した。だがユニークＮＰＣは健在、スキルはほとんど使い切り、残弾でさえ危うい。

　しかもこのとき、杉すぎ鹿しかがあることに気づいた。

「やばいわ、他ほかのＰＴが来てる！　三時方向！」

「マジで!?」

　ただでさえ強力なユニークＮＰＣ相手に四苦八苦しているところだ。ここで他ほかのＰＴから襲撃を受ければ、間違いなく倒されかねない。

　間もなく杉すぎ鹿しかの言った通り、岸きし嶺みねたちから見てボスの右手奥側から別のＰＴがやってきた。

　ただ心配は杞き憂ゆうだった。やってきた他ほかのＰＴは、こちらを攻撃するどころかユニークＮＰＣへの攻撃に加勢してくれたのだ。

「やった、加勢してくれるみたいです！」

「挟撃されるよりはマシだな！　諸君、ひとまずユニークＮＰＣを倒してしまおう！」

　もともと四人でもどうにか戦えてはいたのだ。そこに別ＰＴが加勢にやってきてくれたのなら、戦局は劇的に有利となる。敵は一人ひとりまた一人ひとりと倒れ、ユニークＮＰＣもまたとうとう倒すことに成功する。

「よし、やった！」

　ユニークＮＰＣを倒せば確定でアイテムが拾える。岸きし嶺みねは喜んでユニークＮＰＣの死体へと駆け寄ろうとした。

「待ちたまえ！　狙われるぞ！」

　それを制止したのは瀬せ名な先生だった。慌てて足を止める。

「私わたしが向こうのＰＴなら、こちらが拾いにいったところを攻撃する！　様子を見た方がいい！」

「あ、そうか」

　ユニークＮＰＣを倒せば、戦っていた全員がアイテムを拾える。つまり四人で戦っていたところに加勢があって八人で倒したので、もらえるアイテムの総数は倍加することになる。もし相手のＰＴを全滅させて奪えば、二倍手に入るわけである。

　向こうのＰＴがどう考えているかは分からない。ただ、すぐさまアイテムを拾いに来ないところを見ると、瀬せ名な先生の指摘通り襲撃を考えているのか、あるいはこちらの襲撃を警戒していることだけは間違いなかった。

　そのまま睨み合いになった。お互い、動くに動けない。

「これは参ったな。時間はないというのに。一戦交えるしかないか……？」

　さすがの天てん道どうもこの膠こう着ちやく状態では判断に困るようだった。

「今戦うのはまずいわ。スキルのクールダウンが全部終わるのにまだ数分かかるでしょ。向こうのスキル状況が分からない以上、ちょっと不利よ」

「そうだな。やむを得ない、少し様子を見よう。クールダウンを考えれば停滞はこちらに有利のはずだ」

　天てん道どうの決断に、誰だれも異を挟むことはできなかった。

　停滞していることは有利だ。唯一問題があるとすれば、この場での状況ではなく、エリア全体の状況だった。こうしている間にも、他ほかのＰＴがアイテムを集めヘリを呼ぶ準備をしているかもしれない。

　だが、幸いなことに状況に変化が現れた。後からやってきたＰＴは停滞を嫌ったのか、先に動き始めたのだ。メンバーの一人ひとりが、敵意はないといいたげにゆっくりとユニークＮＰＣの死体に近寄ったのだ。

「どうする？　攻撃する？」

　杉すぎ鹿しかの提案を、天てん道どうは首を横に振って断った。

「いや、もう少しだけ様子を見よう」

　一人ひとりだけやってきたその誰だれかは、アイテムを拾い終わると一人ひとりまたゆっくり味方の元へ戻って行く。他の三人が動く様子はない。

「物は試しだ、私もちょっと拾いに行ってみよう！」

　瀬せ名な先生の意図を察する。敵が一人ひとりアイテムを拾いに行った。次はこちらも一人ひとり拾いに行く。これを繰り返せれば、お互いアイテムを拾えて無事に済むということだ。

　まるでマフィア映画の取引のようだった。瀬せ名な先生は悠然とした動作でユニークＮＰＣの死体へ駆け寄り、アイテムを無事拾う。ついでに、他ほかの雑ざ魚こ敵てきが落としたアイテムも拾った。

「無事拾えたぞ！　そして敵も二人ふたり目めが拾いに来た！　どうやらそういうことらしい！」

「ま、それで済むならいいわ。じゃあ次はあたしが拾いに行くから」

　無言のうちに協定が結ばれたようだった。敵の二人ふたり目めが拾い終わると次は杉すぎ鹿しか、杉すぎ鹿しかが戻ると敵の三人目が拾いに来る。

「次はわたしが行く。岸きし嶺みね、キミは最後に頼む」

「分かりました」

　結果的に自分が最後になってしまうが、ここまで来て変化があるとは思えない。ここは日本人らしくお互い協調して場を収めることになるのだろう。岸きし嶺みねも半ば安心してユニークＮＰＣの死体に近寄る。

　その瞬間だった。

「敵が射撃体勢よ！」

　杉すぎ鹿しかが叫んだ。

「え」

「岸きし嶺みね、アイテム拾って即退避だ！　援護する！」

　天てん道どうの言葉を聞き終えるより先に、敵の火線が岸きし嶺みねに集中した。

「えええええええ」

　裏切られたのだ。一人ひとりずつアイテムを拾うことで安穏と場を収めようと見せかけ、こちらが最後の一人ひとりになったところで奇襲に打って出たのだ。

　岸きし嶺みねはアイテムを拾うと即座に後退しようとした。だが四人分の火力は強力過ぎた。あっという間にライフを削られ倒れてしまう。

「やられました、戦闘不能！」

　これでこちらの火力は四分の一減ったことになる。それは集団戦では全滅必至の戦力減だ。岸きし嶺みねは安穏とアイテムを拾いに行った自分の判断を悔やんだ。

「よし、こっちも一人ひとりやったわ！」

　だがそのとき、杉すぎ鹿しかから思いもよらぬ報告があがった。

「え、倒したの!?」

「ヘッドショットで楽勝よ。あたしの前でよそ見するから！」

　さすが杉すぎ鹿しかだった。こちらが攻撃されたと見るや、すぐさま敵をヘッドショットするなど彼女にしかできないだろう。

「今だ、天てん道どう君、岸きし嶺みね君を起こしたまえ！　私わたしも援護する！　岸きし嶺みね君は起きたらすぐスタングレネードを撃ちたまえ、体勢を立て直すのは今しかない！」

　優位を確信してきたであろう敵も、突然味方が倒されたことでかなり動揺したらしい。倒れた仲間を助け起こしているのか、火力が目に見えて減衰した。

　その間に天てん道どうがスキルで敵に火炎放射を浴びせるタレットを設置、敵を牽けん制せいしつつ岸きし嶺みねを助け起こす。瀬せ名な先生も回復スキルを使用してそれを援護した。

「復活しました！　スタン撃ちます！」

「今だ！　一いつ旦たん退くぞ諸君！」

「下がるの!?　多分、倒せなくもない相手よこれ!?」

「スキルのクールダウンが上がっていない以上、まだ不利だ！　それに私わたしに考えがある！」

「分かったわ、じゃあ援護するから下がって！」

　岸きし嶺みねがスタングレネードを撃つ。敵が怯ひるんだスキに、前線から後退していく。それを杉すぎ鹿しかと瀬せ名な先生が援護しつつ、同じように後退していく。

　敵も無闇に追って来ることはできないようで、そのまま無事撤退に成功する。

「やれやれ、とんでもないところですねニューヨークって」

「あんた、そのセリフは誤解されるからやめなさい。で瀬せ名な先生、考えってなによ？」

「うむ！　こちらを攻撃してきたために、さっきの敵対ＰＴには裏切り者ローグフラグが立った！　これで居場所が分かるだろう!?」

　他人を攻撃するという裏切り者ローグ行為には、当然ペナルティがある。こちらを攻撃してきた裏切り者ローグプレイヤーは、一定時間位置が表示されるようになるのだ。

「今のうちにヘリを呼ぶのだ！　さっきのＰＴも居場所がバレている以上、無闇に近づいてこれまい！　襲ってきても居場所が分かるなら怖くはなかろう！」

「なるほど、そういうこと」

　杉すぎ鹿しかも納得したようだった。

　ヘリを呼ぶとき一番恐ろしいのは、いつ誰だれから攻撃されるか分からないという点だ。だが今なら、周囲にどれだけのＰＴがいるかは分からないが、少なくとも一ＰＴはその所在が分かる。これは大きなアドバンテージだ。

「よし、みんな。さっきの戦闘で拾ったアイテムはいくつぐらいある？」

　天てん道どうの問いかけに、三個、あるいは四個という答えが返ってくる。

「全員で十二個ね。奪われるリスクを考えたら、一度ヘリを呼ぶ価値は充分ありそうよ」

「そうだね。下へ手たしたら一個も回収できないＰＴだってありそうだもんね……」

　僻へき地ちでのユニークＮＰＣ戦ですらあの乱戦ぶりだ。他ほかの地域はもっとひどいことになっているかもしれない。

「よし、一番近そうなヘリポートへ向かおう。ちょっと待ってくれ、マップを出す。ええと……ここから北西だな」
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　岸きし嶺みねたちは移動を開始した。先ほどこちらを襲撃したＰＴを警戒しながら回収地点の一つを目指す。特に、裏切り者ローグフラグが立ったことで相手の位置が分かる時間は、数十秒ほどしかない。時間が勝負だった。

　回収地点となる空き地へ到達すると、まず周囲を警戒する。他ほかのＰＴが待ち伏せしている可能性もあるのだ。

　このときには裏切り者ローグフラグも消えていた。とはいえ、あのＰＴがこちらに接近していた様子はない。

「見たところ、誰だれもいないみたいね」

「うむ！　高レベルゾーンに来たかいがあったな！　さて、ではヘリを呼ぶぞ！　周辺警戒を怠らないように！」

　瀬せ名な先生がヘリを呼ぶための信号弾を放った。

『Player10が回収開始』

　この瞬間、瀬せ名な先生のキャラがヘリを呼び出したというメッセージが他ほかのプレイヤーにも流れることになる。

『回収班到着まで一：三〇』

　カウントダウンメッセージが表示される。

　たかだか一分三〇秒。大した時間ではないはずだが、それが今は長く感じられる。

　まず三〇秒が経過した。

「こっち、敵影ないわ」

「こっちもだ。このまま何事もなければいいが」

　さらに一分が経過。残り三〇秒。

　依然として自分たち以外に動くものは見えない。そしてついにヘリが来た。

「順番を決めよう、とりあえず岸きし嶺みね君からだ。その後天てん道どうくん、杉すぎ鹿しかくん、最後に私だ」

「分かりました、僕が最初ですね」

　バリバリとローターの音をかき鳴らし、上空でヘリがホバリングする。そして回収用のロープを下ろした。

　あとは拾ったアイテムを、そのロープにくっつけるだけだ。岸きし嶺みねがまずロープに接近、アイテムをくっつける作業に入る。この作業は一人ひとりずつでなくとも行えるが、意外と時間がかかる上に、作業中は完全無防備だ。時間はかかっても一人ひとりずつ進めざるを得なかった。

「もうすぐ終わります！」

「よし、まだ敵影がない！　予定を繰り上げよう、天てん道どうくんと杉すぎ鹿しかくん、二人ふたり同時に行きたまえ！」

「確かに、今なら安全そうね」

「了解です、回収作業に入ります」

　岸きし嶺みねの回収を終えると入れ替わり天てん道どうと杉すぎ鹿しかが同時に回収作業に入る。

「目もく論ろ見みはうまくいったようだ。やはりこの辺りのエリアにはあまり他ほかのＰＴも来てないようだな」

「そうね、ヘリに気付いても間に合わないのかも。よし、あたしも終わりだわ」

　と、そのときだった。岸きし嶺みねは視界の隅で動く人影を見つけた。

「げえ！　敵影接近、南西方向！」

「どっち、ＮＰＣじゃなくて!?」

　杉すぎ鹿しかの言う通り、回収中はＮＰＣに襲われることもよくある。岸きし嶺みねは誰だれが接近中なのか見極めようとした。ＮＰＣかＰＣかの識別は簡単だ、ＮＰＣなら真まっ直すぐ向かってくるがＰＣは違う。極力物陰に隠れながら、こちらの射線を遮りながら接近してくる。

　今接近しているキャラクターがそうだった。

「あの動き方！　間違いなくＰＣです！」

「ええい、私わたしはまだ終わってないのに！　一いちか八ばちかだ、私わたしは回収作業を続ける、私わたしが倒されても気にするな！」

　確かに、瀬せ名な先生一人ひとり分ぶんのアイテムが盗まれるだけなら優位は揺るがない。もちろん、せっかくここまで来たのだ、どうせなら四人分のアイテムを回収したいところだ。だがこの状況で瀬せ名な先生が吞のん気きにアイテム回収作業に入れば、無防備なところを容赦なく撃たれるだろう。

　どのみち、迷っている時間もない。ヘリが回収地点上空に対空している時間は残り数十秒しかなかった。

「あ、そうだ、こういうのはどうでしょう!?　僕と部長と杉すぎ鹿しかの三人で逃げるんです、瀬せ名な先生は少し隠れて、スキを見てアイテム回収をしてください！」

「なるほど！　分かった、やってみたまえ！」

　意図を汲くんでくれたのか、あるいは生徒を信じたのか、瀬せ名な先生は頷うなずいた。

「え、三人で逃げるの!?　それ意味あるの!?」

「いや、せっかくの岸きし嶺みねの提案だ、賭かけてみよう。岸きし嶺みね、どっちへ逃げる？」

「ええと、二人ふたりともこっちへ！」

　南西方向からやってくる敵に対し、瀬せ名な先生を一人ひとり残す形で、障害物に隠れながら東へと三人で逃げる。

　敵はすぐに反応した。

「あれ？　なんか敵が追ってこないわよ？　視界にいないし、逃げていったみたい」

　すかさず瀬せ名な先生は無防備な回収作業に入る。

「ずいぶん諦あきらめがいいわね？　なんであたしたちや瀬せ名な先生を攻撃しないで逃げていったのかしら？」

「ほら、ヘリが来てるのに僕たちがまとまって逃げたじゃない？　敵からすれば、もうアイテム回収が終わってるって思うんじゃないかって」

「そういうことか」と天てん道どう。「確かにそうなると、敵には危険を冒して攻撃する意味もなくなるな」

「でも、瀬せ名な先生だけ残ってたわけでしょ？　よくバレなかったわね？」

「遠目には三人で逃げたか四人で逃げたか、すぐに分からないじゃない？」

「ああ、そうか。納得よ、あんたらしい作戦だわ……」

　杉すぎ鹿しかは少し呆あきれ気味だった。

　確かに、ようは「逃げたフリ」と「回収が終わったフリ」をすることで相手を騙だますという単純な作戦である。うまくいったのは偶然という他ほかない。それでも、こういった単純な作戦ほど効果を発揮することがあるということを、岸嶺は学んでいた。

「さて、ともあれこれで四人分、合計一二個のアイテム回収だ。問題はこれからだ、どう動くべきだと思う？」

「そうねえ。この乱戦具合からすると、一二個もアイテム確保できてればそれなりにアドバンテージにはなりそうだけど」

「うむ、それだ！」

　杉すぎ鹿しかの何気ない言葉に、瀬せ名な先生が敏感に反応した。

「すでに残り時間は五分を切っている！　今から高レベルのユニークＮＰＣを探して倒して回収ヘリを呼ぶ時間はない！　とすると、我らのやるべきことは一つだ！　このダークゾーンに混こん沌とんをもたらすのだ！」

　その迂う遠えんな言い回しの真意に、岸きし嶺みねはすぐ気付いてしまった。

「つまり……僕たちが裏切り者ローグプレイをして他ほかのプレイヤーの邪魔をするってことですよね？　この残り時間なら、復ふく讐しゆうされる暇もないでしょうし」

「その通り！　よく分かっているではないか！」

「えげつないけど、有効そうね」率直に杉すぎ鹿しかも認める。「今ヘリ回収邪魔したら、またヘリ呼んでる時間もないってわけだし」

「そうか、では決まりだな。わたしはあまり裏切り者ローグプレイは好きではないが……これもルールだ、立派な戦法だろう」

　言葉とは裏腹に、天てん道どうも少し楽しげだった。

「とすると、南のヘリポートに向かった方がよさそうだな。あそこなら敵のレベルも低いから多くのプレイヤーがいるはずだ。よし、なら途中のセーフハウスに寄ろう。リスポーンポイントにできるし、弾薬も補充できる」

　危険なダークゾーンにも、セーフハウスと呼ばれる安全地帯がある。その中では一切の戦闘行為が行えないし、弾薬箱やショップもある。激戦を終えた今、弾薬補給はありがたい話だった。
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　岸きし嶺みねたちは移動を開始した。道中のセーフハウスへ立ち寄り、補給を終えると、南へ向かう。ダークゾーンは基本的に南へ行けば行くほど敵のレベルが下がる。つまり敵を倒すのが簡単になり、難易度も下がる。装備も限られている今回のルールでは、南側エリアに他ほかのプレイヤーがいる可能性が高いのだ。

　そのことを象徴するように、

「ＰＣ発見！　ユニークと戦っている！」

　天てん道どうからすぐにその報告が上がった。ユニークＮＰＣと戦っているＰＣがいたのだ。

「どうすんの？　いきなりやっちゃう？」

　杉すぎ鹿しかが物騒なことを言う。

「いや、ここで混乱を巻き起こしても効果が薄い！　狙うはヘリポートだ！　ここは我々も協力してお相伴に与あずかろうではないか！」

「あ、無理そう。今倒されたわ」

　一緒にユニークＮＰＣを攻撃することで、アイテムをもらう権利を得る。それが瀬せ名な先生の狙いだったのだろうが、どうやら駆けつけるのが遅すぎたか、岸きし嶺みねたちが攻撃するよりも先にユニークＮＰＣは倒されてしまった。

「やむを得ん、ここは見逃そう！　むしろこれで好機到来とも言える！　残り時間から考えても、あのＰＴはヘリポートへ向かわざるを得まい！」

「あとで奪うから今は見逃すってことですね。冷静に考えると、僕たち相当ひどい会話してますよね……」

「それは言うな、岸きし嶺みね。これも勝つためだ」

　天てん道どうが常識っぽいことを言うが、その顔を見ると結構楽しそうだった。

　と、そのときだった。




『Player20が回収開始』




　画面にメッセージが流れた。

「ついに誰だれか始めたわね」

「残り時間を考えれば当然だ！　さて急ごう諸君、ヘリが到達する前に現場に着いて準備したい！」

「了解、向かいます」

　天てん道どうを先頭に隊列を整え、瀬せ名な先生がマップで示した場所へ向かう。

「あ。さっきのＰＴも同じ方に向かってますね」

　さっき遭遇した、ユニークを倒したばかりのＰＴだ。その後ろ姿が岸きし嶺みねの視界に入った。

「当然よね。残り時間は少ないし。今誰だれかが呼んだヘリで一緒に回収したいんでしょうね」

「あわよくば、他ほかのＰＴから奪うつもりだろうな」

　天てん道どうの指摘は正しい。残り時間が少ないこの状況なら、少しでも多くのアイテムを回収しようと考えるに決まっている。

　やがて岸きし嶺みねたちは回収地点のビルの入り口にたどり着ついた。高さは四階建てぐらいだろうか。周辺の他ほかの建物と比べても低いぐらいだが、屋上は広くヘリがやってくるだけのスペースがあり、そこが回収地点になっている。

「あたしはあっちのビルに回るわ！」

　杉すぎ鹿しかが目的地とは別のビルへ駆け出した。一人ひとり遠く離れたところから敵を狙う。スナイパーとしては当然の動き方だし、敵の意表を突くこともできる。このゲームでは、常にＰＴ四人が一緒に行動していると考えるのが自然だ。一部のスキル効果は周囲の味方にも及ぶし、たとえ自分が倒されても、仲間が近くにさえいれば助け起こしてもらえるのだから。他ほかのＰＴからすれば、一人ひとり離れた所にいるスナイパーの存在にはなかなか気付きづらいはずだった。

「了解、気を付けてくれ。わたしたちはビル登りだ。早くいこう」

　ヘリ到着まで一分を切った。ヘリが到着すれば、恐らく屋上は大混乱になる。それまでに屋上に到着し、周辺状況を把握して態勢を整えておきたいところだった。

　岸きし嶺みねたちは階段を駆け上がり、屋上に出た。予想通りそこは他ほかのＰＴで溢あふれかえっていた。

「壮観だな！　このサーバー全員集まってそうだ！」

　瀬せ名な先生の指摘通り、ざっと見ても二〇人は超えているように見える。しかも彼らは、戦闘中だった。ただし、戦ってる相手はＮＰＣだ。

「ＮＰＣがかなりいる！　ＰＣ対ＮＰＣの戦争中みたいです！」

　回収地点にはよくＮＰＣがいることがある。その光景は珍しいものではない。

「どうします？　僕たちどっちにつきましょう？」

「決まってる、今はＰＣだ！　味方が来たとアピールしておく好機だからな！」

　汚いと思った。ここでＮＰＣと共にＰＣに襲いかかるという手もある。しかしあえてＮＰＣを一緒に倒すことで味方のフリをするというのだ。襲いかかるにはまだ別の好機があると。

　ＮＰＣも決して弱くはなかったが、ＰＣの数はそれ以上に多かった。勝敗は明らかで、一秒ごとに戦況はＰＣ側に傾き、ＮＰＣはすぐに全滅した。

「ヘリ到着まであと一〇秒！　みんな、アイテム拾って体勢の立て直しを！」

　ＮＰＣの戦い直後はやることが色々ある。残弾の確認、ＨＰが減っていれば回復スキルや回復アイテムの使用。当然倒したＮＰＣから弾やアイテムを拾う必要もある。

　それをいつ他ほかのＰＣが襲ってくるかも分からない状況で、ヘリがやってくる一〇秒の間にやり終えなければならないのだ。決して広くない屋上は、うごめくＰＣで大混雑した。

　だが、さすが大会参加のゲーマーたちである。誰だれが号令をかけたわけでもないというのに、ヘリが到着する直前までには全ＰＣたちがアイテムを拾い終え、傷を回復させ、綺き麗れいにＰＴごとに手近な障害物の陰に隠れた。

　やがて、ついにヘリが到着し、アイテム回収用のロープが垂れ下がる。

　とはいえ、最初は誰だれも動かなかった。当然だ、アイテム吊つり下さげ作業に入ると完全に無防備状態になる。周囲にこれだけＰＣがいれば、誰だれが襲いかかってきてもおかしくはない。

　それでも、ヘリが滞在する時間は一分三〇秒しかない。しかもヘリの下ろしたロープにアイテムを吊つり下さげる作業には一〇秒必要だ。

　勝利のためには、動かざるを得ないのだ。残り三〇秒を切ったところで、ついに状況に変化が訪れた。

「動いたわ！」

　目ざとく杉すぎ鹿しかがその動きを察知する。

　一人ひとりのプレイヤーが、ヘリのロープに取りつき回収作業に入ったのだ。

「一人ひとりだけかな？　他ほかのプレイヤーはまだ静観してるみたいだけど」

「うむ！　あれは恐らく実験だな！　一人ひとりが生いけ贄にえとなり、裏切り者ローグになるプレイヤーがいるかどうか皆みなが様子を見ているのだ！　とするとここは我らも静観だな、もうしばらくすれば恐らく他ほかのプレイヤーも動き出すだろう！」

「確かに。みんな、もう少し様子を見よう。もし他ほかのプレイヤーが回収作業に入ったら一斉攻撃だ」

「分かりました」

　天てん道どうの言葉に、岸きし嶺みねはコントローラを握る手に力を込めた。一人ひとり目めの回収作業が無事終われば、この場に裏切り者ローグはいないと考えるＰＣも出てくるだろう。動き始めるとしたら、そのときだ。

　ヘリがいる時間が残り一五秒を切った。もう回収作業をするとすれば今しかない。ついに、他ほかのプレイヤーも動き始めた。最初は二人ふたり、次に三人と一気に五人ぐらいのプレイヤーがロープに取りつき回収作業を始めようとする。

　天てん道どうは躊躇ためらわなかった。

「今だ！　今しかない！　射撃開始！」

「ひゃっはー！　皆みな殺しだ諸君！」

　やることは簡単だった。ヘリから吊つり下さげられたロープに取りついているＰＣたちに、持てる最大火力を叩たたき込こむのだ。

　岸きし嶺みねはスタングレネードを叩たたき込こんでから、通常のフラググレネードを放り込んだ。

　回収ポイント周辺はたちまち大混乱に陥った。しかも、攻撃を行ったのは岸きし嶺みねたちだけではない。現場に居合わせた他ほかのＰＴにも不届き者がいたらしく、予想以上の火力が叩たたき込こまれる。

　回収作業を行っていた五人ほどのプレイヤーは、そのほとんどが地面に倒れ伏した。

　だが、そこからが地獄だった。

　倒されたプレイヤーの仲間たちは、襲撃されることを予期していたのだろう。すぐさま全体回復のスキルを使い、倒れた仲間たちを起こした。

　倒れていたプレイヤーたちは当然物陰に隠れようとする。裏切り者ローグと成り果てた他ほかのプレイヤーたちは、当然それを許さず銃弾の雨を叩たたき込こむ。

　五人のうち、一人ひとりが逃げ切れず倒された。だが残る四人は物陰に隠れることに成功した。よくもやったなと言わんばかり、裏切り者ローグＰＴとの銃撃戦が始まる。

　岸きし嶺みねたち裏切り者ローグＰＴは二つ、それに対して正しいディビジョンＰＴは三つほどだろうか。合計二〇人近いＰＣによる銃撃戦である。

　それはまさに戦争であり、岸きし嶺みねたちが望んだ混こん沌とんそのものだった。岸きし嶺みねたちも当然無事ではいられない。一人ひとりが倒れ、一人ひとりがそれを助け起こし、その間に別の一人ひとりが敵を倒し──そんなことが一○秒の間に何度も起こる。

　もちろんアイテム回収どころではない。ついにこのとき、ヘリが滞在時間を終え、飛び上がる。

　アイテム回収に失敗したディビジョンたちには悪夢の知らせだった。もう次のヘリを呼んでいる時間はないからだ。

　それが分かっているのだろう、もう争う理由はどこにもないというのに、敵は岸きし嶺みねたち裏切り者ローグへの攻撃の手を緩めなかった。八つ当たりである。

　その攻撃は凄すさまじく、人数で劣っていた岸きし嶺みねたち裏切り者ローグＰＴは次第に劣勢に陥っていた。

「このまま時間切れまで戦ってもいいが、やられて終わるのもシャクだ！　諸君、ここはいっそスタコラサッサと逃げよう！」

「いいわねそれ！」

「よし、じゃあ逃げるぞ！　三、二、一！」

　天てん道どうの秒読みが終わると同時に、岸きし嶺みねたちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。だがそれは当然ながら危険な行為でもある。敵に背中を見せ、しかも一切応戦しないのだから。

　敵はここぞとばかりに攻撃を続け──岸きし嶺みねだけが倒れた。

「あ」

　当然、誰だれにも助け起こす余裕などない。他ほかの三人は岸きし嶺みねが倒れたことを知ってか知らずか、スタコラサッサと逃げていった。別にこの局面では自分の生死などどうでもいいが、少し寂しい幕切れでもあった。

『ここでタイムアップ！　第一試合終了です！』

　司会の大たい河が伊い佐さ美みの声が響き渡り、会場は歓声と悲鳴で満たされた。

『いやー、最後はどの地域も非常に大きな争いが発生して見み応ごたえがありましたね！　現在スタッフが結果を集計しています。結果が出るまでしばらくお待ちください』

「だ、大丈夫かな？　それなりにうまくいったような気がするけど」

　心配性の岸きし嶺みねとしては、平静ではいられない。

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶではこういうとき、女性陣の方が肝が据わっている。

「ま、なんとかなったでしょ。最後のアイテム回収を潰せたのが大きかったわ」

「そうだな。立ち回りの勝利だ」

　杉すぎ鹿しかも天てん道どうも勝利を微み塵じんも疑っていなかった。そして彼女たちの予想は正しかった。

『第一試合の集計結果が出ました！　それでは発表していきます、第一試合の突破チームは──まず〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チーム！』

　大たい河が伊い佐さ美みの結果発表にやたらと喜んだのは岸きし嶺みねぐらいで、残りのメンバーはさも当然と言わんばかりの態度でその報告を受け入れたのだった。
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　それからも第一回戦は順調に続いた。一度に数十人が参加し、しかも一定時間内に入手したアイテム数で勝敗が決まるというルールのためだ。延長戦など起こりようもなく、ペースは非常に早かった。

『ただいまの対戦を持ちまして、第一回戦終了です！』

　第一回戦第四試合が終わったところで、大たい河が伊い佐さ美みの元気な声が響く。

『どうぞステージ上のモニターにご注目ください！　第一回戦を突破したチームはこちらの一六チームになります！』

　モニターにチーム名が表示された。当然現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの名前がある。一方で、見知った名前もたくさんあった。

「あ、〈神々の黄昏ラグナロツク〉残ってる……」

　当然のように権ごん田だ原わらたちは勝ち残っていた。

「駿河するが坂ざかと甲か斐いヶが原はらも残ってるな。順当と言えば順当だが、ここからが大変そうだ」

「あんた、セリフとは裏腹に楽しそうね」

「まあな。なんだか燃える展開だからな」

　杉すぎ鹿しかの指摘を、天てん道どうは否定しようともしなかった。

『それではこれより第二回戦を始めます！　とにかくまず皆みなさんが真っ先に知りたい競技種目を発表しましょう！　準決勝で使用されるゲームは──』

　大げさにタメを作ってから、大たい河が伊い佐さ美みはモニターを振り返った。

『オーバーウォッチです！』

　会場はどよめいた。

　だが、それは驚きによるものではなく、どちらかと言えば「やっぱりそうか！」と言ったどよめきだった。

　オーバーウォッチ。ジャンルはＦＰＳだ。

　ただし、並みのＦＰＳではない。たとえばオーバーウォッチは、発売後わずか一か月で全世界のプレイ人数が一〇〇〇万を超えたことで有名にもなった。

『わずか一か月で一〇〇〇万ユーザーというのは並大抵のことではない！　しかもＦＰＳと言えばＨａｌｏ、ＣＯＤにＢＦとすでに多くの有名シリーズがある！　その続編ならいざしらず、完全新作でＦＰＳ市場へ殴り込み、そして実績を残したのだからな！』

　とは瀬せ名な先生の解説である。

「予想通りだな。今どきシューティングゲーム大会と言えば、やはりオーバーウォッチは外せないようだ」

　天てん道どうの言葉に、杉すぎ鹿しかも頷うなずいた。

「そうね、周りもみんな似たような反応よ。どのチームもしっかり練習してそうだわ」

「いいじゃないか。そうなれば最後にモノを言うのは実力だ」

「でもオーバーウォッチって基本六対六ですよね？　どういう対戦形式にするんでしょう？」

　岸きし嶺みねの疑問に答えるように、大たい河が伊い佐さ美みの解説が始まっていた。

『続いて今回のルールについてご説明しましょう！　まずゲームモードはコントロール！　特定のエリアを一定時間占領し続けたチームがラウンド獲得となり、二ラウンド先取したチームが勝利となるモードです！　またご存じのようにオーバーウォッチは六対六。そこで各チームから三人を選出、他ほかのチームとランダムでペアを組むことで六人チームを作ります！』

　会場はどよめいた。

「四人チームから三人選出か」「運営も色々やるな」「オーバーウォッチならそうするしかねえよな」

　そんな声があちこちから聞こえてくる。六人用のゲームを四人チームで行うとなれば、そういうルールにせざるを得ないのだろうと。

『ただし！　各チームから選出される三人は、運営側でランダムに選出します！　また、参加できなくなる選手はラウンドごとに必ず変わります！　ご了承ください！』

「あれ？　ええと、どういうことでしょう？」

　一瞬言葉の意味を図りかねる。疑問に答えたのは天てん道どうだった。

「コントロールモードだと最低二ラウンド、最大三ラウンドやることになるだろう？　その度に休みのメンバーは変わるってことだろう。そして誰だれを外すかをわたしたちが決める必要はないということだ」

「ああ、なるほど。当然かもしれませんね」

　さすがにチーム内で誰だれを外すかの相談をさせるほど、運営も鬼ではないらしい。

『それでは早速準決勝第一試合出場のチームを発表します！　呼ばれた四つのチームの皆みなさんはどうぞ壇上へお上がりください！　ではまず……〈神々の黄昏ラグナロツク〉チームの皆みなさん！』

　会場はわずかにざわめいた。優勝候補の筆頭がまず呼ばれたからだろう。

「ううむ、嫌な組になりそうだな！　同じチームになるならともかく、敵に回したくはないしな！」

「ちょっと先生やめてください、それ完全にフラグですから」

「やめてよ岸きし嶺みね！　よりにもよってあんたがその指摘すると、マジでフラグ立つから！」

「そ、そう言われても……」

　そして結果的に杉すぎ鹿しかの指摘は正しかった。

『続いて〈甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶ〉、〈駿河するが坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ〉、最後に〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チームの皆みなさん、壇上にお上がりください！』

　大たい河が伊い佐さ美みはまんまとこのタイミングで現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの名を口にしたのだ。

「駿河するが坂ざかに甲か斐いヶが原はらもか。見事に知り合いのチームばかりだな」

「でもこれ、いよいよ権ごん田だ原わらが敵になりそうな予感しかしないんだけど」

　杉すぎ鹿しかの懸け念ねんは誰だれも否定できなかった。

　間もなく壇上に四つのチームメンバーたちが立った。総勢一六人、結構な人数である。しかも岸きし嶺みねたちからすれば、全員知り合いである。駿河するが坂ざかの一いち条じよう姉妹しまいや白しら滝たきたちと自然に目が合う。白しら滝たきはいつもの無表情な顔だが、相変わらず決着をつけられる日を待ち望んでいるかのようだ。それは甲か斐いヶが原はらの祇し方ほう院いんも同様で、岸きし嶺みねに敵意を隠さなかった。

『なんだかずいぶん華やかな壇上になりましたねー』

　大たい河が伊い佐さ美みが指摘するのも当然だった。駿河するが坂ざかに甲か斐いヶが原はら、それに伊い豆ず野の宮みやも加わった結果、壇上は女子の参加者ばかりとなったからだ。

『では早速ＡチームとＢチームを発表します！　まずＡチームは〈神々の黄昏ラグナロツク〉、〈甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶ〉の皆みなさんです！』

「やったー、兄にいちゃんと同じチームだー」

　偶然ではあろうが、兄妹きようだいが同じチームになった形だった。

「ホントに〈神々の黄昏ラグナロツク〉チームが敵になっちゃいましたね……」

「こればかりは仕方ない。となると、わたしたちは駿河するが坂ざかと組むわけだ。面おも白しろくなってきたな」

　そう言う天てん道どうは本当に楽しそうだった。

「あんたはこういうシチュエーション好きそうだからいいわよね……」

　伊い豆ず野の宮みやと何度となく争ってきた駿河するが坂ざか。その駿河するが坂ざかと今回は手を組み、より強大な敵である権ごん田だ原わらたちと戦うことになるのだ。シチュエーションだけを見れば確かに燃えそうではある。

『さて、続いて各チームに三人のメンバーが書かれた紙を配布します！　名前が書かれていた参加者の方はどうぞ前へ！　一分の作戦タイム後に試合スタートです！』

　今後の予定があるのか時間は無駄にできないようで、テンポよく試合の準備は整えられていった。

　岸きし嶺みねたちの元にも係員から一枚の紙が手渡される。

「わたしたちの出場メンバーは……まず岸きし嶺みね以外の三人だな。二ラウンド目はわたしが抜け、三ラウンド目は瀬せ名な先生が抜けることになる」

「あ、僕一ラウンド目は休みですか」

　残念と思う反面、少し安あん堵どしてしまう岸きし嶺みねだった。

「あんた、まさか安心してないでしょうね？　ぼーっとしてる暇なんてないわよ、二ラウンド目は必ず来るんだから。今の内に敵の動き方でもしっかり把握しときなさい！」

「そ、そうだね」

　杉すぎ鹿しかにズバリ心境を言い当てられてしまう。最近、杉すぎ鹿しかにはいつも鋭い指摘をされてばかりのような気がした。

　だが杉すぎ鹿しかの言ってることはもっともだった。ゲームに参加して分かることと、ゲームを第三者の視点から見て分かることはそれぞれ違う。見学に回るからといって、ぼーっとしてはいられないのだ。

「よりにもよってあなたたちと共闘とはね。運営も妙なことしてくれるもんだわ」

　いつもと違う神妙な表情で話しかけてきたのは、駿河するが坂ざかの部長、一いち条じようだった。普ふ段だんはいつも敵対していることもあり、初の共闘となる今回は彼女も感慨深いものがあるらしい。

「ああ、こちらこそよろしく頼む。時間が惜しい、早速作戦会議を始めるか？」

「ええ、もちろんよ」

「分かった。じゃあ岸きし嶺みね、行ってくる」

「はい、頑張ってください」

　天てん道どう、杉すぎ鹿しか、瀬せ名な先生の三人は、一いち条じようたちと車座になった。向こうのメンバーは部長の一いち条じようと眼鏡めがねをかけた副部長の泉いずみ、それから一いち条じようの妹の珠たま美みの三人らしい。

「あら、あなたも余ったのね」

　そう話しかけてきたのは、駿河するが坂ざかの最後の一人ひとり、白しら滝たきだった。

「あ、白しら滝たきさんも今回は見学なんだね」

　白しら滝たきがやってくると岸きし嶺みねはいつも動揺してしまう。スパIVＡＥの勝負で半ば偶然ながらも勝ってしまって以来、彼女にはいつもつけ狙われているかのような感覚があるのだ。

「でも次のラウンドはわたしたち二人ふたりとも参加になるわね。よろしく」

「ああ、うん、よろしく」

　スパIVＡＥでも無類の強さを誇った白しら滝たきが、今回は味方になる。なるほど面おも白しろくなってきたという天てん道どうの気持ちが少し分かる。権ごん田だ原わらと戦うことになったわけだが、こんなに心強い味方もいない。

　問題の〈神々の黄昏ラグナロツク〉チームは《勝利狂いマツド・ドラツガー》とバレッタ、それからロートリストの三人のようだ。〈甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶ〉は祇し方ほう院いんと、それから双子の部員だ。

「おや、君も今回は見学かい？」

　声をかけてきたのは、誰だれあろう権ごん田だ原わらだった。

「え、権ごん田だ原わらさんもですか」

「ま、こればかりは仕方ないね。まあいいさ、次のラウンド以降、僕たちは全部出られることが確定してるわけだし。今回はお互いゆっくり見学に回ろうじゃないか」

「はあ、そうですね……」

　見学を通していかに相手の戦い方を研究できるか。思わぬところで権ごん田だ原わらと勝負になった形である。これはこれでプレッシャーだった。

『準備が整ったようです！　それでは準決勝第一試合、早速始めましょう！　まずマップはこちらです！』

　ステージの大きなモニターに、綺き麗れいな青空と美しい町並みが表示された。マップ名は〝ILIOS〟。ギリシャを舞台にしたマップだ。白や青色の綺き麗れいな家が立ち並ぶ海沿いの村、あるいはギリシャらしい遺跡発掘場所を戦場として、中央に設置された占領エリアを奪い合うことになる。

　合計一二人のプレイヤーは、まずキャラクターの選択画面に入った。

　オーバーウォッチというゲームは、もはや新規参入の余地がないと思えるようなＦＰＳというジャンルにおいて、全世界ユーザー数二〇〇〇万を軽々と達成したとんでもないゲームだ。それには明白な理由がある。単純に面おも白しろいからだ。

　特に特徴的なのは、個性溢あふれるキャラクターたちだろう。オーバーウォッチでは、二〇人を超えるキャラクターから一人ひとりを選択してプレイすることになるが、その全員がまず四つの役割ロールのいずれかを割り振られている。オフェンス・ディフェンス・タンク・サポートだ。ただし、同じオフェンスのキャラクターであっても能力はまったく違う。

　たとえばオフェンスの一人ひとり、ソルジャー76はアサルトライフルを装備し、アビリティとしてスプリント、ヘリックス・ロケット、バイオティック・フィールドを持つ。ようするにダッシュとロケットランチャーと範囲回復だ。ＦＰＳファンに分かりやすく言えば、ロケラン付きアサルトライフルと救急ボックスを持った突撃兵で、堅いタンクキャラなどと一緒に前進し、じっくりと戦線を押し上げるのが得意だ。だが一方で、堅いキャラやこちらより瞬間火力が高いキャラには弱い。

　同じくオフェンスの一人ひとりであるゲンジは、手裏剣を投げ、刀で敵を切ったり弾を跳ね返したりとまったく異なった戦い方をする。ゲンジは継続的な火力という点ではソルジャー76に劣るが、弾を跳ね返すアビリティのおかげで、一部のキャラには非常に強い。

　リーパーという死神のような見た目のキャラならば使用武器はショットガン。当然のように、射程は短いが近距離では非常に強い。またアビリティとして、一定時間攻撃できなくなるが敵の攻撃も受けつけなくなる無敵移動ができ、また数秒の詠唱時間後、視界内の指定した場所へテレポートすることもできる。つまり、裏取り専用キャラだ。テレポートで敵の後ろへ回り込み、柔らかいサポートを倒し、無敵移動技でやられる前に逃げるという戦い方になる。

　このように、同じオフェンスキャラでも、性能はまったく違う。また、キャラクターによっては得意とするキャラ・苦手とするキャラが必ずいる。これはディフェンスやサポートなど他ほかの役割ロールも同様だ。つまりキャラを選択するに当たっては、味方や敵チームに合わせた選択が必要になる。

　天てん道どうたち一二人のプレイヤーは、慎重にキャラを選んでいった。情勢によっては、全員ディフェンスや全員タンクという極端な戦法で勝てることもあるゲームだが、さすがにそんな冒険には出られないのだろう。両チームともオフェンス・ディフェンス・タンク・サポートを一人ひとり以上入れたバランス重視の編制だ。

　ただ、両軍ともサポートにはルシオというキャラクターを採用していた。ラジカセでも持っていそうな陽気な黒人といった見た目のルシオは、音波での攻撃や味方支援を行うキャラだ。一定範囲にいる味方のヘルス──ようするにＨＰ──を回復したり、移動速度を強化することができる。また自己防衛手段として、敵を吹っ飛ばしたり壁面を移動したりとトリッキーな動きも可能だ。一つの占領エリアを奪い合うというルールにおいては、自然と多くのキャラが一箇所に集まるため、範囲回復は非常に効果が高い。ルシオの選択は当然だった。

『両軍、キャラクター選択も終わったようですね。それでは準決勝第一試合、始まりでーす！』

　最初のラウンドが始まった。舞台は家が立ち並ぶ村落。スナイパーよりもショットガンが猛威を振るう市街戦だ。両軍のスタート地点の中央あたりに広場があり、その傍そばの小屋が占領地点だ。

　当然ながら、最初は敵の姿も見えないので静かなスタートとなった。両軍ともルシオの範囲バフを使い、移動速度を強化して中央を目指す。

　まもなく占領地点のあるエリア中央付近へ両軍が集まり始めた。

　たちまち大乱戦の開始だ。まずタンクの役割ロールを持つキャラが前に出て、敵の注目を集める。タンクのキャラは他ほかのキャラより大きく、機動性も決してよくない。つまり被弾しやすいのだが、総じてバリアやヒールといった生存手段を持っている。おまけにヘルスも高いので、なかなか死なない。

　そしてタンクキャラが注目を集めている間に、他ほかのキャラは次の行動に出る。サポートは主にタンクキャラの回復だ。中距離アタッカーは味方タンク越しに敵のヘルスを削りとろうとし、機動力のあるキャラは敵の横や後ろに回り込こもうとする。

　敵のタンクを倒せれば一気に戦線を崩壊させられるが、サポートのいるタンクはそう簡単に倒せない。むしろ倒すべきは柔らかい敵サポートだ。サポートがいなければタンクを始め多くのキャラが長く前線に留とどまるのが難しくなる。戦局は一気に優位に傾くだろう。

　オーバーウォッチでは六対六という人数で対戦を行うことになるが、なぜその人数にしたのかは、やれば分かる。絶妙にバランスが取れているのだ。オフェンスやサポートなど、一人ひとり一人ひとりが自分の責任を果たせば勝利できる、そんなギリギリの数字が六人なのだ。これ以上増えれば一人ひとり一人ひとりの存在感が大きく薄れるだろうし、逆に減れば個々の責任が大きく増し、たとえば初心者が気楽に参戦できる状況ではなくなる。

「んー、これはキャラ選択を失敗したな」

　権ごん田だ原わらが苦い顔をしながら隣で呟つぶやいた。

　優勢だったのは、天てん道どうたち──すなわちＢチームだった。Ａチームは、ラインハルトという巨大な盾──バリア・フィールドを持ったタンクキャラを先頭に立たせ、その後ろからアサルトライフル持ちのソルジャー76、グレネードランチャー持ちのジャンクラットが中距離攻撃を仕掛けるという布陣だった。

　それに対し、天てん道どうたちＢチームはザリアというタンクキャラでまず敵の注意を引きつけつつ、機動力の長けたリーパーやトレーサーといったオフェンス、さらにもう一人ひとりディーヴァというタンクで敵の背後を取り、挟撃するという戦法だった。

　この構成が、うまく作用した。

『おおっと、Ｂチームはトレーサーが大活躍！　ラインハルトの盾をものともしない戦いです！』

　会場が沸いた。トレーサーは時を操る二に丁ちよう拳けん銃じゆうの使い手だ。数メートル先に瞬間移動するブリンクというアビリティと、数秒前の位置と状態に戻るというリコールのアビリティを持つ。リーパーというキャラも瞬間移動は使えるが、トレーサーのそれはまったく別ものだ。ボタンを押した瞬間、数メートル先に一瞬で飛ぶ。ＦＰＳゲーマーならそれがどれだけ強いアビリティかは瞭りよう然ぜんだろう。敵への接近、逃亡、回避とあらゆる局面で大きな効果を発揮する。もう一つ、数秒前の状態に戻るリコールというアビリティも非常に特殊で、ブリンクで前にワープしたかと思えば瞬時にさっきいた場所に戻るため、簡単に相手の視界から逃れ、さらに受けたダメージすら数秒前の状態に戻るので、体力の回復にも使える。

　そんなピーキーなキャラを操るのは天てん道どうだった。ブリンクで瞬時に敵ラインハルトのバリア・フィールドをくぐり抜け、無防備な後方からパルス・ピストルの連射を叩たたき込こむ。バリア・フィールドは正面からの攻撃には非常に強いが、回り込まれ、接近されると非常に弱いのだ。

　当然敵は天道トレーサーに攻撃を集中させようとする。トレーサーは全キャラ随一の機動力を持つ反面、耐久力は最低クラスだ。集中攻撃を受ければ一秒と持たないが、全員の攻撃が命中するよりも早く、リコールのアビリティを使用。パッとその場から消え、数秒前の位置と状態に戻る。

　ラインハルトがやむなく巨大なバリア・フィールドを向ける方向を変える。だがそれは正面からの攻撃が防げなくなることと同じだ。すかさず他のキャラクターからの攻撃が突き刺さる。

　ルシオの回復では間に合わない。敵のラインハルトが倒れた。攻撃を受け止めるタンクがいなくなればエリアの占領は難しい。先にエリア占領に成功したのは、Ｂチームだった。

「やった、さすが部長！」

　岸きし嶺みねは思わず歓声を上げた。

　エリア占領に成功すると、Ｂチームの占領メーターが一％ずつ上がっていく。このまま占領を続け、一〇〇％になればこのラウンドは勝利となる。

　敵であるＡチームはエリアからＢチームのキャラをすべて排除し、占領し返さない限り負けだ。すぐさまＡチームの反撃が始まる。ただ、後方かく乱に特化したＢチームとの相性が悪いことは初戦で明らかになっている。Ａチームの面々はすぐさまキャラクターを変えた。

　だが、結果的にそれでもＢチームの有利を覆くつがえすには至らなかった。

　このゲームではすべてのキャラクターがアルティメット・アビリティという強力な技を持っている。アルティメット・アビリティは敵に攻撃を当てる、時間経過などでアルティメット・チャージが溜たまっていき、一〇〇％になれば使用できる。効果はどれも戦局を一変させるような強力なものばかりだ。

　天てん道どうたちＢチームは、開始初期にＡチームとの交戦で優位に立っていたことからアルティメット・チャージが早く上昇していた。しかもアルティメット・チャージは、相手に倒されても減ることはないものの、試合中に自分が使用するキャラクターを変更するとゼロになってしまう。Ａチームはキャラを変えた結果、アルティメット・チャージで大きく後れを取った。

　その差が大きく響いた。Ａチームは後方かく乱タイプの天てん道どうたちＢチームに対し、全方位バリアを持つザリア、敵にスタンを与えて足止めできるマクリーなどを主力に構成を変更した。その効果は充分で、一時は後方に回り込んでいた天道トレーサーを倒すことに成功、すかさず攻勢を強め占領エリアで激しい争奪戦が始まった。天道トレーサーが再出撃リスポーンし、戦場に駆けつけるまでまだ数秒はかかる。人数差で不利になったＢチームはじりじりと防戦一方となり、見学していた岸きし嶺みねを焦あせらせた。

「大丈夫、うちの部長のアルティメットが溜たまってるから」

　そんな岸きし嶺みねを安心させるように、隣の白しら滝たきはそう平然と呟つぶやいた。
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　事実、彼女の予言通りになった。攻勢を強めるＡチームは間もなくエリアの占領を開始。そのとき、占領エリアの上から丸みを帯びた大きなロボットが落ちてきた。タンクのディーヴァというキャラだ。

『とっておきい！』

　軽快なセリフと共に、ディーヴァが乗っていたロボット──正確にはメック──からパイロットの美少女キャラが飛び降りる。そして無人になったメックは、Ａチームのただ中で強い光を発し始め、爆発した。

　ディーヴァのアルティメット・アビリティだ。一定範囲にいるすべての敵に高いダメージを叩たたき込こむその技は、狭い陣地の取り合いでは最大限の効果を発揮する。

　エリア占領のため固まっていたＡチームは、その一撃から逃れることができなかった。サポートを含む数人が倒され、人数差は一変した。

『これは見事に決まりました！　Ｂチーム、ディーヴァのアルティメット・アビリティで見事に危機を脱出です！』

「ほらね」

　白しら滝たきはいつも通り淡々としていたが、なんとなくいつもより誇らしげにも見えた。あまりチームワークというものを重視しているように見えない彼女だが、やはり味方の活躍は嬉うれしいのかもしれない。

　その後も権ごん田だ原わらのいないＡチームは果敢に攻撃を仕掛け、一度はエリアの奪還を果たした。しかし、急造チームによる影響か、あるいは権ごん田だ原わらがいないせいか、Ａチームの動きは突出していいというわけではなかった。展開は一進一退。その結果、序盤のリードが有利に働いた。

『おっと、ついにＢチームの占領進捗率が九九％に到達しました！　オーバータイム突入です！』

　オーバータイム。ようするに延長戦だ。現在占領エリアは天てん道どうたちＢチームが占領しているが、Ａチームのメンバーも何人か占領エリアに足を踏み入れており、争奪戦の真っ最中だ。この状態でＢチームの占領進捗率が九九％に達しても、エリアから敵全員を排除し、一定時間が経過しない限りラウンドは終了しない。逆にＡチームには最後の占領チャンスが与えられることになる。

　だが、Ａチームがオーバータイムを維持するためには、誰だれかがずっと占領エリアに足を踏み入れ続ける必要がある。必然的に行動が阻害されるため、すでに占領しているＢチームが有利なことは間違いない。そのせいだろう、Ａチームは戦力をすり減らし──結果的にＢチームが残った。

『オーバータイム終了！　一ラウンド目を取ったのはＢチームです！』

　大たい河が伊い佐さ美みの声に、会場から歓声が上がる。

「やるね。僕のチームがああもあっさりやられるなんて」

「ええ、それはもう、僕の仲間も強いですから」

　権ごん田だ原わらの言葉に、岸きし嶺みねは堂々と言って返した。

　ただ、ラウンドを取られたというのに権ごん田だ原わらが動揺している様子はまったくない。チームを信じているのか、このあと逆転できると思っているのか、あるいはその両方だろう。

『それでは引き続き二ラウンド目に入りますが、ここでメンバーの交代です！　恐れ入りますが指定された選手は交代をお願いします！』

「さて、これで僕たちも参戦だね。これから二ラウンド、お手柔らかにね」

　権ごん田だ原わらは気き障ざったらしくそう言ってのけた。

　次のラウンドでＢチームが再び勝利すれば、三ラウンド目はこない。だが権ごん田だ原わらは、そんな可能性は微み塵じんも考えていないようだった。

「……覚悟はしてます、受けて立ちます」

「ああ、そうこなくちゃ。それじゃあ次は戦場で」

　と、チームの元へ歩いて行った。

「なんなのあのわざとらしい気き障ざっぷり。キャラ作ってるのかしら？」

　権ごん田だ原わらの背中を見つめながら、珍しく白しら滝たきの指摘が飛ぶ。

「キャラ作りは大事だって言ってたのは確かだけどね……。とにかく白しら滝たき、これからよろしく」

「本当はあなたとは敵同士の方がよかったんだけど。ま、仕方ないわ」

「そう言うとは思ったよ……。悪いけどそれはまた今度で」

　チームに合流すると、入れ替わる形で見学に回ったのは天てん道どうと一いち条じようの部長コンビだった。

「次は任せたぞ、岸きし嶺みね」

「はい、やってみます」

　次は部長がいない状態で戦わなければならない。だが誰だれかが抜ける以上、仕方のないことだった。

「というわけで次はこのメンバーだな！　さて、二ラウンド目の作戦を立てようではないか！」

　やはり一番の年長者ということか、瀬せ名な先生が作戦会議の口火を切った。

「一ラウンド目はどうにかなったわけだけど、二ラウンド目は権ごん田だ原わらが出てくるわ。どうしたもんかしらね」

「あの、権ごん田だ原わらって誰だれですか？」

　小さく手を挙げながら問いかけてきたのは、駿河するが坂ざかの副部長、泉いずみだった。

「ああ、本名言ってもわかんないか。《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》のことよ」

「へえ。本名、意外と普通な方なんですね……」

「君たち！　プライバシー情報を垂れ流すのは感心しないぞ！」

「ねえねえ、そんなことより作戦決めようよー」

　時間が限られていることもあってか、このチームでの最年少、一いち条じよう美み結ゆの妹の珠たま美みも仕切る側へ回った。

「岸きし嶺みね、白しら滝たき、あんたたちさっきの試合ずっと見てたんだからなにか思うところあるんじゃないの？」

「ええ？　うん、なくはないけど……」

　杉すぎ鹿しかの言葉に、岸きし嶺みねはひとまず自身の感想を口にする。

「とりあえずさっき横で見てた限りなんだけど、やっぱりＡチームはこっちに合わせてキッチリ適切にキャラを変えてたんだ。序盤のリードがあったおかげで勝てたみたいな感じだったけど、目立ったスキはなかったよ」

「さすがベテランチームってわけね。でもそれじゃ作戦なんて立てようがないわね」

「ま、仕方あるまい、作戦だけで勝てる相手などそうはいないからな！　やむを得ん、ここは役割分担だけはしつつ、各自一番得意なキャラを出して先に占領することを第一に考えよう！　とにかく序盤リードを持つことが有利なのは間違いない！　その後は敵のカウンターキャラを出しつつ応戦すれば、そう逆転されることもあるまい！」

「結局それしかないわね……。いいわ、それでいきましょう」

　あまり建設的とは言えなかったが、最終的には臨機応変な対応が求められるのがこのゲームなのだ。異論は出なかった。




　　　　　　　　　　２




「すいません権ごん田だ原わらさん。あとお願いします」

　一方権ごん田だ原わらは、二ラウンド目に見学に回るバレッタとハイタッチしていた。

「ああ、大丈夫。すぐまた出番が来るよ。しっかり僕たちの戦い見ていてくれ」

「分かりました、信じてます」

　チームの雰囲気は、決していいとは言えなかった。当然だ、あと一ラウンド取られれば負けなのだから。とりわけ妹たちが所属する甲か斐いヶが原はらの面々の表情は重い。

「さてみんな。端でずっと見てたけど、さっきのラウンド、敗因の理由はなんだと思う？」

「相性負けだろう」答えたのはロートリストだった。「最初のチーム編制でこちらのカウンターを突かれてそのままズルズルやられちまった。そんなとこじゃないか？」

「ああ、僕もそう思う。ずっと見ていた限りじゃ、個々の技量は決してこっちも負けてない。むしろこっちの方が上だと思う」

　ただし、僕たち〈神々の黄昏ラグナロツク〉のメンバーに限った話だけどね──という真実は、妹の手前口には出せなかった。

「ただ一方でチームとしての力は向こうの方が上のように思えたよ。臨時合同チームとは思えないチームワークだったね。そこで祇し方ほう院いんさん、提案なんだが。ここは僕たち〈神々の黄昏ラグナロツク〉の三人と、そちらの三人でそれぞれ後方かく乱とエリア占領に分かれるというのはどうだろう？」

　一ラウンド目を取られたことで、気後れもあるのだろう、祇し方ほう院いんは率直に頷うなずいた。

「異存はありませんわ。ではわたしたちがエリア占領を担当します。そちらは後方かく乱をお願いします」

　祇し方ほう院いんがそう提案してくれたことは、権ごん田だ原わらにとっては幸いだった。エリア占領より後方かく乱の方が難しい。どちらのチームが後方かく乱を担当した方がいいかは明白なのだ。

「分かった、じゃあ占領はお任せするよ」

　続いて権ごん田だ原わらは、ロートリスト、《勝利狂いマツド・ドラツガー》の二人ふたりを呼び集めて車座になった。

「二人ふたりとも、僕たちはできるだけトリッキーなキャラで敵の後方を刈り取ることに専念しよう。個人技で圧倒的するんだ」

「分かった、そういうことなら任せとけ」

　珍しく《勝利狂いマツド・ドラツガー》はいつもより俄が然ぜんやる気を見せていた。

「さっきは遠慮してディフェンスをやったが、今度はいつも通りやらせてもらおう。とりあえず俺おれはファラを使うぜ」

「おや、《勝利狂いマツド・ドラツガー》。一ラウンド負けたあとにしてはずいぶんやる気だね」

「ほら。今回女子高生と合同チームだろ？　いいところを見せたくて仕方ねえんだよ」

「ち、ちげえよ。そんなんじゃねえって」

《勝利狂いマツド・ドラツガー》は顔を真まっ赤かにしながら、小学生のような反論をした。

「ま、モチベーション上がる材料があるのはいいことだ。でも言っとくけど僕の妹に手を出すのは勘弁して欲しいね」

「いやそこはどちらかというと祇し方ほう院いんさんの方がいい」

「おまえそういう趣味だったのか……」

　ロートリストが呆あきれたように言う。甲か斐いヶが原はらの面々と違い、彼らに焦あせりは見られない。年季の差だった。ゲーマーにとって優勢・劣勢など珍しくもない。それどころか、ゲームによっては必ず一時的に劣勢になるよう設定されているものもある。一ラウンド取られたぐらいで動揺する必要はないのだ。

　この仲間となら負けない。権ごん田だ原わらもそんな気分になってくる。




　　　　　　　　　　◆




『両チーム準備できたようです！　それでは準決勝第一試合、第二ラウンド開始です！　ついに参加となった《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》選手、どのような戦いを見せるのか注目です！』

　大たい河が伊い佐さ美みの声に、会場は大いに盛り上がった。

　二ラウンド目が始まる。ステージは、ギリシャの遺跡発掘地域だ。南北に細長いステージで、さっきの町ステージに比べれば障害物も少ない。中央付近に遺跡発掘痕のような窪くぼ地ちがあり、そこが争奪エリアとなっている。当然ながら窪くぼ地ちにいれば周辺から集中砲火を受けることになりかねない。その集中砲火を受け止めつつ、なんとかエリアを占領しなければならない。

「さて、では諸君、狩りの時間だ！」

「壁やるわ。攻撃は任せる」

　岸きし嶺みねたちＢチームの先頭を切るのは、白しら滝たきのラインハルトだった。このステージでは激しい集中砲火が予想される。前方からの攻撃に対し、絶大な防御力を誇る盾バリア・フイールドを持っているラインハルトの選択は適切な判断に思えた。

「了解、続くよ」

　岸きし嶺みねが選択したのはソルジャー76だ。特徴的なキャラの多いオーバーウォッチにおいて、もっとも標準的と言えるキャラである。そのロケットランチャー付きアサルトライフルは、多くのＦＰＳでそうであるように遠近両方でそれなりの威力を発揮する。アビリティのスプリントは前線へ向かうのに便利だし、もう一つのアビリティは範囲回復。自分のみならず周囲の味方まで回復できる。まさに万能キャラだ。

「上空に敵がいるわ、ファラよ！」

　杉すぎ鹿しかから報告が上がる。

　ファラ。オフェンスのキャラだ。ロケットランチャーがメイン武器で、アビリティは大ジャンプと落下速度の軽減。ようするに空高く飛び上がり、ロケット弾をボンボン撃ってくるタイプだ。

「受け止める。迎撃よろしく」

「了解！」

　ファラが遠距離から放ってくるロケット弾を、白滝ラインハルトが盾で受け止める。そしてその背後から、岸嶺ソルジヤー76で攻撃。

　ソルジャー76は、ラインハルトと相性がいい。ラインハルトの大きな盾に隠れつつアサルトライフルの射撃で敵のヘルスを削り、自分とラインハルトをまとめて回復できるからだ。

　さらにアサルトライフルは着弾も早く、遠くの敵にも当たる。弱点があるとすれば、一発一発のダメージが小さいのでなかなか倒しきれないことぐらいだ。特にフワフワ空を飛行するファラを倒すのはなかなか難しい。

「くそ、半分削ったけど倒せない……」

　と、思った次の瞬間だった。後ろから銃弾が飛び、一瞬でファラを叩たたき落おとしたのだ。

「ま、あたしにとってはいいカモなんだけど」

　杉すぎ鹿しかだった。使用キャラはマクリー。西部劇に出てくるようなキャラで、回リ転ボ式ル拳バ銃ーのピースキーパーを持つ。それで長距離射撃をやってのけたのだ。

「相変わらず、マクリーで軽々と狙そ撃げきするなあ」

「真まっ直すぐ飛ぶ弾ならなんでもできるわよ」

　オーバーウォッチでは、スナイパーとしてウィドウメイカーというキャラがいるのだが、現在のバージョンでは攻撃力が低く、かなり使い辛づらい状況だった。その点マクリーも、一定距離以上離れた敵への射撃は威力がかなり下がるが、射撃の反動が少なく弾道も真まっ直すぐなため、スナイパーのように運用することも不可能ではない。杉すぎ鹿しからしいチョイスだった。

「よし、人数差がある今の内に敵をもう少し削るわよ！」

　白しら滝たきを先頭に、杉すぎ鹿しかと一緒に前進を続ける。間もなく、占領エリアである窪くぼ地ちが見えてきた。ただし、ラウンド開始初期はエリアの占領は不可能というルールがある。占領可能になるまでまだ数十秒あり、その間に更なる優位を形成する必要があった。

　と、敵の前衛も姿を現した。

「げ、あれは!?」

「まずい、敵もラインハルトよ！」

　なんでもできるソルジャー76にも、当然弱点があった。たとえば至近距離ならショットガン持ちのリーパーには勝てないし、範囲回復も本職サポートのそれとは比べものにならない。そしてなによりも、味方にラインハルトがいる分にはいいが、敵側にラインハルトがいると非常に活躍し辛づらくなるのだ。ソルジャー76の中ちゆう途と半はん端ぱな射撃ではラインハルトの盾を壊せないからだ。杉すぎ鹿しかのマクリーも同様である。

「しかも傍そばにルシオがいる！　ダメだわ、誰だれかルシオやってくれない限り睨み合いになるわね……！」

　ただでさえ堅いラインハルトの傍そばにルシオという回復役がいれば、いよいよお互い手が出せない。どうしてもまずサポートから倒す必要があった。

「任せたまえ、ゴリラの出番だな！」

　ここで前に出たのは瀬せ名な先生。使用キャラは遺伝子改良により生まれたゴリラ──ウィンストンだ。見た目も歩き方も完全にゴリラだが、全キャラでも一番の知能を持つとさえ言われるインテリである。

　役割はタンクだが、ラインハルトのような前線の維持はできない。その武器はテスラ・キャノン。射程距離は非常に短く、威力も低いが、前方の射程範囲内にいる敵すべてにヒットする。前方に相手を捕ほ捉そくしてさえいれば、エイムもほとんど不要という武器だ。

「ジャンプ・パック、使用！」

　瀬せ名な先生がアビリティを使用。ファラのようにもの凄すごい勢いでジャンプする。ただしファラは空高く飛んでいくのに対し、ウィンストンは前方に勢いよく飛んでいく。敵ラインハルトの頭上を簡単に飛び越えるほどだ。そして、敵の後方に入り込み、サポートに粘着して継続攻撃をするのがウィンストンの役割である。味方の援護も受けられない敵のど真ん中だが、ウィンストンはヘルスが高く、またジャンプ・パックで不意を突けるのですぐにはやられない。

「くっ、ダメだ、敵にゼニヤッタがいる！　後退する！」

　しかしすぐに瀬名先生ウインストンは逃げの一手を打たざるを得なかった。ゼニヤッタ。サポートだ。自身の攻撃力は高くなく、瞬ブ間リ移ン動クも使えず、またヒール能力も他ほかのサポートと比べると劣る。ただ、指定した敵にオーブをくっつけ、受けるダメージを増やすというアビリティを持っている。つまり、タンク殺しだ。敵のただ中に入ったゴリラがもっとも恐れるべき敵である。

　瀬名先生ウインストンはバリア・プロジェクターのアビリティを使用した。使用した場所に半径五メートルのドーム状のシールドを展開し、敵のダメージを防ぐというアビリティだ。本来は敵のただ中に飛び込んで使用することが多いが、逃げる途中で展開することで敵の追撃を防ぐという使い方もある。

　そのおかげで瀬せ名な先生はどうにか後退に成功したが、ヘルスは大きく減っている。ルシオの回復だけでは間に合わない、エリアのあちこちに出現する回復アイテムを取らないと、戦線には復帰できないだろう。

「敵の構成は分かったわね。ゼニヤッタにルシオ、ラインハルトにファラか。こんなの堅すぎてまずラインハルトはやれないわね」

「アルティメット溜たまるまではお互い膠こう着ちやくしそうだね……」

　岸きし嶺みねの推測は当たった。間もなく占領エリアが占領可能になったものの、エリアから完全に敵を排除しない限り占領はできない。お互いのラインハルトがエリアに居座り、戦況は完全に膠こう着ちやくしようとしていた。

　だが、異変は岸きし嶺みねたちの後ろで起こっていた。

「あ、まずい！　やられました、サポート死亡です、気をつけて！」

　注意喚起したのは、やや後方でルシオをプレイしていた泉いずみだった。

「トレーサー、それから……ゲンジに裏取られてます！」

「きゃー！　こっちもやられちゃった──！」

　もう一つの悲鳴は、メイというキャラでプレイしていた一いち条じよう珠たま美みである。

「え、一瞬で二人ふたりも!?」

「トレーサーとゲンジ相手じゃ仕方ないわ！　岸きし嶺みね、あたしたちで排除するわよ！　白しら滝たき、前しばらく任せたわよ！」

「シールドはまだ持つわ。お願い」

　前線をラインハルト一人ひとりに任せ、こちらの後方をかき乱している敵の撃破に回る。

　後方をうろつく敵の姿はすぐに発見できた。まず仕掛けてきたのはトレーサーだ。瞬ブ間リ移ン動クを繰り返して銃弾をバラ撒まきつつこちらに接近してくる。

　岸きし嶺みねもすぐさま攻撃に加わった。

　まずソルジャー76のアビリティ、バイオティック・フィールドを使用。一定範囲の味方を一定時間回復し続けるというアビリティだ。このアビリティを使いつつ敵と戦うことで、生存率を格段に上げることができる。ただでさえトレーサーのヘルスはソルジャー76より低い。撃ち合いなら負けない状況になる。

　ただ、トレーサーは機敏だ。瞬ブ間リ移ン動クを繰り返し、岸きし嶺みねの射線を見事に避けていく。

　それでも、こちらには杉すぎ鹿しかのマクリーがいた。フラッシュ・バンを当てることで一時的に敵の足を止められるマクリーは、トレーサーの天敵だ。

「フラッシュ、投げるわ！」

　満を持してマクリーはフラッシュ・バンを投とう擲てき。杉すぎ鹿しかの狙いに間違いはなく、確実に当たるコースだった。

　だがトレーサーは、フラッシュ・バンがヒットする瞬間消えた。

「消えた!?　リコールね!?」

　トレーサーには自らの時間のみを数秒巻き戻すというアビリティがある。飛んでくるフラッシュ・バンを見てリコールを使用、時間を遡さかのぼったのだ。

　追うべきか迷った。アビリティを使い果たした以上、トレーサーはすぐには攻撃を仕掛けられないだろう。白滝ラインハルト一人ひとりに任せている前線に戻るべきかとも思ったのだ。

　だが、こちらの裏を取った敵はトレーサー一人ひとりではない。

「やばい、撃たれた!?　岸きし嶺みね、ゲンジが右！」

　杉すぎ鹿しかが襲われた。トレーサーに気を取られているところにゲンジの射撃を受けたのだ。

　いや、それは正確には投とう擲てきというべきかもしれない。ゲンジの主力武器は三点バースト、もしくは三方向に同時投とう擲てきできる手裏剣だ。

　慌てて岸きし嶺みねも右を見る。全身を機械的なアーマーで身を包み、手裏剣を投げながら刀を抜こうとするゲンジの姿が見えた。

　杉すぎ鹿しかも当然迎撃する。ゲンジは全キャラ中唯一可能な二段ジャンプと壁登りを駆使して戦場を縦横無尽に駆け巡り、裏取りを得意とするオフェンスだが、ヘルスは低い方だ。本来ならマクリーと正面から戦えるキャラではない。

　だがフラッシュ・バンがクールダウン中のマクリーでは分が悪かった。ゲンジは手裏剣の連射で杉鹿マクリーのヘルスを減らし、そして──もの凄すごい速さで駆け抜けた。

「くっ、やられた！　岸きし嶺みね、あと任せるわ！」

　マクリーがやられた。ゲンジのアビリティ、風かぜ斬ぎりを喰くらったのだ。前方に素す早ばやく移動し、進路上の敵をすり抜けざまに斬り裂くというゲンジらしいアビリティである。

「くそっ！」

　杉すぎ鹿しかはやられこそしたものの、ゲンジのヘルスをかなり削ってくれた。トドメを撃つべく、岸きし嶺みねもアサルトライフルの射撃を加え、さらにヘリックス・ロケットのアビリティを使用。ようするにロケットランチャーで、当たれば非常に高いダメージを与えることができる。ダメージを受けているゲンジなどほとんど一撃だ。

　だが──岸きし嶺みねの放った銃弾とヘリックス・ロケットは、ゲンジが振るった刀により跳ね返され、岸きし嶺みねに当たった。

「しまった、木この葉は返がえし!?」

　ゲンジは敵の弾を跳ね返す人間離れしたアビリティを持つ。それを喰くらったのだ。

「くそ、僕もやられました！　つ、強いですこのゲンジ！」

　ゲンジはリーパーのショットガンすら全弾跳ね返す。だが跳ね返した弾を相手に当てるのは、簡単ではない。敵の銃撃が来るのを見越した上で木この葉は返がえしのアビリティを使用し、なおかつ相手を画面の真ん中に捉えていないと跳弾でダメージを与えられないのだ。それを乱戦の中でやるのは相当難しい。

「この動き！　絶対権ごん田だ原わらよ！」
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「まずい、人数差をつけられたぞ！　ここは占領を敵に許しても生き延びるのを優先した方がいい！」

　瀬せ名な先生の悲鳴が上がる。

　敵に倒された場合、リスポーンして前線に復帰するまで一〇秒以上かかる。その間、味方はずっと人数差というハンデを負わされたまま戦うことになり、各個撃破されるのは目に見えている。

「後退するわ」

　白しら滝たきのラインハルトがチャージのアビリティを使用した。文字通り前方に突進チヤージし、最初に当たった敵をガッチリ捕まえてそのまま壁に押し潰すという、頑強なラインハルトらしい強力なアビリティだ。威力も高く壁に押し潰せればほとんどのキャラクターを一撃必殺できるが、使いどころを誤ると敵のただ中に飛び込んでしまい、集中砲火を受ける原因にもなる。もちろんただ攻撃するだけではなく、前線への移動や後退にも使える。

　白しら滝たきの後退は正しい判断だった。前線に一人ひとり残されればラインハルトに生存の道はない。そして前線押し上げ役のラインハルトが倒されれば、再びリスポーンするまでこちらは前進する手段がない。

『ついにゲームが動きました！　先にエリア占領を果たしたのはＡチーム！　Ｂチームはここから巻き返せるでしょうか！』

　当然のようにＡチームがエリアを占領する。だがそれはもう仕方ないことだった。大たい河が伊い佐さ美みが解説したように、ここからどう巻き返すかが肝心なのだ。

「もう一回行こう！　わたしのメイならトレーサーもゲンジもやれるはずだし！」

　珠たま美みが元気よく言った。

　オーバーウォッチでは、各キャラにカウンターと呼べるキャラがいる。たとえば巨大な盾のようなバリア・フィールドを持つラインハルトは、盾を瞬時に飛び越えて後ろに回ることのできるトレーサーに弱い。そのトレーサーも、足止めを持つマクリーに弱い──と言った具合だ。

　ゲンジのカウンターは、珠たま美みが選んだメイだ。寒い地方からやってきたのか、モコモコに分厚い毛皮を着込み、眼鏡めがねが特徴的な女キャラクターである。武器は凍結スプレー。これは敵にダメージを与えつつ移動速度を低下させる効果があり、当て続けると最終的には凍結させることで完全に動きを止めることができる。ショットガンすら跳ね返すゲンジもスプレー攻撃は木この葉は返がえしで跳ね返せないし、ゲンジの生命線とも言える足を止めることもできる。

「うむ、私わたしも賛成だ、キャラ構成は決して悪くない！　フォーメーションだけ変えてどうにか戦おう！」

　瀬せ名な先生の号ごう令れい一いつ下か、岸きし嶺みねたちはラインハルトを先頭に戦う態勢を整え直した。

　メイはラインハルトのやや後ろに陣取ってもらい、その両翼を岸きし嶺みねのソルジャー76と杉すぎ鹿しかのマクリーで守る。メイの武器である凍結スプレーは、スプレー状に発射する以外にも、凍結ブラスターといってツララのようなショットを撃つこともできる。これでスナイパーのように後方から射撃しつつ、裏取りしてくる敵に備えようとしたのだ。

「敵は占領エリアの周囲に散らばり気味のようだ！　諸君、どうにか各個撃破に繫つなげるぞ！」

　このステージの占領エリアは窪くぼ地ちになっており、固まって守るには不適だ。かといって占領エリアから大きく離れるわけにはいかない。敵が周囲の障害物に隠れてこちらを迎え撃とうとするのは当然の判断だった。

「じゃ、行くわ」

　のっしのっしとバリア・フィールドを展開した白滝ラインハルトが前進を開始、その後ろに味方が続く。

　敵のラインハルトも姿を現し、二つのバリア・フィールドを挟んでの攻防が行われる。この間にどう敵を減らすかが重要だ。

「来ました、トレーサーにゲンジ！　わたしを守ってください！」

　泉ルシオが悲鳴を上げる。

　まず突っ込んできたのはトレーサーだ。得意の連続瞬ブ間リ移ン動クでみるみる距離を縮め、エネルギー弾を撃ちまくってくる。

　サポートであるルシオがやられれば消耗戦に勝てなくなってしまう。

　だが幸い、ルシオは壁滑りや敵を音波で吹っ飛ばすなど、敵を倒すには向いてないが自分を守る術すべは多いキャラだ。

　迎え撃つのは杉鹿マクリーだ。なんとかフラッシュグレネードを当てようと試みる。

　実際、杉すぎ鹿しかのエイミングにミスはない。フラッシュ・バンも見事にトレーサーとの衝突コースを取る。

　しかし、

「かわされた!?　リコール!?」

　百発百中の杉すぎ鹿しかだが、フラッシュ・バンが当たる直前にリコール──数秒前の位置に戻られてしまえば当てようがない。

「グレネード見てリコールしてるの!?　よくやるわ！」

　岸きし嶺みねとしても舌を巻く思いだった。フラッシュ・バンは投じられてから爆発するまで一秒とかからない。それを見てリコールを使用するなど、簡単なことではない。

　そこへ空中から敵のランチャーが飛んでくる。ファラだ。さっきは岸嶺ソルジヤー76と杉鹿マクリーの先制攻撃で簡単に倒せたが、周囲を敵に囲まれているこの状況ではかまっていられない。

　さらにさっきと同じように、満を持してゲンジが姿を現した。

　全キャラでゲンジただ一人ひとり可能な二段ジャンプと壁登りを駆使し、障害物に隠れながら接近してくる。

　もちろん岸きし嶺みねたちは迎撃しようとした。だが恐ろしくタイミングのいい木この葉は返がえしで、ほとんどの攻撃が弾はじかれる。

　それでも、木この葉は返がえしの有効時間はわずか二秒、しかもすべての攻撃を反射できるわけではない。

「凍らせるよー！」

　進み出たのは一いち条じよう珠たま美みのメイだ。ゲンジにメイン武器の凍結スプレーで攻撃する。これなら木この葉は返がえしでも反射できないし、スプレーなので攻撃範囲も広く、おまけに当てた相手の移動速度を低下させることができる。

　実際、ゲンジもさすがに手も足も出ず、そのヘルスは大きく減った。ゲンジはヘルス回復手段を持たず、しかも最大ヘルスも非常に低い。このまま集中砲火を当て続ければ簡単に倒せるだろう。

　しかしゲンジは逃げるどころか、もの凄すごい速度で突っ込んできた。

「え、消えちゃった!?」

「後ろよ！　風かぜ斬ぎりよ！」

　前方向へ一瞬で駆け抜け、切り払う風かぜ斬ぎり。メイの正面にいたはずのゲンジは、一瞬でその背後へと回り込み、岸きし嶺みねの目の前へと迫っていた。

　だがゲンジのヘルスはもうない。木この葉は返がえしも風かぜ斬ぎりも使えない。移動速度も低下している。

　岸きし嶺みねはもちろん迎撃しようとした。だが次の瞬間、画面からゲンジが消えた。

「うそ、消えた!?」

「二段ジャンプよ、上！」

　眼前で突然繰り出される二段ジャンプは非常に厄介だった。ＣＯＤにしろＢＦにしろ、基本的に戦場は平野となり、横軸方向に比べると縦軸に対してのエイム操作を行う機会はあまりない。そして人間の視野は横方向に広く、そもそもテレビでさえ横に広い。

　縦方向へのエイムは単純に難しいのだ。目の前で二段ジャンプを繰り出されればそれだけで追撃は困難となる。マウス操作ならともかく、コントローラでは尚なお更さらだ。

　それは杉すぎ鹿しかも例外ではなく、一瞬ゲンジを見失った。

　もちろん移動できる範囲は限られている。すぐ見つけ出すのは簡単だろう。

　この間、時間にして一秒にも満たない。だがその一秒が、すべてを決するのがゲームというものなのだ。

　岸嶺ソルジヤー76、杉鹿マクリー、珠メ美イの三人が、まとめて吹っ飛んだ。

　ゲンジに気を取られているスキに、敵ファラのアビリティ、コンカッシブ・ブラストを喰くらったのだ。ロケット弾を発射し、着弾地点から一定範囲の相手を吹っ飛ばすアビリティである。

　これで体勢は完全に崩された。しかも、吹っ飛んでいるゼロコンマ数秒のスキがあれば、敵にとっては充分だった。

「あ、ウソ!?　やられました！」

「え!?」

　岸きし嶺みねのすぐ後ろで、泉いずみのルシオが倒された。信じられない光景だった。

「そんな、ルシオのヘルス満タンだったのに！」

「トレーサーに襲われたところをゲンジにキャンセル斬りされました……」

　泉いずみがガッカリしながら報告する。

　ゲンジに限ったことではないが、メイン射撃のスキを近接攻撃でキャンセルするという技がある。それをやられたのだろう。しかし言うのは簡単だが、素す早ばやく跳ね回るルシオ相手に、しかも実戦でやってのけるのは至難の業だ。

「くっ、まずいわね……！」

　サポートが失われればあとは一方的だった。岸嶺ソルジヤー76も範囲回復のアビリティを持っているが、クールダウンが長く連発はできない。そこへ敵は正面からラインハルトとルシオ、空中からファラ、後方からトレーサーとゲンジが迫るのだ。四方八方から間断なく攻撃を受け、一人ひとり一人ひとりと次々倒されていった。




『第二ラウンド終了！　今度は圧倒的な展開になりました、Ａチームの勝利です！』

　会場にそんなアナウンスが響いたのは、その一分後のことだった。エリアを占領されたあとで全滅させられたダメージが大きかったのだ。その後、岸きし嶺みねたちはアルティメット・アビリティを駆使するなどして一度は優位に立つものの、逆に相手にもアルティメット・アビリティを駆使されると再度逆転され、結局一度も占領を果たすことなく負けてしまったのだ。
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「ふう、やれやれ」

　権ごん田だ原わらは大きく息を吐いた。

「やったー、さすが兄ちゃんなのだー」

　早速妹たちが駆け寄ってくる。

「どうにか勝てましたね。さすが見事なゲンジでした」

　一敗したあとの一勝だったからだろう、祇し方ほう院いんという妹の同級生も、ずいぶんほっとした様子だった。

「いやいや、キミたちがスムーズに占領してくれたおかげだよ。この調子でもう一ラウンドどうにかしよう」

「分かりました、次のラウンドはどう戦います？」

　進んで作戦を聞いてくる。彼女は気の強そうなタイプだ、作戦を他ひ人と任まかせにするというのは屈辱なのかもしれない。だが、こちらの強さを認めてくれたのか、自分から次の指示を仰ぎに来た。ならば、それに応こたえるだけだ。

「さて、敵は対応力がありそうだからね。さすがに同じ構成で出るわけにはいかない、多少変化を加えてみようか」
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「つ、強い……」

　もう何度このセリフを口にしたことだろうかと、岸きし嶺みねは半ば自じ嘲ちよう気ぎ味みに思った。権ごん田だ原わらは敵に回す度、その強さを思い知らされる。

「切り替えなさい。あの連中相手だもの、二ラウンド先取なんてムシのいいことはできないでしょうよ」

「うむ、杉すぎ鹿しかくんの言う通りだ！　いいかね諸君、どうやら敵は〈神々の黄昏ラグナロツク〉のメンバーがクセのあるキャラクターを使ってこちらをかき乱しているようだ！　役割を分担しているのだろうな、かき乱すのは〈神々の黄昏ラグナロツク〉が、どっしりと構えて占領を行うのが甲か斐いヶが原はらというわけだ！」

「そうですね、そんな感じだったと思います」泉いずみが頷うなずいた。「向こうも即席でチーム組んでるんです、いきなり連携取るのは難しいでしょうし、二つのチームで役割を分担する方が都合がいいんでしょう」

「そういうことなら、作戦がある」

　力強く断言したのは、第二ラウンドは見学に回っていた天てん道どうだった。傍かたわらには一いち条じようもいる。

「確かにこのルールでは、三人ずつで役割を分けるのが無難だ。だがわたしたちは違う。わたしたちはよく練習試合を行おこない、お互いの手の内を知り尽くしている。向こうが半分に分かれて役割分担してるのなら、こちらは六人が一つになって戦おう」

「なるほど……！」

　向こうが三人がかりならこっちは六人がかり。それなら勝てるような気はしてくる。

「なによそれ。言うのは簡単だけど、そんなに簡単にいくようなもんじゃないでしょう？」

　一いち条じようの言葉ももっともだ。だが天てん道どうは意志を曲げなかった。

「いや、わたしはキミたちの強さを知っている。敵に回せば厄介だが、味方につければどれほど心強いかも。力を貸してくれ、一いち条じよう。そうすれば相手が《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》だろうと勝てるはずだ」

「ふん。ライバルであるあなたたちと手を組むなんて嫌だけど、負けるのはもっと嫌よ。しょうがないから今回だけは協力してあげるわ」

　このとき杉すぎ鹿しかが「そんな恥ずかしい会話、よく素でできるわね……？」と小声で呟つぶやいたが、会場の喧けん噪そうにかき消されたのか天てん道どうと一いち条じようの耳に入った様子はなかった。

「第三ラウンドはわたしの見学の番です、皆みなさんあとは頼みました」

「私わたしも交代だ！　諸君、いつも通りやりたまえ！」

　天てん道どうと一いち条じようの二人ふたりと入れ替わる形で、泉いずみと瀬せ名な先生が場を離れようとする。だがそのとき瀬せ名な先生は岸きし嶺みねに近寄り、岸きし嶺みねの首にぐるりと自身の腕をかけ、耳元で呟つぶやいた。

「岸きし嶺みね君、私わたしの代わりは任せたぞ」

「はい、なんとかやってみます」

「君はゲームを始めてまだ半年ちょっと、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》に勝てる道理はない。だが以前の君なら、こういうときは『自信ないです』とでも言っていたはずだ。それが『なんとかやってみます』になっただけで充分な進歩だよ！」

　バンバンと岸きし嶺みねの肩を叩たたくと、愉快そうに去って行った。

「瀬せ名な先生となに話してたの？　秘密の作戦でも伝授されてたの？」

　ゲームハードの前に立つと、杉すぎ鹿しかがそう話しかけてくる。

「いや、まあ頑張ってこいってハッパかけられただけだよ」

「あっそ。じゃあ、次は勝つわよ。負けっ放しは性に合わないし、鷹たか三み津つもチラチラ応援してくれてるみたいだしね」

　杉すぎ鹿しかの視線の先には、これまでの流れを解説している大たい河が伊い佐さ美みの姿があった。司会者なのだからどちらかのチームに肩入れすることはないだろう。だが、彼女が心の中で現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶを応援してくれていることだけは、疑いようがなかった。

「みんな、以前にも話したが今日きようの大会で優勝できなければ、わたしたちにはもうあとがない」

　天てん道どうが口を開いた。

「だがそんなことは気にしないでいい。たとえ部活としてゲームはできなくなっても、ゲームそのものができなくなるわけじゃない。だから、せいぜい今日きようのゲームを楽しもう」

「……はい。そうでしたね」

　ゲームは所しよ詮せん娯楽だ。娯楽、すなわち楽しむもの。どんな理由があったって、楽しめなければ意味がない。

『両チームが準備を終えたようです！　それではご注目ください、準決勝第一試合最終ラウンド、スタートです！』
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　最終ラウンドが開始した。マップはギリシャの町中だ。中央に広場があり、そこが占領エリアとなる。これまでにない大きな特徴として、広場の中央に大きな穴がある。つまり穴を挟んで、またはその周囲での攻防戦になるのだが、もし戦闘中穴に落ちてしまうとデス扱いになる。つまり吹っ飛ばし、ないし引き寄せ系のアビリティを持つキャラは一撃で相手を倒すチャンスがある。

「とりあえずちょっと突貫してきます！」

　岸きし嶺みねが最初に選んだキャラは、引き続きソルジャー76だった。このステージは、占領エリアが広く、一方で迂う回かいすることで裏取りもしやすい。つまり近距離・中距離での戦いが起こりやすく、その両方に対応できるソルジャー76は悪い選択ではないはずだった。

　ソルジャー76はスプリントのアビリティを持っている。これはただ速く走るだけだが、使用に時間制限やクールダウンといった制限がなく、前線に駆けつけるには非常に便利なアビリティとなっている。

　そのスプリントを使い、ステージ中央に向かう。ずっとスプリント可能なソルジャー76は、誰だれよりも早く目的地にたどり着ける。例外があるとすれば、敵も同じキャラを使っていた場合ぐらいだ。

「あ、敵もソルジャーだ！」

　まだ誰だれもいないはずのステージ中央の占領エリアに姿を現したのは、敵のソルジャー76だった。ソルジャー76の武器射程は長い。たちまち撃ち合いが始まる。

（撃ち負けてる!?）

　ヘルスゲージの減りは、明らかに岸きし嶺みねの方が早かった。敵ソルジャー76の方がうまいのだ。

　慌てて建物の陰に隠れる。しかし、さらに追撃が来た。ヘリックス・ロケットを放たれたのだ。壁に隠れていたので直撃はしなかったが、爆風でダメージを受ける。

（あ、危なかった）

　すぐさまバイオティック・フィールドのアビリティを使用する。オフェンスで唯一ソルジャー76だけが持つ範囲回復アビリティだ。このおかげでソルジャー76は味方のタンクキャラと相性がよく、長時間前線に留とどまっていられる。

　回復しつつ、壁の陰から敵の様子をうかがう。複数の敵が見えた。

「見えました！　敵は……ソルジャーにラインハルト、ルシオ、ゼニヤッタ、それにメイもいる！　残りは見えません！　裏取りに気をつけてください！」

「こちらと同じサポート二人ふたりか」と天てん道どう。「さっきのようにゲンジがいつ後ろを突いてくるか分からない、しばらく警戒しよう」

　同じタイミングで味方も前線に到着し始めた。杉すぎ鹿しかはリーパーを選択し、白しら滝たきは先ほどと同じく巨大な盾持ちのラインハルトだ。

　一方、天てん道どうもザリアというタンクキャラを選んでいる。ザリアは大柄なロシア人の女性キャラで、どでかいパーティクル・キャノンを持ち、戦場をのっしのっしと闊かつ歩ぽする。彼女のタンクキャラとしての特徴は、二種類のバリアにある。自分、あるいは指定したキャラをバリアで包み、あらゆるダメージを一定量防ぐことができる。ただしバリアの効果時間はわずか二秒。クールダウン時間は一〇秒。そしてもう一つ、バリアで敵の攻撃を防げば自身の攻撃力が上がるという特徴がある。激しい戦闘の中で、いかに効果的にバリアを張るかが重要で、タンクキャラの中でもかなり難しいキャラだ。

　さらに、一いち条じよう姉妹しまいが二人ふたりでサポートを務めている。妹はルシオ、姉はゼニヤッタだ。

　白滝ラインハルトを先頭に、天道ザリアがその一歩後ろから、そのさらに後ろにオフェンスとサポート二人ふたりが続く。タンク二人ふたりはかなり守備的とも言える。敵の裏取りに備えてのことだ。もし敵が裏取りしてきた場合、前方を白滝ラインハルトが守り、後ろを天道ザリアが守るのだ。
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　今回権ごん田だ原わらが選択したキャラは、ソルジャー76だった。大きな広場での争いとなるこのマップでは、中距離戦の強いキャラクターが欲しかったのだ。それにソルジャー76は際きわ立だって強いわけでもないが、攻撃に回復と一人ひとりでなんでもできる。相手になにが来るか分からない局面では使用しやすい。

「敵はソルジャーにラインハルト、ザリア、ルシオ、ゼニヤッタ、リーパーだ！　２タンク、２オフェンス、２サポートだ！　正攻法で来たな！」

「向こうもヒーラーはゼニルシですね？」

　祇し方ほう院いんの言葉に頷うなずく。

「ああ、現在のメタ通りだね」

　メタとは、カードゲームから生まれた言葉で、〝もっとも勝率の高い戦略〟といった意味で使われることが多い。現在のバージョンでは、機動力があり生存能力も高く、範囲回復のできるルシオ、味方の回復と敵の弱体化が可能なゼニヤッタが非常に強い。そこでゼニヤッタとルシオ──通称ゼニルシをＰＴに入れるのがメタとなっている。敵味方双方がゼニルシを選んでもまったく不思議ではない。

「よし、じゃあ突っ込んでくるぜ！」

　そう言ったのは今回ゲンジを選択した《勝利狂いマツド・ドラツガー》だ。現在のメタではゼニヤッタが強い。そこでそのゼニヤッタのカウンターとなり得るゲンジを選んでもらったのだ。
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　やがて敵味方双方のメンバーが中央の占領エリアに集まり、大きな穴を挟んでの激戦が始まった。

　白滝ラインハルトが大きなバリア・フィールドを張り、その後ろから岸嶺ソルジヤー76が攻撃を加える。今回は回復力が高かった。一いち条じよう姉妹しまいのルシオとゼニヤッタに、岸きし嶺みねも一応範囲回復を持っている。並みの攻撃で倒されることはなさそうだった。

「きゃー、やっぱり後ろからゲンジ来た！　わたし狙いだよ、助けてー！」

　一条珠美ルシオが悲鳴を上げた。このステージは占領エリアの中央こそ開けているが、それ以外の場所は障害物が多く通路も狭い。そこを敵ゲンジが通り抜け、後ろから奇襲してきたのだ。

「大丈夫だ、警戒している！」

　後方からの攻撃に随時対応するのは天道ザリアだ。自身とそして味方にもシールドを張り、守りつつ応戦する。

「くそ、追い払ったが逃げられた！」

　ゲンジもタンク相手には分が悪いのか、サポート陣を倒すことを諦あきらめ後退せざるを得ないようだった。ただし二段ジャンプに壁登りに突進技、さらに弾を跳ね返すアビリティまで持ったゲンジにトドメを刺すのは難しいらしく、逃げられてしまったのだ。

「もうすぐ占領開始になるわ！　とにかくエリアを取るのよ、こっちは堅い構成だし、先手さえ取れればなんとかなる！」

　一いち条じようが言った。

「そうだな、そのための２タンク２サポート構成だ。後ろはなんとかする、みんなで取ってくれ！」

「分かりました！」

　後方を天てん道どうに任せ、岸きし嶺みねたちはより本格的に正面の敵と戦い始めた。

　白滝ラインハルトのバリア・フィールドに隠れながら前方の敵に射撃を浴びせる。もちろんバリア・フィールドも無敵ではなく、ダメージを受け続ければいつかは消失してしまう。だがこちらは岸嶺ソルジヤー76も入れればヒーラーは三人。相手がどれだけ強くても、この態勢を打ち崩すのは相当辛つらいはずだった。

　しかし、今回は敵──Ａチームにもラインハルトがおり、さらにゼニヤッタ・ルシオのサポートコンビもいる。おまけに敵のメイは自己回復技を持っており、倒すのは容易ではない。

　やがてエリアが占領可能になった。ただし、占領ゲージは微動だにしない。占領エリアに敵味方両軍がいる限りゲージは増えないのだ。

『両チームとも見事な射撃戦です！　お互いまったく引きません！』

　大たい河が伊い佐さ美みの解説に、会場からも歓声が沸いた。それぐらい状況は互角だった。倒すに倒せない状態が続く。

「突っ込むわ！　見てて！」

　杉すぎ鹿しかが言った。このステージは大きな穴を挟んでの攻防になるので、中距離戦になりこそするものの長距離戦にはなかなかなり得ない。そこで杉すぎ鹿しかはスナイパーではなくリーパーを選択していた。

　リーパーのメイン武器はショットガン。エイミングが下へ手たでも当たるその武器は、一見すると杉すぎ鹿しかには不適に見える。

　だが杉すぎ鹿しかの素す早ばやいエイミングがショットガンに加わると、別の能力を発揮する。ショットガンによる近接ヘッドショットだ。その威力は絶大だった。

「ＯＫ、ルシオ倒したわ！」

　味方の岸きし嶺みねですらなにが起こったのか分からなかった。ただ分かるのは、裏取りした杉鹿リーパーがこっそり敵ルシオに接近。ショットガンの連続射撃を当てて敵ルシオを瞬殺したことだけだ。ルシオは機動力があり、また範囲回復を持っているのでしぶとく戦場に残れるが、さすがにショットガンで頭を撃ち抜かれれば即死のようだった。

　もっとも、杉すぎ鹿しかは敵のただ中に単騎で入っていったのだ。本来なら逃げ戻るのは難しいが、リーパーには亡霊のように一定時間無敵になって移動する技がある。ルシオを倒した上でまんまと逃げ延びて見せた。

「人数差ができたのね、攻勢に出るなら今よ！」

　一いち条じようの号令に、岸きし嶺みねも応じた。

「横へ回り込んで射撃します！　そしたら正面から突っ込んでください！」

　範囲回復と速い足を持つソルジャーが、側面へ回りながら射撃して敵の目を引きつける。敵に二方向から攻撃するというのが岸きし嶺みねの狙いだった。

　占領エリアの広場の左右には、大きな建物がある。岸きし嶺みねはひとまずそこへ移動し、物陰から射撃を開始しようとした。

　だがそのとき、

「メイ!?」

　モコモコの毛皮に身を包んだ女性キャラが目の前に現れた。

　その銃から発射されるのは凍結スプレー。当たったものにダメージを与え、さらに速度低下を与え、最終的には凍結させてしまう武器だ。

　岸きし嶺みねは必死に応戦した。もしこれが中距離戦ならソルジャー76に分があっただろう。だが、近距離戦ではメイに分があった。アサルトライフルの射撃は近距離では当てにくい。一方でメイの凍結スプレーは、射程距離こそ短いがスプレーだけあってヒット範囲が広い。こちらの攻撃は回避される一方でメイの攻撃は当たり続け──ついに岸嶺ソルジヤー76は凍結してしまった。

　あとはやられるのを待つだけだった。凍結ブラスターの一撃を頭に叩たたき込こまれ、さらに殴られる。

「すいません、やられました！」

　失敗だった。敵は単独行動する瞬間を待っていたのだ。

　さらにメイは積極的に動いた。メイにはアイス・ウォールというアビリティがある。これは一定範囲の指定した地点に、文字通り氷の壁を数秒間出現させるというものだ。

「しまった、分断させられた！」

　後方を警戒するためやや下がり気味だった天てん道どうと、他ほかの生き残った仲間たちの中間地点に、突如として高い氷の壁が出現する。

　その瞬間を敵オフェンスは見逃さなかった。敵のソルジャー76が正面から牽けん制せいして白滝ラインハルトを釘くぎづけにする。その間に突っ込んできたのはゲンジだ。素す早ばやく一条珠美ルシオに近づくと、まず手裏剣を叩たたき込こみ、近接攻撃キャンセル風かぜ斬ぎりという他ほかのキャラにはできない連続技を叩たたき込こむ。

　一瞬で一条珠美ルシオがやられた。サポートをやられた上に四対五と人数差がついた。

　その機を逃さず、敵は猛攻に出た。ラインハルトがチャージのアビリティを使用し、突っ込んでくる。その必殺攻撃はどうにか回避した。しかし突っ込んできた敵のラインハルトを倒そうとすると、接近してきたメイが凍結スプレーをバラ撒まいてくる。さらに敵のソルジャー76がその後ろから信じられないほど的確に弾幕を張り、ゼニヤッタも遠くからそれを援護してくる。

　為なす術すべがなかった。一いち条じよう姉妹しまいのルシオとゼニヤッタがやられ、残った白滝ラインハルトも袋ふくろ叩だたきにされる。

「ダメだ、ひとまず撤退する」

「あたしも、ちょっと出られないわ」

　分断されていたため無事だった天道ザリア、後方かく乱に回っていた杉鹿リーパーはどうにか逃げ延びたものの、敵五人に対し残り二人ふたり。もはや占領エリアの確保どころではなかった。

「強いわ、こいつら。メイとゲンジとソルジャー辺りが特に」一いち条じようが呟つぶやいた。「この三人が間違いなく〈神々の黄昏ラグナロツク〉チーム三人ね」

「ゼニヤッタもキッチリ後方支援してるわ」と杉すぎ鹿しか。「祇し方ほう院いん辺りだろうけど、決して侮あなどれないわ」

「まずいな。さっきのラウンドもそうだったが、あの六人相手ではこのままズルズルと力負けしかねないぞ」

「仕方ないわね、こいうときは奇襲しかないわ」

　杉すぎ鹿しかの懸け念ねんを受けて、一いち条じようがそんなことを言い出した。

「白しら滝たきさん、珠たま美み、あれをやるわよ。わたしたちは三人ともディーヴァにキャラを変えるわ。しばらくサポート二人ふたりともいなくなるからそのつもりで」

「え!?　お姉ねえちゃん、あれは決勝戦用に取っておくんじゃ！」

「ここで負けたら元も子もないわ、やるわよ！」

「ちょっと待って、サポート!?　やめてよ、やられるに決まってるじゃないそんなの！」

　杉すぎ鹿しかの懸け念ねんは当然だ。前線でダメージを受ける度、回復アイテムを取るために後方に引っ込んでいては、戦線の維持どころではない。

「分かってるでしょう、このままじゃどうせ負けるわ。格上の相手には意表を突くしかないって、あなたたちに教わったことよ！　ねえ岸きし嶺みねさん!?」

「あ、はい」

　そう言われると伊い豆ず野の宮みやの三人、とりわけ岸きし嶺みねは抗弁できなかった。むしろ天てん道どうはその一言で覚悟を決めたようだった。

「分かった、任せよう。幸いわたしたちはサポートなしでも多少戦える。アルティメット・チャージを溜ためながら状況の変化を待とう」

「分かりました、じゃあ僕も引き気味に戦います」

「仕方ないわね、だったら任せるわ！」
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　一方、権ごん田だ原わらたちは難なくエリア占領を果たし、意い気き揚よう々ようだった。

「さて、序盤はうまくしのげたね。あとはアルティメットの一発に気をつければどうにか勝てるだろう」

　アルティメット・アビリティは一撃必殺のものが多く、どんなにうまいプレイヤーでもやられるときはやられる。そして経過時間からして、もう誰だれのアルティメット・アビリティが使用されてもおかしくなかった。

　だが、ここで敵の動き方が変わった。

「変です。敵サポートの姿が見えません」

　やや前進守備を敷いていたメイのバレッタからまず報告が入った。

　確かに、権ごん田だ原わらも先ほどからゼニヤッタやルシオといったサポート陣を見ていなかった。

「兄にいちゃん大変だー！　敵にディーヴァが三人いる！」

「へえ。奇策に出たか」

　敵もどちらの実力が高いかはよく分かったはずだ。劣勢になった以上、奇策に出るのは悪い手ではない。とはいえ、ディーヴァが三人ともなるとその目もく論ろ見みは簡単過ぎるほど分かる。

「みんな、敵はしばらく積極攻勢に出てくるつもりはないぞ。恐らくアルティメット・ゲージを溜ためて自爆で状況を変えるつもりだ」

　ディーヴァのアルティメット・アビリティは文字通りの自爆。一定範囲内の敵すべてにほぼ致死のダメージを与えるため、第一ラウンドがそうだったように、エリア占領型のゲームモードでは凄すさまじい威力を発揮する。

「俺おれ、キャラ変えた方がいいかな？」

　そう指示を仰いだのは《勝利狂いマツド・ドラツガー》だ。彼の操るゲンジは、敵の後方をかく乱してディフェンスやサポートの役割を持つキャラを倒すのが仕事だ。相手がディーヴァではなにもできない。

「いや、ディーヴァ三人は所しよ詮せん奇策だ。いつかサポートを出してくるときがある。そのときに備えてゲンジは残しておいて構わないだろう」

　このゲームでは、相手に合わせてキャラを変えるのが常道だ。しかし相手の奇策に合わせてわざわざ有利なリズムを変える必要もない。しばらくはこのまま耐えるべきだった。
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　一いち条じようたち三人が選択したディーヴァは、一九歳という美少女キャラクターが乗る頑丈なメックだ。その性能は非常に特殊で、まず銃弾が無限だ。ショットガンタイプの当たり判定が広い弾を、リロードの必要もなく延々と撃てる。だがもちろん欠点も多く、まず射撃中は移動速度が極端に減少してしまう。ショットガンの欠点である距離減衰も大きく、遠距離の相手には効果的なダメージが与えられない。一対一で足を止めての撃ち合いなら強いが、そうでなければ非常に戦い辛づらい。

　二つのアビリティもまた特徴的だ。一つはブースター。前方に突進する技で、当たった相手にダメージとノックバックを与える効果がある。もう一つはディフェンス・マトリックス。Ｒ１ボタンを押している間は前方に特殊なフィールドを展開し、メイの凍結スプレーなど一部の武器を除き、飛来してくる銃弾などを完全に無効化する。ゲンジの木この葉は返がえしと似たような技だが、跳ね返しの効果はない。一方でディフェンス・マトリックスは最大四秒間、しかもボタンを押している間のみ発動するため、敵の攻撃にタイミングを合わせて発動するといった使い方ができる。

　一いち条じょうたち駿河するが坂ざかの面々は、そのアビリティを見事に使いこなしていた。ブースターで敵の後ろや横に回り込み、足を止めて連続射撃を敵に浴びせ、敵が反撃してくればディフェンス・マトリックスで無効化。不利となるやそのまま撤退する。特に白しら滝たきは抜群のセンスだった。敵のソルジャー76が攻撃力の高いヘリックス・ロケットを飛ばしてくると、確実に無効化する。目で見切る時間などゼロコンマ数秒だろう。それでもさすが格ゲーマーというべきなのか、あっさり彼女は見切っていた。

　だが、情勢そのものに変化はなかった。

「くそ、敵が排除できない！」

　ディーヴァは持久戦向きのキャラではあるが、決して敵を倒すことには特化していない。もちろん岸嶺ソルジヤー76や杉鹿リーパーも攻撃に加わりキルを奪おうとするが、敵ラインハルトやサポート陣を排除して占領エリアを取り返すには至らなかった。今や敵の占領進捗率は五〇％を超えている。

「いえ、このままでいいわ。こっちの本命はアルティメット・ゲージが溜たまったときよ！」

　そしてそのときは意外と早く来ることになる。アルティメット・ゲージは敵に攻撃をヒットさせることで上がる。ディーヴァは攻撃を当てるだけなら簡単なのだ。

「溜たまった」

　最初にそう報告したのは白しら滝たきだ。

「お姉ねえちゃん、わたしも！」

「わたしも今溜たまったわ！　じゃあ行くわよ！」
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　敵が三人のディーヴァを出した時間からして、そろそろアルティメット・ゲージが溜たまった頃ころだろうというのは権ごん田だ原わらも見抜いていた。

「そろそろディーヴァが自爆してくるぞ！　全員警戒してくれ、サポート陣は物陰に隠れるかラインハルトの後ろに！」

　ラインハルトのバリア・フィールドは最大で二〇〇〇のダメージを防ぐ。自爆のダメージは一〇〇〇だから簡単に防げるのだ。

　それに、ここでもし敵の自爆で大きなダメージを受けても、こちらもアルティメット・ゲージはとっくに溜たまっている。取り返すことは簡単のはずだった。

　そしてついにそのときがきた。

『とっておきぃ！』

　ディーヴァのアルティメット・アビリティ使用ボイスが流れた。まだ視認できていないが、どこかに今にも自爆しようとする敵メックがいるはずなのだ。

　とはいえ、このマップではどこに使ってくるかは容易に読める。

　占領エリア中央の穴の上だ。ブースターのアビリティを使って穴の真上に高く跳び上がり、自爆スキルを使うのはこのマップの常道なのだ。

　すぐさま権田原ソルジヤー76は自慢の快足を活いかして手近な建物に隠れる。サポート陣もラインハルトの後ろに隠れた。

　しかし、敵の手はそれで終わらなかった。

『とっておきぃ！』

『とっておきぃ！』

　さらに残った敵二人ふたりのディーヴァが自爆を発動した。

「なに!?　どこだ!?」

　一人ひとりならともかく、ディーヴァ三人の同時自爆の場所を瞬時に把握することはできなかった。

　もう誰だれもが指示を仰ぐ時間すらない。三人の敵ディーヴァが次々爆発し──占領エリア一帯は巨大な閃せん光こうに包まれた。

「やられた……。何人残った？」

「わたしは氷になって残れました。でも他ほかはみんなやられました」

　バレッタから報告が入る。彼女が操るメイは、一定時間氷になってあらゆるダメージを無効化するというアビリティがある。それで難を逃れたのだろう。

「他ほかは全滅か、まずいな」

「三箇所同時自爆とか！　どんな練習積んだんだ、信じられん！」

《勝利狂いマツド・ドラツガー》が半ば呆あきれたように叫ぶ。

「ここは敵を褒めるところだよ。僕たちがどこへ逃げるかも計算に入れて三箇所同時自爆なんて、考えつくのは簡単だがなかなか実行できるものじゃない」

「まずいです、メイ一人ひとりでは勝てません！」

　バレッタからも悲鳴が上がる。メイは一対一ならともかく、複数相手ではまず勝ち目はない。

「気にしないでいい、ここは一度敵に譲ってやろう。大丈夫、すぐ取り返すさ。奇策には奇策を返してやろうじゃないか」

　ここまで溜ためたアルティメット・ゲージが無駄になることを承知で権ごん田だ原わらはキャラを変えた。
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「やった、奪還だ！」

　岸きし嶺みねたちはついに占領エリアの奪還に成功した。

「安心するのは早いわよ。敵五人倒したんだから占領を失敗する方が難しいわ、問題はここからよ」

「そ、そうだったね」

　杉すぎ鹿しかの言う通りだ。こちらは奇襲がうまくいったに過ぎない。今や敵のアルティメット・ゲージも確実に溜たまっている。反撃に備える必要があった。

　だが、少なくとも敵のアルティメット・アビリティに備える必要はなかった。

「ちょっと待ってくれ、敵が大きくキャラ変えてきたぞ」

　最初にその異変に気付いたのは天てん道どうだった。

「ゲンジだ！　ダブルゲンジ……いや、トリプルゲンジだ！」

「ちょ、なによそれ!?」

　一いち条じようが真っ先に大きな悲鳴を上げたので、岸きし嶺みねは驚くタイミングを逸してしまった。

　敵はソルジャー76とメイがキャラチェンジしたようで、元からいた一人ひとりを加えて三人がゲンジという編制だ。

「ウソでしょ、ソルジャーが変えたのはまだ分かるとして、ゲージ溜たまってるはずのメイがキャラ変える理由が分からないわ！」

　メイはディーヴァのカウンターと言われている。しかもメイのアルティメット・アビリティは、一定範囲の敵の動きを止めてしまうという非常に強力なものだ。今キャラを変えればゲージはリセットされる。そこまでしてゲンジを使う理由が分からない。奇策にもほどがあった。

　理由は戦い始めてすぐに分かった。

「信じられない、なんだあのゲンジ！」

　まさに忍者だった。ファラでもあそこまで空は飛べないというぐらい、常に空を飛び交う。ジャンプで辺りの壁に飛びつき、壁登りで上まで登る。そして頂上からジャンプで飛び降り、さらに二段ジャンプで滞空時間を稼ぎ、最終的にはまた壁に取りつく。しかも合間合間に手裏剣を投げまくりながら。

　ＦＰＳは一人称視点、すなわち一つの方向しか見ていられない。だからこそ背後や横といった二方向から攻撃を受けることは非常に危険なのだ。それは縦軸──空中からの攻撃も同様だ。空中と裏取りからの攻撃をしてくるゲンジに対処するのは非常に難しかった。

　しかもゲンジ三人というのが混乱に拍車をかけていた。

「風かぜ斬ぎりも木この葉は返がえしも使った！　そのゲンジ倒すなら今よ！」

「ち、違う！　このゲンジ、別のゲンジだ！」

　アビリティのクールダウンには一〇秒近い時間が必要になる。アビリティを使い終わった直後こそゲンジを倒す最善のチャンスだ。だが三人もゲンジがいるため、どのゲンジがアビリティを使い終わったかさっぱり分からないのだ。

　一人ひとりのゲンジが手裏剣を投げて風かぜ斬ぎりで突っ込んでくる。こちらの攻撃が集中し始めると後退する。普通のキャラなら背後から攻撃すれば倒せるだろう。だがそのゲンジは射撃反射の木この葉は返がえしをしながら後退していく。それを三人のゲンジが代わる代わる行ってくるのだ。倒すに倒せない。

「く、やられました！」

「こっちもだ……」

　まず岸きし嶺みねがやられた。続いて天てん道どうも。天てん道どうのザリアはタンクだが、長時間戦場に居座るのは苦手なのだ。波状攻撃には耐えられなかった。

「大丈夫、相手がゲンジなら、勝てないまでも負けないわ」

　珍しく白しら滝たきが吠ほえた。

　ディーヴァは非常に堅い。ゲンジの風かぜ斬ぎりを一回や二回喰くらってもピンピンしている。おまけに手裏剣はディフェンス・マトリックスで消せる。

　このモードは相手を占領エリアから排除しない限り勝てない。こちらがディーヴァ三人でエリアに居座っている限り、敵に勝ち目はないはずだった。

「でも気をつけて！　そろそろ敵もアルティメット・ゲージが溜たまるはずよ！」

　一いち条じようの指摘は当然だった。そしてこのとき、ついに敵がアルティメット・アビリティを使用。

『龍りゆう神じんの剣けんを喰くらええええ！』

　ゲンジのアルティメット・アビリティは龍りゆう撃げき剣けん。刀を抜き、一定時間強力な斬撃を繰り出すという技だ。通常の近接攻撃のダメージは三〇しか出ないが、龍りゆう撃げき剣けん使用時は一二〇にもなる上に、攻撃範囲も格段に広くなる。ソルジャー76も二度斬られれば死ぬし、ディーヴァでも五回斬られれば死ぬ。そして巨体のディーヴァでは、龍りゆう撃げき剣けんの広い当たり判定から逃れることはできない。

「あーん、やられたー！　ウソ、中身まで！」

　珠たま美みのディーヴァがやられた。ディーヴァは一度やられてもメックからパイロットが脱出し、戦いを続けることができる。しかしメックから脱出した状態では極端に弱く、龍りゆう撃げき剣けんと手裏剣と風かぜ斬ぎりの猛攻には耐えられなかったのだ。

「ダメ、人数差が激しい、わたしもやられたわ！」

　姉の方のディーヴァも、三人のゲンジにたかられて為なす術すべがなかった。

「任せて。こっちもまた溜たまったから」

　ただ一人ひとり、再びアルティメット・ゲージを溜ためていた白しら滝たきが反撃に出た。先ほども猛威を振るった、占領エリアの真ん中でも自爆だ。

『とっておきぃ！』

　軽快な声と共に白しら滝たきのメックが自爆。エリアを閃せん光こうが埋め尽くす。

　しかし、

「ウソ。誰だれも倒してない……」

　三人の忍者の動きは的確だった。自爆の表示を見るやいやな、風かぜ斬ぎりのアビリティを逃げに使用。すばやく建物の陰に隠れたのだ。

　さすがの白しら滝たきも、メックから降りた生身の状態ではどうしようもない。ついに岸きし嶺みねたちは全滅した。
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「やりましたわ、またエリア奪回です！」

　祇し方ほう院いんや妹たちの歓声が上がった。

「終わったな」

　みるみる上がっていく占領進捗率を見て、権ごん田だ原わらは確信した。恐らく、リスポーンした敵がこのエリアに到達する頃ころには進捗率九九％に達するだろう。

　もちろん、まだ勝利が決定したわけではない。エリアを占領してさえいれば進捗率は上がっていくが、九九％の状況でエリア内に敵がいるときのみ、オーバータイムに突入し、エリア内の敵すべてを排除しない限り一〇〇％にならないというルールがある。そして今敵チームに多いディーヴァは、エリアに侵入して居座るのが容易なキャラだ。オーバータイム突入は、恐らく避けられない。

　つまり、あと一度敵を排除する必要があった。だが権ごん田だ原わらには勝利を確信する理由があった。

「彼らには悪いが、これが実力だ。奇策で状況を打開した手腕は見事だが、僕たちだって同じことはできる。実力に勝る相手が奇策に出たとき、もうキミたちには為なす術すべはない」

「権ごん田だ原わら、おまえ独り言長いぞ！　試合中に！」

《勝利狂いマツド・ドラツガー》の指摘はもっともだったが、今は言われたくなかった。

「ほっといてくれ、大事な儀式みたいなもんなんだ！」
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「このままじゃ負けるわ！　わたしたちはとにかく占領エリアに入るから！　あとはあなたたちでなんとかして！」

　一いち条じようたちがディーヴァで占領エリアに突っ込んでいく。残された時間を考えると、もうそれしか手はなかった。とにかく敵チームの占領進捗率が九九％になっても、エリア内に味方がいる限り、負けることはない。

「みんな、これが間違いなく最後のチャンスだ」

　天てん道どうが言った。

「幸いわたしのアルティメットが使える。杉すぎ鹿しかも、溜たまってるな？」

「ええ、もちろんよ」

　杉鹿リーパーのアルティメット・アビリティは、一定範囲の敵にショットガンの連射を浴びせ続けるという極めて強力なスキルだ。使いどころさえ適切なら、一撃で敵を全滅させることもできる。

「わたしが先にアルティメットを撃つ。敵を集めるから、そこを狙ってくれ」

　天道ザリアのアルティメット・アビリティは一定範囲の敵を一箇所に集めてしまうというもの。そこに杉鹿リーパーのアビリティを重ねれば、間違いなく敵を全滅できるだろう。

「できるの？　敵も警戒してるわ、ゲンジ三人がうまいこと集まるとは思えないんだけど」

「一つ考えがあります。僕が囮おとりになりますよ」

　岸きし嶺みねはソルジャー76を、天道ザリアよりも前に出させ、そのまま広場に突入させた。

「ちょっと！　ソルジャーなんて瞬殺されるわよ!?」

「だからこそ囮おとりになれるよ！　部長、敵が僕を狙ってきたところを倒してください！」

「分かった、やってみよう！」

　オフェンスであるソルジャー76のヘルスは二○○。ゲンジの手裏剣や風かぜ斬ぎりを連続で喰くらえば瞬殺されるレベルだ。

　そのソルジャー76がタンクの天道ザリアよりも前に出れば、敵は喜んで倒しに来るだろう。そのとき敵の態勢が乱れれば、天てん道どうと杉すぎ鹿しかのアルティメットで一網打尽にできる可能性はある。
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（あれは、恐らく岸きし嶺みね君の……。なぜ単騎で）

　ソルジャー76の動きを、権ごん田だ原わらは冷静に見つめていた。

「ソルジャーが一人ひとり突出してる！　狙うか!?」

《勝利狂いマツド・ドラツガー》が問いかける。結論を出すまでにかけられる時間は一秒もなかった。

「いや、あのソルジャーの動きは大したことない！　こちらのラインハルトで充分防げるはずだ、それより敵リーパーとザリアの動きに気をつけてくれ！　負ける要因があるとすればあいつらのアルティメットをまともに喰くらったときだけだからね！」
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　岸きし嶺みねは、敵が態勢を変えないことに気付いた。自分ソルジヤー76を無視し、明らかにザリアの動きを注視している。

　それは正しい。この局面で怖いのはソルジャー76ではなくザリアやリーパーだ。

　だが、向こうがこちらをスルーする気なら、スルーできないようにしてやるだけだ。狙うはゲンジではない。敵サポート、ルシオだ。ルシオは機動力があり自己防衛にも長たけているため、ラインハルトから離れて周囲をピョンピョンしている。

「アルティメット使用します！」

　ソルジャー76のアルティメット・アビリティ、タクティカル・バイザーを使用する。

　これは照準に最も近い敵を自動でエイミングするというアビリティだ。すなわち、相手の方を向いて射撃するだけで一〇〇％命中するようになる。

　敵ルシオに射撃を浴びせる。機動力がウリのルシオだが、この攻撃だけは逃げられない。さらにへリックス・ロケットを発射。このスキルもアルティメットの恩恵を受けており、ルシオに直撃した。ルシオはラインハルトの背後に逃げようとするが、その前に倒せそうだった。しかもソルジャー76のアルティメット・アビリティは六秒間持続する。ルシオを倒し、さらに残るゲンジのヘルスも大きく削る、ないし倒すことができるはずだった。
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「あううー、やられるー！」

　妹の悲鳴が響き渡った。範囲回復を持つルシオがやられると面めん倒どうだ。

「やむを得ない、ソルジャーをやろう！」

　権ごん田だ原わらの指示出しから実行までわずか一秒。三人のゲンジはすぐさまソルジャー76をターゲットに切り替え、手裏剣の連続射撃を浴びせた。柔らかいオフェンスなどこれで瞬殺できるはずだった。
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（やられる!?）

　岸きし嶺みねは、三方向から連続でやってくる手裏剣の軌道をハッキリと見切っていた。極限まで高まった集中力が、見ているものをスローモーションのように錯覚させていたのだ。

　だから分かった。襲い来る手裏剣は合計九発。いずれも直撃コース。射撃中のソルジャー76では、どう動いても回避できない。

　だがそのときだった。

「やらせない」

[image: ]

　時間にして〇・一秒。白しら滝たきのディーヴァがブーストアビリティを使って急行、岸きし嶺みねの前に立つとディフェンス・マトリックスを使用。襲い来る手裏剣の半分近くを消した。

　ありがとう、と口にする時間もない。ソルジャー76のヘルスは半分近く削られており、倒されるのは時間の問題だ。岸きし嶺みねはまずルシオを倒し切ると、ゲンジの一人ひとりに射撃を浴びせた。
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　権ごん田だ原わらたちは、もう誰だれかの指示を待っているという状況ではなかった。ソルジャーの射撃はまだ数秒続く。その数秒で三人のゲンジのうち、一人ひとりはやられるかもしれない。四対六の状況にされてはさすがに不利だ。もちろんゲンジには木この葉は返がえしのスキルがあり、ソルジャーの攻撃を反射するのはたやすい。だが、もし狙われたゲンジの木この葉は返がえしがクールダウン中だったら？　そしてそれを味方に確かめる時間もなかった。

　三人のゲンジ──権ごん田だ原わらが、《勝利狂いマツド・ドラツガー》が、バレッタが同時に動いた。敵ソルジャー76はディーヴァに守られており、射撃は通用しない。権ごん田だ原わらたちは卓越したプレイヤーであり、この状況でソルジャー76を倒すためにどうするのが一番効率的か知っていた。ゆえに彼らは、はかったように、誰かが合図を出したわけでも、特別な練習をしたわけでもないにもかかわらず、三人が三方向から同時に風かぜ斬ぎりのアビリティをソルジャー76に浴びせた。いくらディーヴァに守られていようと、近接攻撃はかわせないからだ。

　目もく論ろ見みは正しかった。風かぜ斬ぎりのダメージは五〇。ヘルスを半分近く削られていた敵ソルジャー76は、三人同時の風かぜ斬ぎりによって、ちょうど倒された。

　三人のゲンジによる同時斬り。それは観客からすれば神技に見えたのだろう、会場が大きく沸いた。

　しかし、風かぜ斬ぎりは指定方向に突貫する技だ。それまで鉄壁のフォーメーションだった権ごん田だ原わらたちは、意図せず同時に風かぜ斬ぎりのアビリティを使用したため、フォーメーションが大きく崩れた。
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「今だ！」

　天道ザリアがグラビトン・サージというアルティメット・アビリティを使用した。重力弾を放ち、着弾地点に敵を引き寄せるというものだ。しかもそのアビリティを、天てん道どうは占領エリア中央にある穴の近くにいたラインハルトのバリア・フィールドに向けて発射した。ちょうど穴の上でグラビトン・サージが発動するようにしたのだ。タイミングも、位置も完璧だった。

　たちまちフォーメーションの乱れた敵が、穴の上に吸い寄せられる。

「あとは任せて！」

　この瞬間を、杉鹿リーパーは待っていた。すかさず敵に近づき、リーパーのアルティメット・アビリティであるデス・ブロッサムを使用する──。
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　しまった、と権ごん田だ原わらは声を上げる間もなかった。

　権ごん田だ原わらたちは全員が全員、穴の真上に吸い寄せられていた。行動は不能となり、たちまちザリアや残っていた敵ディーヴァたちの攻撃が集中する。たとえその攻撃を防いでも、ラインハルトやゼニヤッタは吸い寄せが終わった瞬間穴に、落下して死亡することが確定だ。

　だが、ゲンジ三人はまだ逃げることはできる。ゲンジのアビリティ風かぜ斬ぎりは、敵をキルする、ないしキルアシストを取ることでクールダウンが即時解消される。ザリアのアルティメット・アビリティに囚とらわれても風かぜ斬ぎりで脱出できるのだ。

　問題は間違いなくこのときを狙っているであろうリーパーだ。『死ね！　死ね！　死ねぇ！』というあまりに物騒な声と共に繰り出されるリーパーのデス・ブロッサムは、範囲内の敵にショットガンの連打を喰くらわせ、毎秒二〇〇のダメージを三秒間与えるという桁けた外はずれのアビリティ。風かぜ斬ぎりで逃げたところに喰くらえば、ゲンジなど瞬殺だ。

　ただしこちらにはラインハルトがいる。ラインハルトがバリア・フィールドを張ってくれれば少なくともリーパーの攻撃は防げるはずだったが、そのためにはリーパーがやってくる方向に正確にバリア・フィールドを張らなければならない。

　そしてラインハルトを操る祇し方ほう院いんは、明らかに反応が遅れた。というより、正面のザリアからの攻撃を必死に防いでいた。それはそれで正しい。ザリアの攻撃もまた痛い。それだけでもゲンジは死にかねない。

　だが今優先すべきはリーパーの攻撃を防ぐことなのだ。しかし、そのことを口で説明する時間はない。

　そしてついにこのとき、斜め後方からリーパーが出現。『死ね！』のかけ声が聞こえ始めた。三度目の『死ね！』が聞こえたときにはこちらは完全に全滅しているだろう。

　時間にしてゼロコンマ数秒。風かぜ斬ぎりを使えばザリアのアルティメット・スキルからは逃れられるが、リーパーの攻撃で死ぬ。

（ま、まずい！）

　残された手段はたった一つだった。理論上、逆転できる手はある。だがそれはあくまで理論上。実行するのは難しい。

　それでも。それでも諦あきらめるわけにはいかなかった。岸きし嶺みねという少年から相談を受けたとき、権ごん田だ原わらは一つだけ言っていないことがあった。人生、いつだって逃げ道はあった方がいい。それは真理だ。だが一方で、必ずしも逃げ道が用意できるとは限らないのだ。

　それが今なのだ。そして、それこそが結果的に権ごん田だ原わらの強さの根源となった。他ほかのゲーマーとの最大の違い。仲間との絆きずななどではない。できれば手に入れたくなかったその状況。すなわち、

「こちとらなあ──」




　　　　　　　　　　◆




「やった、これで……！」

　岸きし嶺みねは勝利を確信していた。天道ザリアと杉鹿リーパーの合わせ技から逃れる術すべなどない。これで敵は全滅、今エリアを占領すれば敵が再びやってくる前に進捗率は一〇〇％に到達する──。

（これで、まだみんなと一緒に戦える……）

　と、思った瞬間だった。

「こちとら、プロにならないと人生が終わるんだああああああ！」

　権ごん田だ原わらの絶叫が、岸きし嶺みねの方まで聞こえてきた。
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「相変わらず、この街は騒がしいわね」

　駅周辺の大勢の人を見て、ぼやくように呟つぶやいたのは杉すぎ鹿しかだった。

　今日きよう、ここ秋あき葉は原ばらで大規模なゲーム大会が開かれる。今更そう珍しくもないイベントだが、いつにも増して秋あき葉は原ばらが人で溢あふれかえってるのは間違いなくその影響だ。司会を務めるのが、コアなセガファンとして人気の声優、大たい河が伊い佐さ美みこと鷹たか三み津つだというのもその理由だろう。

「杉すぎ鹿しか先生！」

　背後から自分の名を肩書きつきで呼ぶ声がした。

　振り返ると、制服を着込んだ数人の生徒たちがいる。日曜日だというのに制服でゲーム大会に参加するのは、部活動の一環だからという意味もあるが、むしろ伝統と言った方がいい。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ設立一年目にできてしまったその妙な習慣は、結局今に至るまで受け継がれてしまったのだ。

「伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ、全員揃そろいました」

　部長を務めている生徒が、生き真ま面じ目めな口調で報告する。

　杉すぎ鹿しかは笑いたくなるのを必死で堪こらえた。考えてみると、『部長は真ま面じ目めキャラ』という伝統もすっかり受け継がれている気がする。

「よろしい。じゃあ行くわよ、初参加だからって気後れなんてするんじゃないわよ！」

　はい、という気合いの入った声が返ってくる。意識してるつもりはないが、ノリが体育会系のようだという自覚は杉すぎ鹿しかにもあった。副顧問として好きなようにやってきたつもりだったが、その結果がこれだった。




　この日、杉すぎ鹿しかたちが向かったのは、秋あき葉は原ばらでは有名なイベントエリアだ。すでに多くの人が集まっている。今日きようここでＪＧＢＣ──大きなゲーム大会が開かれるのだ。

（やっぱり、思い出すわね）

　杉すぎ鹿しかは、四捨五入すればまだ二は十た歳ちだ。昔を振り返るほど歳としは取っていないつもりだった。そもそも、今だって月に一度以上はここへ来ている。

　それでも、ここへ来ると思い出さずにはいられない。高校生活最後の一年、仲間と共に戦い抜いた日々のことを。

「先生、チームの新規登録と、今日きようの参加受付を完了しました」

　生徒の報告に、ほっとする。

「ＯＫ、どうにか間に合ったわね。まったく、こんなにチーム戦の参加者が多くなるなんてねえ」

　ゲーム大会への参加者そのものは、杉すぎ鹿しかの高校時代と比べると、増えも減りもしていなかった。少子化や趣味の多様化が叫ばれる中で、増えないにせよ減らないというのは充分な成果だろう。

　一方で、昔と比べてチーム戦部門への参加者が格段に増えていた。格ゲーのプロゲーマーしかいなかった時代は終わり、今やゲームの種類も格段に増え、ＬｏＬやオーバーウォッチなどチーム戦を前提とするゲームの人気も凄すさまじい。その結果、プロゲーミングチームが次々生まれ、莫ばく大だいな年収を稼ぐプロも増えてきた。その背中を追いかけるように、次々チーム戦への新規参加者が増えているのだ。

「そういえば、この大会って先生の知り合いの方がかかわってるんですよね？」

　新入部員の一人ひとりが言った。身長は杉すぎ鹿しかより一回りも二回りも高い男子生徒だが、口調は丁寧だ。伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの男子生徒は今も非常に少なく、みんなわりと大人おとなしいのだ。どこぞの同級生がそうであったように。

「ええ、そうよ。というかあれよ。あんたたちの先輩」

　杉すぎ鹿しかが指差したのは、ステージ上だった。ちょうど開幕の時間で、多くの参加者の視線が集まっている。

『ＪＧＢＣ秋あき葉は原ばら大会、開幕です！』

　元気のいい声と共に出てきたのは、女性の司会者だった。同時に会場は割れんばかりの歓声で溢あふれかえる。

　昔はアイドルっぽい格好だったが今は少し大人おとなっぽくなり、女優のような雰囲気さえ醸かもし出だし始めているかつての同級生。芸名『大たい河が伊い佐さ美み』こと、鷹たか三み津つ宮みや美びだ。

「えええ!?　いさみんですか！　あんな有名な人がこの部の先輩なんですか!?」

「ああうん、まあね」

　新入部員は興奮冷めやらぬようだった。

　大たい河が伊い佐さ美みは今でも『いさみん』と呼ばれているらしい。まあ通称がある方が親しみをもたれやすいだろうし、ないよりあった方がいいのだろう。とはいえ、かつての仲間が教え子たちに『いさみん』と呼ばれているのは非常に違和感があって仕方なかった。

『今日きようもたくさんの参加者がいらっしゃってるそうですねー。せっかくの日曜日です、どうぞ今日きようは楽しんでいってください！』

　当の鷹たか三み津つは、後輩のことなど知ってか知らずか、いつも通りのそつのない司会をこなしている。本業の声優の方が順調かどうかは、アニメを見ていない杉すぎ鹿しかはよく知らない。ただ、彼女ほどゲームに詳しく、ゲームの解説に慣れた女性声優など他ほかにいないということだけは分かる。そういう意味では安定しているのだろう。

「いいなあ、いさみん！　一度ぐらいうちの部に見学に来てくれませんかね？」

「あんたねえ、他ほかの女子が引きかねないからその辺にしときなさい」

　瀬せ名な先生のようなことをいう男子生徒を、早めにたしなめておく。

「ほら、もうすぐ一回戦始まるわよ。組み合わせは抽選なんだからいつ呼ばれてもおかしくないわ。部長、今の内に作戦の再確認でもしておきなさい」

「分かりました。みんな、集まってくれ。今日きようの戦略を再確認しておこう」

　真ま面じ目めな部長に任せておけば、杉すぎ鹿しかの仕事はもうなさそうだった。もちろんゲームの内容について、その気になればいくらでも助言はできる。だが杉すぎ鹿しかも、今や教師の身分だ。部活動の練習なら、いくらでも口を酸すっぱくして指導もする。その代わり、大会が始まれば極力生徒に任せようと決めていた。おまけに今や現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは二チーム編成できそうなぐらい部員も事欠かない。昔のように、教師が参加する必要はないのだ。

　つまり、大会が始まったこの時点で、杉すぎ鹿しかの顧問としての役割はほぼ終わりである。あとはここから生徒たちの活躍を見守るだけだった。ひとまず手近なテーブル席に座り、大会の進行をじっと見守る。どうやら教え子たちの出番は少し先らしい。

「杉すぎ鹿しか、やはり来ていたんだな」

　聞き覚えのある声に、杉すぎ鹿しかは振り返った。

「ああ、天てん道どう。やっぱりいたのね」

「当然だ。わたしの大会でもあるんだからな」

　言いながら天てん道どうは、空いている椅い子すに座った。

　生徒たちには言わなかったが、このゲーム大会にかかわりがあるのは、鷹たか三み津つだけではない。天てん道どうしのぶ。彼女もまたこのゲーム大会にかかわっている。それは大会スポンサーを見れば分かる。すなわち、天てん道どうグループだ。

　天てん道どうは大学卒業後、父親を──天てん道どうグループを動かし、ゲーム関連イベントに出資させることに成功したのだ。そして「出資させた以上は責任を取る」と自らスタッフの一人ひとりとして、ゲーム大会の運営に携わっている。

「リアルで会うのは一か月ぶりね。ま、元気そうね」

「キミも、相変わらず変わらないな」

　もともと伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの生徒会長であり、学生の頃ころからリーダータイプだった天てん道どうだ。そういう意味では今も変わらず先頭を突っ走っており、一番変わり映えがないとも言えた。着ている服がブレザーの制服からスーツに変わったぐらいだ。

「あれが今年ことしの生徒たちか。なんだかんだでずいぶん人数も集まってるじゃないか」

「ま、あたしは副顧問だし大したことやってないんだけど。どうやってか分からないけど、顧問の瀬せ名な先生がどこからかゲーム好きな生徒見つけて集めてくるのよ」

「さすが、瀬せ名な先生らしい。そういえば当の瀬せ名な先生はどうしたんだ？」

「あそこよあそこ。ステージの前」

　杉すぎ鹿しかは思い切り顔をしかめ、観覧席の最前列を指差した。

「い、い、いさみーん！」

　大たい河が伊い佐さ美みが話をする度にやたらと大きな声で叫んでいるファンたちがいる。その中の一人ひとりが、瀬せ名な先生だった。ただし、白衣は着ていないので今のところ生徒たちが気付いている様子はない。別に日曜日に瀬せ名な先生がなにをしようと自由だ。だが生徒の手前、とりあえず瀬せ名な先生と分からない格好でやってくださいと杉すぎ鹿しかが懇願した結果である。

「瀬せ名な先生は相変わらずだな。というか瀬せ名な先生は鷹たか三み津つと大たい河が伊い佐さ美みが同一人物と知ってるはずだろうに」

「そういう問題じゃないらしいわ。ああやって応援するのが好きらしいのよ」

「そ、そうか。まあ元気そうでなによりだ」

　ゲーム大会はいよいよ本格的に始まり、二人ふたりはステージ上のスクリーンを黙って見ていた。

「そういえば、最近岸きし嶺みねとはどうなんだ？」

　思いがけない質問に、杉すぎ鹿しかが不意を打たれたのは事実だった。

　それでも、年月は人に落ち着きを与える。高校生だったときとは違い、余裕を持って杉すぎ鹿しかは応じた。

「なによ、どうって。別にいつも通りよ。あんたこそ、今回の大会で岸きし嶺みねと打ち合わせと称して二人ふたりで色々やってたんでしょ？」

「それはまあ、仕事だからな。だが別になにもなかった。いつも通りだ」

「ええそうでしょうよ。いつも通り。結局あいつが一番物事にハマり始めると止まらなくなるのよ」

「高校のときからそうだったな。一番集中力が高かったのが岸きし嶺みねだったからな」

「そうそう。誰だれだっけ、《魂転生ソウル・トランス》なんて名前つけたの」

「いや、あれはいい名前だと思うが」

　今や立派な社会人となった天てん道どうだが、生き真ま面じ目めな顔を崩すことはなかった。権ごん田だ原わらもそうだったが、大人おとなになっても変わらない部分というのはあるようだった。

「あ、いたいた。ここでしたか」

　と、そのとき。二人ふたりの座っているテーブルに一人ひとりの女性がやってきた。

　野や暮ぼったい三つ編みの髪。野や暮ぼったい眼鏡めがね。およそファッションというものとは縁のなさそうな成人女性だ。

　彼女こそさっきまで元気にステージで司会を務めていた大たい河が伊い佐さ美み本人だということは、周囲の誰だれも気付いていなかった。

「あら鷹たか三み津つ。司会はいいの？　大会真っ最中じゃない」

「さすがに大会中ずっと一人ひとりで司会はできませんから。今は休憩ですよ」

　確かに大会は午前から夕方まで続く。いくらプロと言えど、丸一日実況で声を張り上げ続けるのは難しいのだろう。

「そういえば杉すぎ鹿しか先輩。最近岸きし嶺みね先輩とはどうなんですか？」

　もしこのとき杉すぎ鹿しかが飲み物でも口に含んでいたら、噴き出していただろう。それぐらいいきなりの話題振りだったのだ。天てん道どうでさえ一拍置いたわよ──と言いたくなる。

「いきなりすぎるでしょ。あんたまでなんでそれ聞くのよ？」

「だってほら、岸きし嶺みね先輩と一番接点だけはありそうですし」

　確かに岸きし嶺みねと同じ進路──同じ大学へ進んだのは、杉すぎ鹿しかだけだった。もちろんネット経由で四人が集まることはしょっちゅうだったが、大学時代の四年間、誰だれよりも岸きし嶺みねと接していたのは杉すぎ鹿しかだった。その延長で、今もよく会うことがあるのは確かだった。

　だが、本当になにもなかった。岸きし嶺みねには未いまだに女の子と二人ふたりっきりになってもなにかできるような甲か斐い性しようはない──というのが杉すぎ鹿しかの見立てだ。というか岸きし嶺みねはやりたいことがあって大学へ行き、やりたいことがあって就職した。大学生のときは勉学に、社会人となった今は仕事一筋だった。浮いた話など生まれるわけもない。もうこっちからどうにかしてやるしかないのでは──と密ひそかに思っているのは事実だ。

「とにかく、そんなことよりもよ」

　この話は続けたくない。杉すぎ鹿しかは強引に話を変えた。

「ここへ来ると思い出さない？　わたしたちが現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶとして最後に戦ったときのことを」

「ちょっと、話を逸そらさないでください」

「鷹たか三み津つ、そう言ってやるな。やっぱりここへ来るとあのときのことを思い出さずにはいられないさ」

　予想通り、天てん道どうは乗ってきた。

「あれはＦＰＳの大会だったか。そうだ、最後のゲームはオーバーウォッチで、一いち条じようたちと同じチームだったな」

「ああ、まあ確かにいい試合でしたね。わたしもずっと司会してますけど、あんな激戦なかなか見ませんよ」

「あー、思い出すわ。最後の最後で権ごん田だ原わらに負けたときのことを」

「ああ、わたしのザリアで穴の上に敵をひとまとめにしたところに、キミのリーパーがアルティメットをぶち込んだんだったな」

　本来ならそれは最強のスキルだった。敵はリーパーに倒されるか、穴に落ちるかしかなかった。

「あのときの権ごん田だ原わらさんは神がかってましたね。木この葉は返がえしで正確に全弾反射して逆にリーパー倒しちゃうなんて」

　鷹たか三み津つの言った通りだ。

　ゲンジのアビリティである木この葉は返がえしは二秒間、正面方向から受けた射撃を自身の照準方向へ反射する。たとえショットガンの散弾を受けても、一方向へまとめて跳ね返すという技だ。

　ザリアのアルティメット・アビリティで敵をひとまとめにしたところまではよかった。当然、味方の射撃がその方向へ殺到した。

　その火力を権ごん田だ原わらは逆に利用したのだ。たった二秒しか使えない木この葉は返がえしで襲い来る大量の銃弾を跳ね返し、一秒分を杉すぎ鹿しかに、もう一秒分を天てん道どうに反射するという人間離れした技をやってのけたのだ。

　ただでさえ、天道ザリアのアルティメット・アビリティで強制的に位置を移動させられており、おまけにリーパーはどこから来るか分からなかったはずだ。しかし権ごん田だ原わらはやった。最後まで諦あきらめず瞬時にリーパーの位置を特定して木この葉は返がえしを使用。二段ジャンプと壁登りを駆使して穴から脱出し、残ったこちらのメンバーを次々倒していったのだ。本人は表彰式のインタビューで「あれはさすがに偶然だよ。もう一度やれと言われても無理だね」などと謙けん遜そんしてはいたが。

「相手が相手ですよ、仕方ありません。それにしても、権ごん田だ原わらさんはすごいですね。チームの方は解散して何年にもなるのに、今じゃすっかり有名人ですし。わたしもときどき一緒に司会するんですよ」

　権ごん田だ原わらたち〈神々の黄昏ラグナロツク〉は見事プロチームになった。

　ただし、〈神々の黄昏ラグナロツク〉がプロチームとして存続できたのは、たった二年足らずの間だった。彼らがプロになったとき、チームの平均年齢は四捨五入すると三〇歳。毎年参入してくる若いゲーマーたちに、経験だけで勝ち続けるのは限界があったのだ。彼らは一年活躍し、二年目でやや陰りが見え始めるや早々にチームを解散したのだ。

　その話だけを聞けば、『サラリーマンでもしてればいいのに、年齢を考えない挑戦をした思慮の浅い連中』と切って捨てることもできるだろう。

　だが、権ごん田だ原わらたちは早々にチームを解散することも織り込み済みだった。年齢的に、自分たちが現役でいられる時間は長くないと知っていたのだ。だから権ごん田だ原わらはプロゲーマーとして活動してる間、気配りと根回しを繰り返した。ネットで暴言を吐くことなく、スタッフには常に礼節を持って接し、ファンサービスは身を削って行った。それが功を奏し、引退後から今に至るまでゲーム解説者としての地位を確立し続けてきたのだ。

　ちなみに他ほかのメンバーの活躍もなかなか侮あなどれない。〈神々の黄昏ラグナロツク〉チームで一番の年長者だったロートリストは、『元プロゲーマーの運営するゲーム系ニュースサイト』を立ち上げ、アフィリエイトで結構な額を稼いでいるという。意外なのは《勝利狂いマツド・ドラツガー》で、彼はプロゲーマーを養成する専門学校の講師として活躍してるらしい。チームの紅一点、もっとも若いバレッタだけは、現在も個人戦に場を移してプロとして活躍しているという。

「まあそれを言えば岸きし嶺みねも大したものだと思うがな。なにせこのゲームを作った側にいるんだからな」

　多くの参加者が盛り上がっている様子を見ながら、天てん道どうが言った。

「そうですね。まさか岸きし嶺みね先輩が本当にゲーム会社に就職するとは思いませんでした」

「えー。いやでもあいつ動機が不純なのよ？　聞いてない？　なんでゲームを作る側に回ったかって」

「いや、聞いてないな」

「わたしもです。やっぱり杉すぎ鹿しか先輩は岸きし嶺みね先輩のことにお詳しいようですね」

　どことなく棘とげのある鷹たか三み津つのセリフは、この際スルーする。

「あいつね。自分の作ったゲーム大会なら勝てるんじゃないかって思ってるのよ」

　天てん道どうと鷹たか三み津つは一瞬の沈黙のあと、大笑いした。ちょっと岸きし嶺みねらしいと。

　もちろん冗談だ。大体、開発者がゲーム大会に参加してもし優勝なんてことになれば顰ひん蹙しゆくを買うのは間違いない。

　実際、杉すぎ鹿しかは聞いていた。岸きし嶺みねがゲームクリエイターを志した本当の理由を。あまりにも子供じみた、それでいて単純な理由を。




『みんなでやるゲームって楽しいじゃない？　だから僕も、より多くの人が夢中になれるゲームを作ってみたいんだ』




　と、そのときだった。息を切らせて若い男がやってきた。そして、杉すぎ鹿しかたちの傍そばに余っていたたった一つの椅い子すに、遠慮なく手をかける。

「いやごめん、遅れちゃったよ」

　高校のときからほとんど変わっていない声色に、杉すぎ鹿しかと天てん道どうと鷹たか三み津つは意図せずまったく同じタイミングで声をかけた。

「遅いわよ」「遅いぞ」「遅いですよ、先輩」
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僕と彼女のゲーム戦争　完
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　　あとがき




　大変申し訳ありません、最終巻だというのにまずお詫びから入ります……。

　前巻９巻から一年以上も間が空いてしまいました。これはすべて「最終巻なのでこういうゲームを扱いたい」という筆者のワガママによるもので、担当さま、八はつ宝ぽう備び仁じんさま、そして読者のみなさまには大変お待たせする結果となってしまいました。謹んでお詫びいたします。ただそのおかげで現在世界でもっとも売れているＬｏＬや、２０１６年の大ヒット作となったオーバーウォッチ、ディヴィジョンといったゲームを登場させることができました。ライアットゲームズ様、スクウェア・エニックス様、ユービーアイソフト様の三社には感謝の言葉もありません。

　なお、毎度の話で恐縮ですが、この作品を執筆したのが今年の夏ごろです。そして本作に登場した三つのゲームは、いずれもオンラインゲームの例に漏れず、頻繁にアップデートが入ります。たとえば作中で登場したオーバーウォッチでは、ゲンジというキャラが「キャンセル斬り」というテクニックを使っています。これは射撃や近接攻撃のモーションを別のアビリティなどでキャンセルすることで高いダメージを瞬時に出すテクニックだったのですが、現在では仕様変更によりできなくなっています。同様に、このころ猛威をふるっていたゼニヤッタも、このあとがきを書いている秋ごろには調整されておりました。そういった現在のバージョンとの差異には何卒ご容赦ください。




　というわけであらためまして、『僕と彼女のゲーム戦争』シリーズ、これにて閉幕となります。これまでのお付き合い、まことにありがとうございました。

　この世には様々な企画書というものがあります。商品というものを出すときはなにかと必要になるもので、ゲームしかり食品しかり洋服しかり、その他数限りない企画書が世に存在します。

　その中でも、個人的経験から言って、小説の企画書というのは非常に特殊だと思います。お察しいただけるかもしれませんが、極端な話、企画書が適当でも小説が面白ければ（売れれば）許される業界ですし、そもそも我々に求められているのも小説を書く技能であって、企画書を書く技能ではありません。企画書をすっ飛ばして完成原稿を持ち込むケースもありますし、とりあえず企画書を通しておいて実際にできあがった小説はまったく別物だった、なんて話もよく聞きます。結果的に売れたからＯＫ、みたいな。

　なにが言いたいかと申しますと、この『僕と彼女のゲーム戦争』の企画書もまあ無茶なものだったと思います。フォーマットはテキストファイル、容量にして３ＫＢ。「登場人物たちが実在のゲームで戦っていく学園モノ」とかそういうことを書いていたような気がします。

　しかも筆者は、そのたった３ＫＢの企画書を、それまで一度も仕事したこともなければ接点もない電撃文庫に持ち込みました。実在するゲームを題材にした小説を書くには、電撃PlayStationを始めとするゲーム誌の編集部を持つ電撃にお願いするしかないと思ったからです。

　結果的に、企画書を見た電撃文庫編集部のＫ氏が「面白そうです、是非やりましょう」と言ってくださったのがすべての始まりでした。いやそれだけならまだいいんですが、企画が走り始めてすぐにＫ氏が言ってくださった言葉は生涯忘れられないでしょう。

「ゲーム会社との交渉はすべてこちらに任せてください。それから、実際のゲーム内容と齟齬がある場合はともかく、もしゲーム会社から小説の内容について干渉があった場合はこちらで止めますので」

　この企画を進めるにあたって最大の問題は、実在のゲームの使用許可をいただくことです。担当Ｋ氏は、その過程で必要となるであろうゲーム会社との交渉をすべて請け負ってくれたのです。（しかも結果的にではありますが、ご協力いただいたすべてのゲーム会社と一度たりとも揉めることなく交渉を終えてくれました）

　私がサラリーマン時代に嫌だったのは、他人の適当な思いつきで自分の仕事を増やされることでした。この企画はまさにそれです。Ｋ氏は編集として本来しなくてもいいゲーム会社との交渉を進んで請け負ってくれたのです。（Ｋ氏いわく、「交渉って面白いじゃないですか」と仰ってました）

　また、許諾を頂いたゲームを作中で登場させる以上、その内容には正確性が求められます。ゲーム会社から「ここを直して欲しい」と言われればすぐ対応することは最初から決めていました。ただ一方で、もし「うちのゲームを登場させるなら、こういう物語にするのはやめて欲しい」と小説の内容そのものに干渉されたらどうしようという懸念もありました。ですがＫ氏はそこも見抜き、小説の内容そのものについて干渉があった場合は、編集部が説得すると請け負ってくれたのです。

　Ｋ氏、そして途中から担当の一人となってくれたＯ氏のお二方なしに本シリーズは存在し得ず、お二方のご尽力なしに本シリーズは完結に至らなかったことは間違いありません。同様に、電撃ゲーム編集部にもいくらお礼の言葉を申し上げても足りません。担当Ｋ氏、Ｏ氏が各ゲーム会社様との交渉を行うにあたっては、電撃ゲーム編集部による仲介があったとうかがっています。それが可能だったのは、長い歴史を持つ電撃ゲーム編集部とゲーム会社様との間に強い信頼関係があったからに他なりません。本シリーズにご協力くださったすべての方に、心より感謝申し上げます。




　そのおかげもあって、本シリーズは大変よく売れました。（いやもう大変生臭い話で恐縮ですが、我々作家は自営業です。本が売れないと本当ににっちもさっちもいかないんです。しかも景気のいい話というのはなかなかできるものではないので、今回だけはお目こぼしいただければ幸いです）

　第一巻の発売日が確か木曜日か金曜日だったと記憶しているのですが、たった三日で秋葉原から姿を消したというニュースがアキバブログで流れたんですよね。あれはもう本当に衝撃でした。明けて翌週、当然のようにＫ氏から電話が来ました。

『重版かかりました。×万部です』

　腰が抜けるかと思いました。×万部というと、初版部数より多かったんです。発売三日で初版部数を越える重版ってなんじゃそらと頭が思考停止しておりました。

　シリーズの一巻があれほど売れたのは、八はつ宝ぽう備び仁じんさんの美麗すぎるイラストの力が大きかったことも疑いありません。もうこれはここまで本シリーズに付き合ってくださった読者のみなさんの方がよくご存じかもしれません。天てん道どう、杉すぎ鹿しか、鷹たか三み津つ……どのイラストも大好きです私。

　特に本シリーズでは、登場するキャラクターたちがゲームのコスプレをするイラストが数多く掲載されました。ゲームに登場するキャラクターのデザインを詳細に調べ上げ、ゲーム会社からＯＫが出るレベルでコスプレさせることがどれだけ至難であったかは想像を絶するものがあります。もう八はつ宝ぽう備び仁じんさんのいる方角へは生涯足を向けて寝られません。今後もし機会があれば、是非またご一緒に仕事できればと願わずにもいられません。本当に美麗なイラストの数々、ありがとうございました。




　ただ一方で、時期的な問題でしょうか。本シリーズを語る上では大変興味深い現象もありました。二巻以降、初版部数がすごい右肩下がりだったんです。いやそれだけだと目も当てられないんですが、一方で電子書籍の部数は右肩上がりでした。部数がやたら下がったので「今年の年収大丈夫やろか」と何度思ったか知れませんが、電子書籍の売り上げ明細を見て救われた年というのが少なくありませんでした。２０１０年代といえばスマホ・タブレットがもっとも急速に普及した時代というのを以前調べた覚えがあるんですが、これからはやっぱり電子書籍の時代になっていくのは避けられないのかと痛感させられました。




　さて、本誌にまつわる思い出話をするとキリがありませんが、ページ数が相当限界に来ているのでそろそろ締めに入りたいと思います。ゲーム戦争１巻の発売が２０１１年６月。振り返ってみると、実在のゲームを許諾をもらって登場させるというのは相当無茶だったなあという気がしますし、もうちょっと別の表現方法もあったのでは、という気もします。ただいろんなプロの方に攻略法を取材したりと、書いてて楽しかったことも間違いありません。もしまた機会があれば、ゲームを題材にした作品を作ってみたいものです。

　読者のみなさまにおかれましても、実に丸五年のお付き合い、本当にありがとうございました。相変わらず世間では暗い話も多い昨今ですが、せめて本シリーズを読んでいる間だけでも楽しんでいただけましたら、物書きとしてこれに勝る喜びもありません。

　それでは、またどこかのあとがきでお会いできることを心よりお祈りしております。


師走トオル　　　　　

Twitter:@SiwasuToru






追伸：

　恐縮ですがここで宣伝です。自営業というのはつくづく情緒がなくていけません。

　現在、電撃プレイステーション誌上にて『名前のないゲームコラム』と、『バイオハザード７ インサイドレポート』という二つのコーナーを連載中です。（そうです、このシリーズがきっかけで頂いたお仕事です。ありがたいことです……）

『バイオハザード７ インサイドレポート』の方は、来月発売予定の『バイオハザード７』の開発現場に入り込んで密着取材し、レポートするという内容になっております。筆者も十数年前にほんの一時（いっとき）ゲーム会社に勤めておりましたが、現在において、全世界で数百万本を販売すること目指して制作される大作ゲームがどのように作られていくかは、もうまったく未知の領域でした。こちらは電撃プレイステーション誌上で連載の他、一部は電撃オンラインの方にも掲載されております。また『ｅカプコン』というカプコンのオンラインショップがあるんですが、そこで発売される『バイオハザード７ｅカプコン限定版』に限定書籍として収録される予定です。もし機会がありましたら見て頂ければ幸いです。レポートということで小説とまったく毛色は異なりますが、ゲーム業界に興味がある方でしたら間違いなく楽しんで頂ける内容だと思います。




　また９巻のあとがき等で告知いたしました弁護士モノですが、すいません、この一年の間に実はすでに２巻まで出ておりまして。来年２月１５日には３巻が出る予定なのですが、この作品につきましては近々、あるいは発売日あたりに大変面白い発表ができるかもしれません。この手の話はいつぽしゃってもおかしくありませんし、無駄にもったいぶった言い回しになりがちで大変恐縮ですが、もしよろしければご注目いただければ幸いです。
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師走しわすトオル

画像は左スティックのゴムがすっかりボロボロになってしまったＰＳ４コントローラ。そうです、この小説のためにひたすら研究した結果なんですコレ。

「ゲームは仕事」という言い訳を今後も使うためにも、是非またゲームを題材としたなにかをやりたいですね。

[image: ]




イラスト／八はっ宝ぽう備び仁じん

ポケモンサンムーンにＦＦ１５、楽しみすぎます！

ゲームってホンっっとーに最高ですよね！

これからも、素晴らしいバーチャルライフを送って下さい。

皆さん、またどこかで会いましょ～！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「師走トオル先生」係

「八宝備仁先生」係
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